















































Ｑ．もしかして、異世界を救った英雄さんですか？ 2




Ａ．それは、ずっと昔の話です。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少年がいた世界と同じように、どうやら異世界の空も基本的には青いらしい。

　理屈は分からない。惑星の大気が青の波長に作用してうんたらかんたらみたいな夢も浪漫もない科学的根拠かもしれないし、創造主である神しん霊れいが人々を祝福するために綺き麗れいな色を選んだのだー的な如い何かにも異世界ファンタジーっぽいノリかもしれない。

　どうしてかは分からないが、現にこの〈ヴィルドラム〉の空は青い。

　この調子なら、異世界のほとんどの空は〈地球〉と同じように青いのかもな──少年は霞かすむ意識の中で、腹部からどくどくと鮮血を流しながら、そんなことを思う。

　少年が仰あお向むけに倒れているのは、地平線さえ見える不毛な荒野。遥はるか遠くには数多あまたの魔物の死骸が散乱し、大地は真っ赤に染まっている。

　少年は首を動かし、自分の腹部に風穴を開けた存在に目を向ける。

　そこにいるのは一体の魔物……のはずだ。

　はず、というのは、痛みで視界がぼやけてよく見えないからだ。分かることといえば、彼かの魔物の体たい軀くが巨大であるということと、

　煌こう々こうと輝く紅あかい瞳が、こちらを見つめていること。

　立たなければ、と少年は思う。

　何な故ぜ異世界の空が青いかなんて知らないが、こっちの事情は死ぬほど分かりやすい。あいつは世界を滅ぼそうとする悪い魔物で、だから誰かが勇者みたいに倒さなければならない。ならば、自分が世界を救わなければならないのだろう。

　だって、自分は英雄だから。

　自分がこのまま倒れていたら、本当にこの世界は終わってしまうから。

　少年はおもむろに立ち上がり、朧おぼろに霞かすむ魔物と相対する。少年は心の準備を整えるように、死人のように生気の欠けた顔で頭上を仰ぎ──

「……くそったれ」

　何ど処こまでも青く澄み渡った異世界の空に、悪態を吐つく。

　こんなにも荒野は血に染まっているのに。自分は今にも死にそうなくらい傷だらけなのに。それでもこの世界の空は、何一つ変わらない。

　その青空が、まるで自分を嘲あざ笑わらっているみたいで。

　少年は、忌いま々いましくて仕方がなかった。





第一章　Ｑ．もしかして、お家うちに帰るまでが旅行ですか？







「ねえ、起きてよ識しきくん。もう朝だよ、一緒にご飯食べよ？」

　囁ささやくような甘い声に、識は薄く瞼まぶたを開けた。

　識が目を覚ましたのは、自宅であるアパートの一室。もう朝らしく、窓からはきらきらとした陽ひ射ざしが零こぼれている。

　……とはいえ、である。

　もしかして、これは夢なのではないか、と識は目の前の光景を疑った。

　だって、朝っぱらから女の子が起こしに来てくれるなんて、絶賛一人暮らし中の識にとっては、それこそ夢のようなイベントなのだから。

「ほんと、識くんってば朝に弱いんだから。まだぼうっとしてるなら、わたしが……そ、その、お目覚めのキス、しちゃうぞ？」

　制服姿の少女は恥ずかし気に、識に微笑ほほえむ。

　陽光にきらめく美しい銀色の髪。瑠る璃りのように深い紺こん碧ぺきをたたえる瞳。その少女は、天使の存在を信じたくなるほど可か憐れんだった。












　その少女──フィーナのことは識しきだって知っている。

　が、それを分かってなお、識はフィーナに問いかけた。

「……どちらさま、ですか？」

「もうっ。識くん、寝ね坊ぼ助すけさんにもほどがあるよ。忘れちゃったの？　わたしだよ、フィーナだってば！」

　この人は何を言ってるのだろう、と識は思う。

　確かに見た目はそっくりだが……口調が、まるで別人のように違うのだが。

「噓うそをつかないでください。俺の知ってるフィーナはそんなあざとい喋しやべり方はしません。あれですか、双子のお姉さんですか？」

「ひどいよ、識くん。幼おさな馴な染じみのわたしのこと忘れちゃうなんて……」

「そんな設定初めて聞きましたけど。っていうか無理があるでしょう、今更幼馴染なんてキャラ付け通用するわけないじゃないですか」

「ふーんだ、いいもんっ。識くんのことなんか放っておいて、朝ごはん作るんだから！」

「そもそも、どうしてあなたが俺の部屋にいるんですか？　よく見たらベランダの窓が全開になってますよね。まさかあそこから入ってきたんですか？」

「識くんって目玉焼きは半熟派だっけ？　それとも完熟派？」

「都合の悪い質問だからって無視すんじゃねーよっ！　なに不法侵入しといて朝飯作ろうとしてんだよお前はっ！」

　我慢の限界を迎えたように、識しきがベッドから飛び起きる。

　フィーナは、気まずそうに沈黙して、

「……お、おはようございます、識さま。今日も良いい朝ですねっ！」

「ああ、おはよう。あと、笑顔で誤ご魔ま化かそうとすんなっての」

　どうやら、やっとフィーナはいつも通りに戻ったらしい。

　改めて紹介すれば、彼女がフィーナ・アークトゥリー。異世界〈ラグナロク〉から訪れた、人じん智ちを超えた力を持つ神しん霊れいという存在──いわば、女神なのだ。

　神霊とは、異世界にて神と謳うたわれる者たちの総称である。その森しん羅ら万ばん象しようを統すべるほどの力はあらゆる種族に崇あがめられ、それぞれの異世界を管かん轄かつするという責務を負っている。

　フィーナも、そんな崇高な存在の一人……のはずだが、人間である識を前に冷や汗を流す姿には、ちっとも神こう々ごうしさがない。そこら辺にいる女子高校生と言われた方がまだ説得力がある。

　ふう、と識は息をつくと、

「勝手に部屋に入ったのは置いといてやる。ベランダの鍵をかけ忘れた俺にも落ち度はあるからな。……けど、さっきの幼おさな馴な染じみがどうとかってのは、いったい何なんだよ」

「い、いえ。その、大したことじゃないんですけど……」

　そこで、フィーナは言いづらそうにもじもじとすると、

「幼馴染に起こしてもらう男の子って、なんか識さまが好きそうなシチュエーションじゃないですか。だから、識さまなら喜んでくれるかなーって思って……」

「……なるほどな」

　つまり、フィーナがあんな無む茶ちやな設定をごり押ししたのも、識の気を惹ひくためなのだ。

　何な故ぜなら、フィーナがこの世界に残っている理由はただ一つ。かつて魔王を倒し英雄と呼ばれたことのある識を、もう一度異世界に連れて行くことなのだから。

　エルヴィを倒して二週間ほど経たった今、フィーナは『識に〈地球〉の神霊代行になってもらい、神界という異世界に来てもらう』という目標を新たに掲げていた。

　……もっとも、この女神と似たような野望を抱く少女が、あと二人ほどいるのだが。

　一人は、シオンという女騎士。そして、もう一人はアーシェというエルフ。

　この三人の少女たちは、異世界で識と共に過ごすために、毎日のように付き纏まとっているのである。

「しかし、健けな気げな幼馴染、ねえ。……お前も少しは俺のこと分かってきたじゃねえか。手て垢あかが付きまくったべったべたなシチュエーションだが、俺の好みど真ん中だ。正直に言えば、ちょっとだけクるもんもある」

　そこで、識は腕を組むと、

「けどな、俺がフィーナたちに絆ほだされることは絶対にねえよ。何度も言うが、異世界に行く気なんて微み塵じんもないんだ。悪いこと言わないから、俺に期待なんてすんなって」

　もしかして言い過ぎたかもな、と識しきは思う。それでも、識はつんとした表情で、きょとんとするフィーナを見つめ……。

　やがて、フィーナがにこりと微笑ほほえんだ。

「はい、識さまならそう言うって思ってました。だって、識さまってこの世界が大好きなんですよね？　青春っぽいことをしたくてたまらない青春ゾンビ予備軍で、それに異世界が大っ嫌い。そんなこと、わたしだってよーく分かってます」

「お……おぉ？」

　思ったよりけろっとしているフィーナに、識は呆あつ気けに取られる。

「でも、わたしだって識さまを諦めるわけにはいきませんから。だって、これが女神のお仕事ですもん。わたしは、識さまが頷うなずいてくれるまでずっと傍そばにいるだけです。……だから、ですね」

　フィーナは一歩だけ近づき、身を乗り出すように識を上目遣いに見る。

「わたしで良かったら、識さまの青春に付き合わせてください。識さまのやりたいことや、今まで出来なかったこと。全部叶かなえてあげますから。……もちろん、異世界のために」

「──う、」

　胸の鼓動さえ聞こえそうな距離に、あどけないフィーナの眼まな差ざし。

　やけに識は照れくさくなって、無理に話を逸そらすように、

「それより、そろそろ朝飯の準備をした方がいいんじゃないか？　シオンとアーシェだって、もうすぐ来るんだし」

　何ど処こにでもいる少年を渇かつ望ぼうする識にあるまじきことだが、最近はフィーナたちと朝食を共にするのが日課になっている。異世界少女組曰いわく、少しでも識と仲良くなるため、とのことだ。

　……しかし。

「あっ、そういえば言ってませんでしたっけ。お二人は今日は来ないみたいですよ？　ちょっと用事があるみたいで、学校もぎりぎりになるみたいです」

「……えっ？　そ、そうなのか？」

　途端に、明らかに狼ろう狽ばいする識。どうやら、フィーナの目にも不審に見えたらしく、

「なんですか、その慌てっぷり。……もしかして、わたしと二人っきりが、嫌ですか？」

「なっ、違うっての！　……ただ、フィーナたちに話したいことがあったからさ。タイミングが悪いなって、思っただけだ」

「……話したいこと、ですか？」

　決まり悪そうに、識はフィーナから視線を逸らす。

　本当なら、三人が揃そろったときに伝えるつもりだったが……言ってしまうか。どうせ、後で言わなきゃいけないことなんだし。

「あのさ、今って四月の終わりだろ？　フィーナは転校したばっかで知らないと思うけど、俺たちの高校って今年四連休があるんだよ。創立記念日とか祝日の振替えとかで偶然出来た連休みたいでさ、ゴールデンウィーク前にこんなに休めるとか奇跡かよ、ってクラスのみんなは結構はしゃいでるんだよな」

　昨日からずっと考えていた言葉を、大根役者の如ごとく棒読みで口にすると、

「それで……その四連休、何か用事とか入ってるか？」

「えっと、別にありませんけど……それが、どうかしたんですか？」

　そんなの、どうかしたに決まっている。

　この二週間、識しきはこの四連休について、悩みに悩んでいたのだから。

「……あのさ。もし、フィーナさえ良かったらなんだけど」

「はい、なんですか？」

「俺と、その……りょ──」

「りょ？」

「……旅行に、行かないか？」

　──ちゅんちゅん、ぴーぴぴ……。

　そんな穏やかな小鳥のさえずりが聞こえてくるくらい、静まり返った。

　フィーナは、きょとんとしたまま識を見上げ微び動どうだにしない。識は気恥ずかしさを覚えたまま、五秒が過ぎ、一〇秒が過ぎ……。

　きっかり三〇秒後に、ようやくフィーナは口を開いた。

「え……ええ───────────っ！」

　フィーナはわたわたと手を振りながら、

「まま、待ってくださいっ！　その、旅行ってあれですか!?　仲の良いい友達と遠くに行ってお泊りするっていう、例のやつですか!?」

「その、例のやつだ。俺はフィーナたちとそんな普通の旅行がしたいんだよ。……駄目か？」

「だ、駄目じゃないですけど……いきなりすぎて、心がパンクしそうです」

　そりゃ驚くよな、と識自身思う。

　識は今まで、異世界に行きたくないがために何度もフィーナたちに素そっ気けない態度を取ってきたのだ。なのに突然旅行だなんて、こいつ下心があるなと思われたって仕方ない。

「……何ていうか、反省したんだよ。ちょっと、フィーナたちに冷たすぎたかもなって」

　目を逸そらしながら、識は独り言のように呟つぶやく。

「フィーナたちが世界を救うために俺の傍そばにいるとしても、お前らがいたから俺はぼっちじゃなくなったからさ。だから、フィーナたちに楽しんでもらいたくて……旅行とかどうかなって、考えたんだけど」

　今度はきょとん、どころか絶句さえするフィーナ。

「……そんなに、識しきさまはわたしたちと旅行に行きたいんですか？」

「ん……まあ、そうなるな」

　そう、識が答えた途端だった。

　にへら、とフィーナの頰が緩ゆるむと、

「──やったあ──────っ！」

　満面の笑みで、フィーナは両手を大きく広げた。

「はい、分かりましたっ！　四連休もあったら、いっぱい色んな場所に行けますよね！　どこがいいかな～。識さまと水族館にも行ってみたいですし、あと遊園地にも興味ありますし、えっと、それにそれに……！」

　まるでぱたぱたと尻尾しつぽを振る子犬の如ごとく、フィーナは朝食を作り始める。が、もう料理どころじゃないらしい。尋常じゃない量の卵をフライパンに落としている。

　そんなフィーナの後ろ姿を、識は複雑な心境で眺めている。

　フィーナは良いい奴やつだ。こんなにも素直に旅行を楽しみにしてくれるし、まるで感情を出し惜しみしない。一緒にいて退屈しないというのは、識の本心だ。

　だからこそこの旅行で、もう二度と異世界に誘わないで欲しい、とはっきり伝えるべきだと識は思うのだ。

　識にとって異世界は、戦場以外の何物でもない。故ゆえに、識はフィーナたちの願いを拒こばみ続け、それでも彼女たちのことを友達と認めていて、今までなあなあで済ましてきた。

　だが、フィーナたちに好感を抱いているからこそ、けじめはつけるべきなのだろう。

　異世界に関わりたくないという意思を伝えてもなお、フィーナたちが今までのように識を英雄として求めるなら……そのときは、識は本気で拒絶するしかない。

　仕方がないことなのだ。

　識が憧れて止やまない、何ど処こにでも転がっている青春とは、そういうものなのだから。

　だから、フィーナたちと一緒にいるのはこれが最後かもしれなくて……、一つくらい楽しい思い出をフィーナたちにあげたいというのが、識の純粋な願いだ。

　別わかれ際ぎわくらい、笑顔でさよならと言えるために。

　──この旅行は、きっと特別なものになる。

　浮かれるフィーナの背中を眺めながら、ふと識はそう思った。





　　◇






　えーっと、まずは十五分後に来るバスに乗ってから、駅で降りる。そしたら東京駅行きの快速に乗り込んで、大体一時間くらいで到着。そこからすぐに目的地を目指して山の手線に乗って……いや、もしかして地下鉄の方が早い？　それに昼食はどうするんだ。アキバで飯を食うにしても、四人もいるんだから絶対意見は割れるし──。

「やべえ、これ絶対どっかでスケジュール狂うだろ……！」

　旅行当日。待ち合わせ場所のバス停にて、識しきは焦ったように計画表を睨にらんでいた。

　というのも、今回の旅行は一泊二日の予定なのだが……識が手当たり次第にフィーナたちに行きたい場所を尋ねたため、分刻みの慌ただしいスケジュールになってしまったのだ。

　やはり、今回の旅行は成功させなければならない、と気負い過ぎていたのだろう。

　何せ、これがフィーナたちと最初で最後の旅行になるかもしれないのだから。

「……んっ？」

　そんなときだ。ふと顔を上げた識の視界に入るのは、こちらに歩いてくる私服姿の少女。

　夕空を吸い込んだような、麗しい朱色の髪をした女の子だ。凛り々りしい面立ちに、抜群のプロポーション。その容姿は非の打ちどころがなく、一つの美しさとして完成しているという錯覚さえ覚えてしまう。

　少女は識に気づくと、小さく手を振って、

「すまない、識。待たせてしまったみたいだな」

　毅き然ぜんとした笑みを浮かべて、識の傍そばへと歩み寄った。

　少女の名前は、シオン・Ａ・アルストロメリア──異世界〈シャングリム〉より訪れた、〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉の異名を持つ女騎士である。元英雄である識と共に〈シャングリム〉を守護することを願い、フィーナのようにこの世界に転移してきた少女だ。

「別にいいよ、旅行に誘った俺が遅れるなんて笑えないからな」

「ふふ、確かにそうかもな。……それにしても驚いたぞ。まさか、識の方から私たちを旅行に誘うなんて思わなかった。そろそろ私たちに心を許してくれたってことか」

　ああそうだよ、だから腹を割って話すためにこの旅行を計画したんだよ。

　なんてこと言えるはずもなく、識が嫌な汗を流しながら黙っていると、

「何にせよ、今日はとても楽しみにしているよ。識たちと旅行というのも胸が高鳴るし、それに──」

　凛りん然ぜんとした笑みを浮かべるシオン。

　その瞳は、無邪気にさえ思えるほど、きらきらと輝いていた。

「今日は、ＦＦエフエフの展示会に行けるんだからな！　まるで夢みたいだよ、この世界にいる間に、こんな素敵なイベントに足を運べるなんて……！」

「……お前、ほんとにＦＦフアイフアン好きだな」

「識、一つ言わせてもらえば、正式な略称はＦＦフアイフアンではなくＦＦエフエフだ。ちゃんと商標登録もされてるから、出来ればこっちを使ってくれ」

「めんどくせえな、おい！」

　一つ、シオンに関して補足をせねばなるまい。

　シオンは、異世界に名を轟とどろかせるほどの騎士なのだが──オタク、なのである。

　今回の旅行でシオンがリクエストしたのも、東京で開催される国民的ゲームの展示会であり、彼女が神と称たたえるイラストレーターの原画などが見られるのだという。

「ああ、まさかこんな幸せな日が訪れるとは夢にも思わなかったぞ。今日は一日中、あの素晴らしい世界観に浸ることが出来るなんて……」

「なっ……！　一日中って、そんなにいるつもりなのかよ!?」

「……駄目、なのか？」

「い、いや、シオンには心ゆくまで楽しんで欲しいけどさ……。じゃあ、出来るだけ時間が確保出来るようにスケジュールを調整しておくから」

　シオンから不安そうな眼まな差ざしを向けられ、識しきは改めて計画表に目を落とす。何ど処こかで時間を節約出来ないか、頭をフル回転させ……。

「ん……アーシェ、こっちだぞ」

　シオンの声に識は顔を上げて、そのまま啞あ然ぜんとした。

　識の視線の先にいるのは、一人の少女である。

　妖精を思わせるほど、可愛かわいらしい女の子だった。流れる金色の髪は鮮やかで、抱きしめたいという衝動に駆られるほど華きや奢しやな身体からだつき。何よりも、現代ではまず見かけない長く尖とがった耳が目を惹ひく少女だ。

　それはいい。この少女が──アーシェ・ウィニヴェルズムがエルフという種族であることは、識だって知っている。

　問題は、アーシェが大型犬の背中の上で、うたた寝をしているという点である。

　虎ほどの大きさの大型犬──ナイトがアーシェを運びながらのしのしと歩くと、識とシオンの前で足を止め、わふっと一鳴き。

　それを合図にしたように、アーシェが薄く瞼まぶたを開けた。

「ふあぁ……おはよ。シキに、シオン」

「おはよ、じゃないが」

　識は、青筋を立てながら笑うというとても器用な表情をしながら、

「アーシェ、説明して欲しいんだが……なんで、ナイトに乗ってるんだ？」

「んー……？　眠たかったから、ナイトに運んでもらっただけだけど……？」

「何でそういう非常識なことを不思議そうな顔で言うかな、お前は。それに、その耳目立つんだから隠かくしとけって。あとナイトを元のサイズに戻すように。ほら、急いでっ！」

「はーい……」

　アーシェが眠たそうにフードを被かぶり、手を前に掲げる。すると、ナイトはいつも通りのウェルシュ・コーギーに似た愛くるしい小型犬へと戻る。

　これが、アーシェが生み出した創造獣フアミリアである、ナイトの特性である。

　未いまだ眠そうにしているアーシェの頰を、シオンがむに～っと引っ張りながら、

「しかし、アーシェにも子どもっぽいところがあるんだな。もしかして、旅行が楽しみで昨夜は寝れなかったのか？」

「……うん？　そういうわけじゃないよ？」

　シオンのおかげで目が覚めたのか、アーシェはぱっちりとした瞳で、

「この世界には興味深い本がたくさんあるから、いつも夜遅くまで読みふけっちゃうの。いつも朝からぼんやりしちゃうのは、そのせい」

　確かにそうかもな、と識しきは頷うなずく。生物学者のアーシェなら、いくら時間があっても足りないだろう。

　もっとも、アーシェが生物学者だからこそ、女性しかいない〈ヒンミィリア〉で識にハーレムを築かせようとしたり、自ら赤ちゃんをつくるという口にするのも恥ずかしい理由でこの世界に来たわけだが。

「けど、旅行を楽しみにしてたのはほんとだよ。だって、生まれて初めてこの世界の動物園に行くんだもん」

「ほう、動物園か。何というか、アーシェらしい場所だな」

　そのシオンの言葉に、アーシェがぴこぴこと耳を動かしながら。

「うん、すごく楽しみ。今回の旅行で行く動物園って、すごく珍しい動物に会えるの。パンダもいるし、アイアイもいるし、コモリガエルもいるし、それにね──」

　ぐい、とアーシェは身を乗り出す。

「オカピも、いるんだよ？」

「……そんなとっておきみたいな言い方されても、凄すごさがいまいち分からないんだが」

「大丈夫、現地に着いたらアーシェが詳しく解説してあげるから。今の時期だと特別なツアーも開催されてるから、その時に一緒に──」

「ちょ、待った待った！　ツアーって、そんなの初めて聞いたぞ！」

「言ってなかったっけ？　出来れば、それにも参加したいんだけど……」

「……分かった。後で、時間調べとくから」

　そろそろ痛み出した頭を押さえて、再び計画表に目を落とす識。ツアーの時間帯によっては、スケジュールを変更しなければ──と、そこまで考えたとき、大事なことに気づき腕時計に目を移す。

　予定のバスが到着するまで、もう五分を切っていた。

「っておい！　もう約束の時間過ぎてんのに、フィーナがいないじゃねーか！」

「……妙だな。フィーナ、今回の旅行を相当楽しみにしていたはずだが」

「そういえばそうだね。最近フィーナ、学校でもずっとにこにこしてたもん」

「じゃあ、フィーナに何かあったってことか……？　な、なあ、誰かフィーナの自宅知らないか？　あいつ携帯持ってないし、直接行くしか──」

　しかし、不意に識しきは口を噤つぐむ。

　頭の中で、識さま、と呼ぶフィーナの声が聞こえたからだ。

　──し、識さまっ！　聞こえますか!?

　今度は、はっきりと聞こえた。これは……フィーナが、魔術で識に呼び掛けている。

　識は頭の中で応えると同時に、焦るあまり声を張り上げた。

「フィーナ、大丈夫かっ!?」

　──は、はい！　遅れちゃってすみません、今からそっちに行きます！

「よしっ！　バスが来るまであと五分くらい余裕がある、それまでに来れるか!?」

　──え、ええ。でも、それどころじゃないっていうか……。

「悪いけど急いでくれ！　出来れば理想通り旅行を進めたいんだ、もしこのバスを逃したら一から見直さないと……！」

　──あ、あのですね。非常に言いづらいんですけど……。

「どうしたっ!?」




　──異世界転移を察知しました。……何かが、世界を越えてこの地に来ます。




「──はああああああああああああああああああっ!?」

　──ど、どどどうしましょうっ!?　一応、いつもの場所に転移地点をずらしましたけど、もうすぐ来ちゃいますよっ!?

「噓うそだろ、なんでこんな時に……！　わ、分かった！　とりあえずバス停まで来てくれ！　その後で、アーシェの創造獣フアミリアで例の場所に向かうから！」

　──で、でもでもっ！　それじゃあ旅行が……！

「旅行のことは後で決めるぞ！　今はとにかく、連休なんかに転移してくるそのふざけた野郎を確認するのが先だ！」

　──わ、分かりました！

　それっきりフィーナの声が途絶え、直後に識はがくり、とうなだれた。

　死んだ魚のような目をする識に、シオンはげんなりとした表情で、

「何となく察しはつくが、一応聞いておこう。どうしたんだ？」

「異世界転移だとよ。また誰かが、この世界に来るらしいぜ？　……はは、ははは──」

　乾いた笑い声をもらす識に、シオンとアーシェが顔を見合わせる。

　旅行の当日に、最大級のアクシデント。

　こんなの、笑わなければやってられないのだ。





　　◇






　識しきの街には、かつてとあるテーマパークが存在していた。昔は小さな遊園地なりに細々と経営してたものの、今では遊具は完全に撤去され、見渡す限りの平野が広がるばかりだ。

　そんな閑散としたテーマパーク跡地にて、膝ひざを抱えて座る一人の少女がいた。

　フィーナである。

「…………………………………はぁ」

　どんよりと暗い表情で、いじけたように地面を指でなぞるフィーナ。

　そんな彼女の背後から、識は困ったように、

「あまり落ち込むなよ。今から誰が転移してこようが、すぐに問題を解決するから。そしたら、また旅行に行けるだろ？」

「……別に、落ち込んでなんてないですもん」

　相変わらず地面をいじいじしながら、フィーナがぽつりと口にする。

「ほんとに、心配いらないです。……もし旅行が中止になっても、平気ですから」












　旅行が中止──その可能性は、十分にあり得る。

　今からここに来るのが悪意のある魔物だろうと、悪意のない異種族だろうと、識しきたちは旅行を断念してこの街に留とどまらざるを得ないのだから。

「わたしのことは構わないでください……。だって、わたし女神ですよ？　旅行が台無しになったくらいで、女神ががっかりするわけないじゃないですか……」

　その言葉に反応したのは、識の傍そばにいたシオンだ。

「その割には、思いっきりへこんでいるように見えるがな。……まあ、フィーナの気持ちも分かるよ」

　少しだけ残念そうに、シオンが口にする。どうやらアーシェも多少なりともショックを受けているようで、無表情のまま「動物園……オカピ……」と何やらぶつぶつ口にしている。

　けれど、旅行を中止にしたくないのは識だって同じなのだ。識はさっきからずっと、何とか旅行を続ける方法を考えているのだが……。

「今は、後回しにするしかねえか。……まずは、俺たちの旅行に水を差す奴やつに一発文句をかましてやらねえと気が済まねえ」

　識が口にするのと同時に、虚こ空くうに生まれるのは裂け目のような形をした空間の歪ゆがみ。

　やがて、ここではない何ど処こかの世界より、何者かがこの地を訪れる。

　この場にいる全ての者が、警戒するように身を構えて──。

「……はっ？」

　転移を果たしたその来訪者に、識は間抜けな声を発した。

　識の前に現れたのは、異種族でもなければ魔物でもなく──ただの黒猫だったのだ。

　そこら辺を探せば一匹は見つかりそうな、何の変哲もない猫だった。おかしな点があるとすれば、アタッシュケースの上にちょこんと鎮ちん座ざしていることだけ。

　やがて、黒猫が呆ぼう然ぜんとする識たちに口を開く。

「うむ、皆揃そろっているようだな」

　可愛かわいらしい見た目に反した、しわがれた老人の声。その直後、識の体中に電流が走る。

　この忌いま々いましい声色。忘れもしない、こいつは──、

「お前……まさか、フィーナの親父おやじか!?」

　識にとっては、魔物なんかよりよっぽど会いたくなかった相手である。

　何せ、目の前にいる神しん霊れいは──かつて識を異世界〈ヴィルドラム〉に飛ばし、青春を拗こじらせるほどのトラウマを与えた張本人なのだから。

　シオンは、驚いたように目を丸くしながら、

「フィーナの父親……？　この愛くるしい猫がか？」

「これは儂わしの本来の姿ではない。本当はよぼよぼの爺じじいだが、今は猫の姿を借りているだけだよ。……シオンにアーシェ、といったか。改めて、お初にお目にかかる。普段から娘がお世話になっているようで」

「あ、いえ。こちらこそ、フィーナの父君と会えて光栄だ」

「アーシェも、フィーナのおかげで毎日楽しく過ごしてるよ？」

「ぱ、パパってば！　今はそんな挨拶なんていいから！」

　吞のん気きに頭を下げるシオンとアーシェに、恥ずかしそうに手を振るフィーナ。女神といえど、父親と友達が対面すると気恥ずかしいという心理は同じらしい。

「そ、そんなことより！　どうしてパパがこんなとこにいるの!?　てっきり、わたしたちは魔物が来るかもって思ってたんだよ！　だから、我慢してここまで来たのに……！」

「識しきよ、どうしてフィーナは泣きそうなのだ」

「さあ、誰のせいだろうな」

　そっぽを向きながらも、識は内心でこれ以上ないほど安あん堵どしている。

　本音を言えばこの老人と顔を合わせたくはなかったが、どうやら旅行を中止にするという最悪のケースは免れそうだ。

「それより、さっきのフィーナの疑問に答えてくれ。どうして、あんたが俺たちの前に現れたんだ。……まさか、ここにいる俺たちに話でもあるのか？　俺たち四人を集めるなら、異世界転移っていう目立つ行動をした方が手っ取り早いもんな」

　黒猫は、「察しが良いいな」と小さく笑うと、

「ところで、君たちの学校を調べて知ったのだが、今日から四日間休日らしいな」

「……？　確かにそうだけど、それがどうかしたのかよ」

「儂わしから君たちに頼みがあるのだよ。……実は、君たちには旅行をして欲しいのだ」

「……はあ？」

　予想の遥はるか斜め上を行くその言葉に、呆あつ気けに取られる識たち。

　それはフィーナも同じらしく、彼女は戸惑ったように、

「どういうこと？　パパに言われなくても、わたしたちは旅行に行くつもりだったよ？」

「そうだったのか？　……しかし、お前たちが思ってるような旅行にはならんだろう。今回は、かなり特殊なことだからな」

　そして黒猫は、飄ひよう々ひようとした態度のまま口にする。




「何せこの旅行は──この世界を救うためのものだからな」




　きょとん、という音が、識には聞こえた気がした。

　周りを見れば、フィーナたちはみな「何言ってるんだろう、この猫」みたいな顔で黒猫を見つめていた。

　そんな識たちを、黒猫はじとーっとした眼まな差ざしで、

「君たち、儂わしの言葉を信じていないだろう」

「いや、信じてないっていうか……意味が分からないんだよ」

　識しきは、ほとんど呆あきれたような表情を浮かべて言う。

「いきなり俺たちの前に現れたと思ったら、この世界を救うための旅をしろだと？　現実味がなさ過ぎて、頭が追い付かねーよ」

「まあ、理解してもらえないのは無理もないかもな。口で言っても伝わりそうにないし……実際に見てもらった方が早いだろう。では、識。頼んだぞ」

　なんのことだよ、それ──と識が言いかけたそのとき、フィーナが慌てたように顔色を変えた。

「え──えっ？　こ、これって……!?」

　フィーナが口にした、その直後。目の前の光景に、識は顔を強こわ張ばらせた。

　黒猫の背後に、突如生まれた空間の歪ゆがみ──異世界転移が、始まっていたからだ。

　やがて異世界より訪れるのは、土色の肌を持つ悪魔染みた容貌を持つ魔物──通称、ゴブリン。ゴブリンはこの地に転移を果たすと、頰が裂けるような笑みを浮かべ、さながら標的を探すように周囲に視線をめぐらし──。

　その直後、ゴブリンの横っ面に識の拳がめり込んでいた。

　土煙を起こしながら派手に吹き飛んだゴブリンを眺めながら、黒猫は、

「うむ、いいぞ。その調子でどんどん魔物を倒してくれ」

「どういうことか説明しろクソジジイ──────────────っ！」

　相も変わらず飄ひよう々ひようとした黒猫に、思いっきりキレる識。

　そんな識の背後で、シオンとアーシェが、

「……識、ゴブリンに同情したのは生まれて初めてだぞ。せっかくこの地に転移したんだ、せめて鳴き声くらいあげさせたらどうだ？」

「魔物だって、必死で生きてるのに。……可哀かわい想そうって思わないの？」

「いいんだよ、今はそれどころじゃないんだからっ！」

　識は忌いま々いまし気に呟つぶやき、全身に熾おこしていた魔力を鎮しずめる。

　たった今、識がゴブリンを倒した魔術の名は、壊劫魔術デイザスターという。

　識が唯一会え得とくしたこの壊劫魔術は、魔力を直接衝撃に変換するという、魔力効率が極端に悪いクズ同然の魔術──しかし、こと識においては、そのデメリットこそ強力な武器となり得る。

　神しん霊れいを超えるほどの総魔力を持つ識は、規格外の魔力を熾した壊劫魔術の圧倒的な破壊力によって、世界さえ救ったのだ。

　……と、閑話休題それはさておき。

「それでだ、クソジジイ。さっきのは何の真ま似ねだ。俺の目の前で魔物を転移させるなんて、随分と手の込んだ喧けん嘩かの売り方するじゃねえか」

「別に、魔物を転移させたのは儂わしではないぞ。……君たちは、『ブラックロータス』という名前に聞き覚えはあるかな？」

「……なんだそりゃ。全然知らねえけど」

「ならば、こう言えば分かるだろう。……エルヴィの背後にいた、組織の名前だ」

　思いがけない言葉に、識しきは不機嫌そうな表情のまま固まった。

　エルヴィ。それはかつて、〈ラグナロク〉という異世界で魔王を宣言した神しん霊れいの少女だ。エルヴィは以前、識を自らの軍に引き抜くためにこの地に転移し、フィーナたちに返り討うちにされた。

　そして、そのエルヴィと結託し、神界で戦争を起こすための準備をしていた連中──それが、『ブラックロータス』という名前らしい。

「……って、ちょっと待てよ。じゃあ、さっきのゴブリンを転移させたのは──」

「その、『ブラックロータス』だ。……奴やつらはこの〈地球〉という世界に、魔物を送り込んでいるのだよ」

　アーシェは長い耳をピンと立てると、

「でも、どうしてなの？　魔物が転移するなんて、今までなかったのに」

「もともと、この世界の存在は数年前まで誰も知らなかったのだよ。何せ神霊がおらんからな、数ある異世界の中でもひっそりと平和に過ごしていたわけだ。……もっとも、だからこそ『ブラックロータス』は、この世界を標的にしたのだがな」

　黒猫は、ゆらゆらと尻尾しつぽを揺らしながら、

「神霊がおらんということは、異世界からの自衛手段が皆かい無むということだ。故ゆえに、神界のブラックリストに入っている『ブラックロータス』は、隠かくれ蓑みのとしてこの世界を征服しようとしておるわけだ。奴らの手にかかれば、この世界などあっという間に手中に収められ、めでたく人類は滅ぶだろうな」

「めでたくってやけに軽いな、おい……！　くそっ、勘かん弁べんしてくれ。何でこうも次から次に世界を滅ぼしたがる連中が出てくるんだよ」

「まあしかし、ひとまずは安心して欲しい。魔物たちの転移は事前に儂が食い止めている。そうでなければ、今頃この世界は大騒ぎになっておるよ」

　黒猫の言葉に、シオンが怪け訝げんそうに腕を組む。

「しかし、ご老人。あなたは先程、私たちにこの世界を救うための旅をして欲しい、と言ったはずだが」

「……情けない話だが、想像以上に刺し客かくが多くてな。儂だけでは、全ての異世界転移に対処出来んのだ。だから、君たちにはその魔物の後始末を頼みたい──この世界を救うための旅行とは、そういう意味だ」

「……なるほど、な」

　どうしてこうなるのだろう、と識しきは思う。

　この世界に帰ってきてから平穏な生活だけを望んでいたのに、今ではかつての英雄だった頃のように、世界を救う宿命を背負わされている。

　それに、フィーナ達だってきっと良いい気分ではないだろう。旅行をするはずだったのに、まさか魔物を討とう伐ばつする羽目になるなんて──。

「……なんだ、そんなことなんだ」

「はい？」

　そんなフィーナの呟つぶやきに、識の口から出るのは笑ってしまうほど素すっ頓とん狂きような声。

　見れば、フィーナはこれ以上ないというほど、胸を撫なでおろしていた。

「異世界転移を察知したときはもう駄目かもって思ったけど、魔物を倒すついでにみんなと旅行に行けるなんて……よかったですね、識さまっ！」

「いや、よくねえよ!?」

　思わず、識は狼ろう狽ばいを露あらわにしながら、

「考えてみろよ、これ全然普通の旅行じゃねえからな！　旅行っていうよりむしろ旅じゃねえか！　勇者がお使いイベントで魔物を狩るみたいな、分類としては絶対そっちだろ！」

「……なるほど。そういう受け取り方もあるのか」

　ふと視線を移すと、やけににやにやと頰を緩ゆるめるシオン。

　やばい、変なスイッチ入れちゃった──と、識が後悔した瞬間、

「一度、識とは共に戦ってみたかったんだ。長閑のどかに旅行を楽しむのも悪くはないが、ここにいるパーティで世界を救うという使命にも燃えるものがあるな」

「……っ！　あ、アーシェは嫌じゃないか!?　ほら、動物園とか行きたがってたろ!?」

「うーん、確かにオカピも捨てがたいけど……別に、アーシェも良いかな。動物園なら今度行けばいいし、他の異世界の魔物だって見てみたいもん」

　くそっ、最後の砦とりでがあっさり陥かん落らくした……！

　呆ぼう然ぜんとする識に、フィーナは心配そうに、

「……もしかして、識さまは嫌ですか？」

　んなもん嫌に決まっていた。

　出来ることならこの黒猫の頼みを拒絶し、最低の捨て台詞ぜりふを吐いたうえで全力で逃げ出し、自宅の布団にくるまってそのまま連休を終わらせてしまいたい。

　もっとも、そんなこと出来ないなんて分かりきっているのだけど。

「いや、行くよ。旅行に誘ったのは俺なんだし、どうせ俺たちがやらなきゃいけないんだもんな。……けど、そこの黒猫には一つ約束して欲しいことがある」

　言い終えた直後だった。識は突然、フィーナの背後から彼女の両耳を塞ぐ。

「えっ、し、識しきさまっ……!?」

　耳を触られることが恥ずかしいのか、身体からだをよじらせるフィーナ。

　しかし、構わず識は黒猫を睨にらみつけ、

「正直、俺はあんたのことが死ぬほど嫌いだ」

　突然の言葉に、シオンとアーシェが言葉を失った。

　それでも黒猫は平然とした顔をして、フィーナは識の言葉が聞こえないまま未いまだにばたばたともがいている。

「〈ヴィルドラム〉に転移させたことは、もういいよ。今更責任を取れなんて言わないし、俺だって世界を救ったことを後悔してるわけじゃない。けど、この旅行が終わったら二度と俺の前に現れないでくれ。……もう異世界には、一切関わりたくないんだ」

「……そうだな。君の言葉はもっともだろう。むしろ、儂わしからすれば感謝すべきなんだろうな。儂の無む茶ちやな我わが儘ままに付き合ってもらってるんだから。分かった、約束しよう」

　その言葉を聞き届け、識はぱっと両手を離す。その途端にフィーナが、

「し、識さまっ！　いきなり何なんですか！　恥ずかしいですよ、もうっ！」

「……フィーナ、識を追及しない方がいいぞ。あまり、君にとっては気分が良いいものじゃないだろうからな」

　真剣な面おも持もちをするシオンに、フィーナは疑問符を頭に浮かべそうなほど首を傾かしげる。

　黒猫は識たちを眺めながら、下敷きにしていたケースを尻尾しつぽでぽんぽんと叩たたき、

「では、頼んだぞ。必要なものはこっちで用意してある。旅行の資金には困らないだろう。高級な料理に舌した鼓つづみを打つなり、絢けん爛らんな旅舎で身を癒いやすなり、好きに使ってくれ」

「はいはい、分かりましたよ。……それで、俺たちは何ど処こに行けばいいんだ？　出来れば手近な場所の方が助かるんだけどな」

「ああ、それなんだがな。既に魔物が転移してしまう地点は把は握あくしている」

　そして、黒猫はけろっとした顔で告げた。

「北海道、という土地なんだが」





　　◇






　どうして俺はこんなとこにいる。

　誰に問うでもなく、試される大地こと北海道にて、識は一人胸の中で呟つぶやいた。

　まるで嵐のようなひと時だった。行き先が北海道と決まった後、空港に行くためバスに飛び乗り、フィーナの父親が偽造した異世界少女組の公的身分証でチケットを取り、人生初の飛行機にはしゃぐフィーナたちの隣で識はぐったりとし──そして今、識は空港の臨時駐車場で立ち尽くしている。

　既にフィーナが〈デプリベイション〉で空間を遮しや断だんしているため人ひと気けはない。ここにいるのは識しきと、フィーナたちのみである。

「シオンさん、アーシェさんっ！　見てください、この温泉美肌効果でお肌がつるつるになるって書いてありますよ！　今日の旅館はここにしましょうよ！」

「美肌とやらにあまり興味はないが、このジンギスカンという料理は気になるな。くさみのないラム肉、か……なるほど、悪くない」

「ねえ、それよりその温泉ってキタキツネはいる？　キタキツネがいるなら、アーシェは何ど処こでもいいよ？」

　旅行ガイドブックを囲みながら、楽し気に会話をするフィーナたち。

　その少し離れたところで、識はげんなりとした表情で、

「気楽だなあ、あいつら。……へこんでんの、俺だけかよ」

　とてもじゃないが、識はフィーナたちみたいに心を弾ませることは出来ない。

　もう異世界には首を突っ込まない、と決めたはずだ。

　世界を救うために死地に赴くこともなく、魔物と殺し合うこともなく、何処にでもいる高校生として生きる。それだけで良かったのに……そんな当たり前の日常さえ、運命は許してくれないらしい。

　そう、識が遣やる瀬せ無ない気持ちに浸った時だ。

「そろそろ、私たちも準備をした方がいいかもな。……温泉なら、魔物を倒した後にゆっくりと楽しむとしよう」

「うん。アーシェたちは、そのために来たんだもんね」

　シオンとアーシェが片手を上げ──一瞬にして、二人の私服は異世界の服装へと変わった。召喚魔術アドヴエントで、衣服を身に纏まとったのだ。

　これが、識がいるこの世界では幻想の中にしかない魔術──魔力というエネルギー源、そして術式を組み立てる特異感覚エクストラセンスを持つ者のみが扱える力である。

　魔術で衣服を替えた二人を、フィーナは見つめながら、

「じゃあ、わたしも用意しておきますね。……識さま、あっちを向いててもらってもいいですか？」

「……？　なんでだよ？」

　そう口にして……ふと、気づく。

　フィーナの手に、やたら女神っぽい衣服があることに。

「……お前、もしかしてここで着替えんの？」

「えっ？　そうですけど……何かおかしいですか？」

「いや……女騎士とエルフはカッコよく魔術で変身したのに、女神は普通に着替えるんだなーって」

　ぴたり、とフィーナが硬直した。妙に気まずい沈黙が臨時駐車場に流れ……。

　やがて、フィーナが涙目でキレた。

「だから神域魔術アイテール以外使えないって言ってるじゃないですか！　いい加減にしてくださいよっ！」

「ごめんなさいっ！　えっ、俺が悪いの!?」

　慌てて、識しきはフィーナに背を向ける。

　背後から聞こえるのは、呆あきれたようなシオンの声。

「流石さすがに、君はフィーナをいじめすぎだぞ。さては、識はサディストだな？」

「えっ？　シキってそんな性的嗜し好こうがあるの？」

「アーシェさん、そこに食いつくんすね……。いや、なんていうか。ツッコまなきゃいけない使命感に駆られるというかさ……」

「わたしも、識さまが本気で言ってるとは思ってないですけど、ほどほどにしてくださいね？　……今日だって、識さまのために頑張ろうって思ってるんですから」

「……頑張るって、どういうことだよ？」

「えっと、識さまって本当は魔物と戦いたくないけど、仕方なくパパのお願いを引き受けてるんですよね？　だから、わたしなりに考えたんですけど……今回の旅行では、識さまの力を借りずに、わたしたちだけで解決しようって、思ったんです」

　その言葉に、識は驚きに顔を染め、反射的に振り返る。……幸い、既にフィーナは着替え終わっていたようだ。

　そこにいるのは、女神らしい恰かつ好こうで、女神らしい微笑ほほえみを浮かべるフィーナ。

「まさか、それって俺のために……？」

「だって、せっかくの旅行ですから識さまにも楽しんでもらいたいじゃないですか。シオンさんとアーシェさんも、わたしに協力してくれるって言ってくれましたし」

「……本音を言えば、あまり気は進まないがな」

　うーむ、と難しい顔をするシオン。

「出来れば識と共に戦場に立ちたかったんだが、アーシェに諭されたんだ。凡百の魔物を相手にしてもただの弱い者いじめになっちゃうよ、とな。だから、強敵が現れたときのみ識と共闘することにしたんだ」

　相も変わらない無表情のアーシェを、識は意外そうに見つめる。

　それはつまり……アーシェが、フィーナの助太刀をしてくれた、ということだろうか。

「安心してくださいね、識さま！　魔物なんてすぐに倒して、温泉に行きますから！」

「……お前ら」

　不覚にも、じんと目頭が熱くなる。

　こんなこと、初めてだった。今まで散々識を振り回してきたあのフィーナたちが、こんなにも彼のことを思いやっている。

「じゃあ、早速ですけどお願いします。……もうすぐ、魔物も来るみたいですしね」

　フィーナたちは、識しきを守るように背を向けて……それと、ほぼ同時だった。

　神域魔術アイテールにより、異世界より異形の者たちが転移を果たす。

　現れたのは、犬の頭部を持つ人型のモンスター──コボルトだ。獣人と比べ知能は低く、種の大多数が野生での狩猟を主とする魔物。それが、異世界においての共通認識だ。

　そして、コボルトは──優に三〇は超えるほどの群れをなし、この北海道という大地に転移を果たしていた。

　圧倒的なまでの兵数の差……しかし、シオンは、

「これなら、残念だが識の力を借りることはなさそうだな。……ではフィーナ、頼んだぞ」

　フィーナは、気合を入れるように自分の両頰を軽く叩たたくと、

「はいっ！　わたしは二人みたいに変身なんて出来ないかもですけど……神域魔術だけは負けないってとこ、お見せしますっ！」

　フィーナが手を掲げ唱えるのは、神域魔術が一つ、〈リンキング・センス〉。

　本来、異世界転移をしたシオンとアーシェは、この世界に存在するものしか召喚することが出来ない──しかし、フィーナが二人の特異感覚エクストラセンスを異世界に繫つなげることにより、彼女たちは本来の力を発揮する。

　たとえば──たった今、シオンが一本の剣を召喚しようとしているように。

「……『純白の翼剣ローエングリン』」

　呟つぶやきと共にシオンの手に現れるのは、〈シャングリム〉にて神み劔つるぎと謳うたわれる西洋剣、『純白の翼剣』──〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉であるシオンの相棒である。

「さて……行くか」

　ぽつりとシオンが呟き……陽炎かげろうの如ごとく、その姿が揺らめく。

　次の瞬間、識の耳に届いたのは、コボルトの断末魔の叫びだった。

　シオンは魔物の群れの中を、風の如く駆け抜ける。剣けん閃せんがきらめく度にコボルトが地面に伏し、為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされ……あっと言う間の出来事だった。

　コボルトの軍勢は、たった一人の騎士によって、壊滅させられていた。

　どうやら異世界転移の制約らしく、倒れたコボルトたちは光の塵ちりとなって消えて行く。そんな幻想的な光景を眺めながら、シオンは何とも言えない表情で、

「なんか、無性に虚むなしくなってくるな。数時間もかけてこの地に来たのに、こんなあっさり終わらせてしまうとは……少し、手こずったふりをした方が良かったか？」

「そんなことないですよ～。お疲れ様です、シオンさん」

　にこにこと笑いながらフィーナは答えると、識にぐっと親指を立てる。

「どうですか、識さまっ！　もうへっぽこ女神なんて言わせませんよ！　今回の旅行は、わたしたちに任せてください！」

「……フィーナ」

　まるで、娘の巣立ちを見送る父親のような心境で、識しきはフィーナを見つめる。

　かつては女神とは思えないほどのぽんこつっぷりを見せつけたフィーナが、こんなにも頼もしく見える日が来るとは。

　この娘こ、こんなに立派に成長して……。そう、識が感慨深くなったときだ。

「…………あ」

　ふと聞こえたアーシェの呟つぶやきに、識は彼女の視線を目で追い……そのまま固まった。

　そこに、新たなコボルトたちがうじゃうじゃ転移していたからだ。その数、大体さっきの倍ほど。

「え、ええっ！　まさかのおかわりですか!?」

「しかも、さっきより数が多いね。……アーシェも、戦闘態勢を取った方がいいかも」

　口にすると同時に、アーシェは召喚魔術アドヴエントでナイトを喚よび出だす。飛行機はペット厳禁だったため、本州でお座りさせていたのだ。

　ご主人様と離れていたのが寂しかったのか、ナイトは「わふっ」と鳴き──その可愛かわいらしい体たい軀くが瞬またたく間まに大きくなり、コヨーテにも似た野性味が滲にじむ顔つきに変へん貌ぼうする。

　続いて、アーシェはもう一体の獣を召喚する。虎のような姿形に、蠍さそりの如ごとき殻に覆われた外皮と巨大な針を持つ尻尾しつぽ。アーシェがポイズンガーと命名した創造獣フアミリアだ。

　アーシェはフィーナの手を引き、ナイトに跨またがると、

「今度は、アーシェの仲間も加勢してあげる。シオン、もうちょっとだけ頑張って？」

「その必要もないと思うが、アーシェが言うなら喜んで力を借りるとしよう。……では行くぞ、〈猛毒を孕みし蠍虎ポイズンガー〉！」

「勝手にアーシェの創造獣に変な名前付けないで」

　アーシェの言葉を華か麗れいにスルーし、シオンとポイズンガーは敵陣に突っ込んでいく。

　だが、どれほど倒せどもコボルトの数が一向に減る気配はない。どうやら、『ブラックロータス』は相当な戦力をこの世界に送り込んでいるらしい。フィーナの父親が言っていた、世界を救うための旅というのも、あながち誇張でもなさそうだ。

　しかし、フィーナたちはかつて、エルヴィさえも打ち破ったことがあるのだ。たかがコボルトなど、束でかかってこようが烏う合ごうの衆に過ぎない。

　アーシェは、危機感などまるでないのほほんとした口調で、

「シオン、すごいね。あれだけのコボルトを相手にしてるのに、全然疲れてないみたい。やっぱり、戦い慣れてるのかな」

「……そ、そうですね」

　ふと、アーシェに言葉を返すフィーナに、識は違和感を覚えた。

　どうしてかよく分からないが……フィーナは焦ったように、冷や汗を流しているのだ。

「す、すみません識しきさまっ！　お願いがあるんですけど、今から何があっても怒らないって約束してくれませんか!?」

「……んん？　なんで俺がお前を怒らなきゃいけないんだ？」

「そ、その、実は今、とっても危ない状況なんですよ！　だから、識さまに愛あい想そ尽かされちゃうかなって！」

「そんなことないだろ。ほら、シオンなら余裕で無む双そうしてるしな。……数が多いだけで、これなら片づけてくれるだろ。ありがとな、みんな」

「はうっ！　そ、そんな優しい目で見ないでください！　心が、心が痛いです！」

「……ほんとにどうしたんだ？　ちょっと変だぞ？」

「い、いやその、そろそろ無理っていうか、もう時間がないっていうか……！」

　必死で弁明するように、フィーナはあわあわとする。

　その直後だった。

「フィーナ」

　遠くから聞こえるシオンの声に、識は首を動かし、「は？」という間抜けな声を零こぼした。

　鮭さけだった。

　シオンの手に、たった今水揚げされましたと言わんばかりの、新鮮な鮭が握られていた。












　びちびちと元気いっぱいに動く、仄ほのかに磯の香りが漂う鮭さけ。これはシオンなりの高度な一発ギャグなのかな、と識しきは首を傾かしげる。が、シオンは苦い表情で、

「フィーナ、説明してくれ。『純白の翼剣ローエングリン』が消えて、代わりにこの魚が現れたぞ。どういうことなんだ、これは」

「え、えっと……すみません、シオンさん！　わたしの〈リンキング・センス〉なんですけど、五分しか持たないんです！」

「……はあっ!?」

　衝撃の言葉に、思わず識が叫ぶ。

「エルヴィと戦った後、〈リンキング・センス〉の練習したんですけど、特異感覚エクストラセンスを対象に取るのって難しくて……時間が経たつと、不具合エラーが起きちゃうんです」

「ほんとだ。ポイズンガー、アーシェの世界に帰っちゃったみたい。……でも、確か鮭って北海道の名産品だよね。もしかしてフィーナ、わざとやってる？」

　淡々と口にするアーシェに、フィーナはぶんぶんと首を横に振りながら、

「め、滅めつ相そうもないです！　まさかこんなに時間がかかるって思わなかったから、黙ってただけで……！」

「けど、フィーナはエルヴィのとき、ちゃんと〈リンキング・センス〉使えたよね？　そのおかげで、アーシェとシオンは半日くらいシキと喧けん嘩かしたんだし」

「あの時は、わたしが術式に介入出来ないって不具合のおかげで、あんなに持ってたんです。つまり……奇跡の産物、ってやつですかね」

　女神ってたまたまで奇跡起こすもんなのかよ、と愕がく然ぜんとしながら思う識。

　フィーナは慌てたように、

「し、シオンさん！　何とかそれで頑張ってくれませんか!?」

「……………………。いや、無理だな」

「今ちょっと考えてくれましたよね!?　お願いします、そこを何とか……！」

「フィーナには悪いが、諦めてくれ。何が悲しくて魚類で戦わなければならないんだ。むしろその時点で敗北だろう、騎士的な意味で」

「でも、この前ボディブレードでミノタウロスと戦ってたじゃないですか！」

「あれは立派な武器だろう。名前にブレードが付いてるからな」

　識は、ぎぎぎ、と音がしそうなほどぎこちなくコボルトたちに視線を移す。

　突然攻撃を止やめたシオンを、コボルトたちは呆あつ気けに取られたように眺め……突如、その顔に口元が裂けるような笑みが浮かぶ。

　形勢逆転──コボルトたちは、逆襲を決意したかのように雄たけびを上げて、フィーナたちに襲いかかる！

　コボルトの猛攻をかわすべく、ナイトが飛び跳ねる。一体や二体ならまだしも、一〇〇にも届きそうなコボルトたちの前では、ナイトも逃げることしか出来ないようだ。

「うわ、わわわっ……！」

　その中で、フィーナは振り落とされないように、必死にナイトにしがみついていた。

　つい先程、識しきはフィーナのことが確かに女神に見えたのだ。それほど頼もしく見えたのに、今は泣きそうな表情で縮こまっている。

　そんな彼女を呆ぼう然ぜんと眺めながら、識は改めて思い知らされる。

　たとえ成長しようが……フィーナは、やっぱりフィーナだった。

　となれば、この後の展開など簡単に想像出来る。

　結局、識はフィーナたちの代わりに魔物と戦うことになるのだ。この旅行の間、識は世界で一番嫌いな異世界に付き合わされることになる。

　かつて〈ヴィルドラム〉で英雄として生きていた、あの頃のように。

　その事実に、識はおもむろに顔を伏せ……。

「──ふふ、へへははは……！」

　やがて識がもらすのは、まるで何かを悟ったような乾いた笑い声──次の瞬間。

　爆はぜたように、識が疾しつ走そうする。

　常人を超えた速度で、フィーナに襲い掛かろうとしたコボルトと距離を詰め、その腹部に強烈な蹴りをぶち込む。

　悲鳴を上げる暇すらなく、コボルトは吹っ飛び光の粒となった。

　一瞬で狂騒が止やみ、音という音が消えた。

　フィーナたちも、コボルトたちも、あまりのことに言葉を失い──その中心で、識は魔物にも負けないほどの、凶暴な笑みを浮かべていた。

　その静寂のなか、先に口を開いたのは、引きつった顔をするフィーナだ。

「し、識さま……？　も、もしかして、怒ってます？」

「いーや、そんなことねえよ。お前が残念女神ってのは知ってたし、俺のために戦ってくれるっていう気持ちも嬉うれしかったしな。……ただ、覚悟を決めただけだ」

　識は、依然として口の端をつりあげながら。

「どうやら、俺は異世界ってやつにとことん愛されてるらしい。どれだけ目を瞑つぶって耳を塞いでも、しぶとく俺に付きまとってくるんだからな。……だから、だ。この旅行は試練だと思うことにした。俺が平穏な日常に戻れるか否か、試されてるってな」

　この旅行の間、魔物はこの世界の人間を殺さつ戮りくすべく、識たちの前に現れるだろう。その度に識はあの忌いま々いましい過去を思い出し、心の古傷を抉えぐられるのだと思う。

　だがそれでも、抱いた理想は決して手離しはしない。

　誰の命も背負うことのない世界に帰りたい──その一心で、識は〈ヴィルドラム〉で生き延びてきたのだから。

「こいつらから逃げるのはもう止やめだ。真正面からこの化け物たちをぶっ潰して、何が何でも平穏な日常を過ごしてやる。……俺の青春を邪魔する連中に容赦はしねえ」

　アーシェが、シオンが、そしてフィーナが。驚いたように、識しきを見つめた。

　鋼はがねの如ごとき決意を以もつて、識はたじろぐコボルト共を睨にらみつける。

「上等じゃねえか、異世界ファンタジー。……かかって来いよ」

　この旅行は、きっと特別なものになる。

　数日前に抱いたその予感は、奇くしくも識が思い描いたものとは全く別の形で、現実になろうとしていた。
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　コボルトと大乱闘を繰り広げた後の温泉は、なかなかに気持ちが良かった。

　識は脱衣場で着替えを始め、ふと携帯電話に着信があったことに気づく。

　相手の名前は、宗そう侍じ──識にとって唯一と言っても過か言ごんではない、男友達だ。

「もしもし、どうした？」

『ああ、識。ちょっと今いいか？　お前に話があるんだけど』

　電話越しに宗侍の声を聞きながら、識は顔をしかめる。

『お前、峰みね田たって覚えてるか？　この前一緒にカラオケ行った奴やつなんだけど、今度そいつの家に泊まることになったんだ。んで、お前もどうかなって思ってな』

「……へー、そうか」

　思わず、識の笑顔が引きつる。

　友人からの誘いなのだ、識が行きたくないはずはない……が。

「魅力的な提案だけど、悪いが無理だ。今、フィーナたちと北海道にいるんだよ」

『はあっ!?　……すげえな。お前、俺が思った以上にバイタリティあるのな』

「ちなみに、宗侍たちは何をするつもりだったんだ？」

『全然大したことじゃねえよ。適当に店を冷やかして、ちょっと遠いとこで旨うまいもん食って、それで峰田ん家ちで一晩中だらだらとゲームするだけだ。自分で言うのもなんだけど、非生産的でしょーもない休日だよ』

　識は心の中で思いっきり叫ぶ。宗侍はしょーもないと言うが、自分が過ごしたかったのはそんな穏やかな休日だったのだ。休む暇なく空港に急行したり、魔物とドンパチする連休などではない。

『けど、正直驚いた。お前、フィーナたちと旅行に行ったりするんだな』

「……そんなに意外か？」

『まあな。……だってお前、学校じゃフィーナたちに素そっ気けなかったからな。旅行に行くってことは、あいつらのこと嫌いじゃないんだろ？　もしかして連休明けには、見違えるくらいフィーナたちと仲良くなってたりしてな』

　その言葉は、きっと宗そう侍じは何気なく口にしたはずである。

　しかし、識しきは咄とつ嗟さに言葉を返すことが出来なかった。

　連休が明けたら、フィーナたちと仲良くなっている……むしろ逆だ、と識は心の中で宗侍の言葉を否定する。

　そもそも、何な故ぜ識が旅行を計画したかといえば──フィーナたちに、もう異世界に関わりたくないと、真剣に話し合うためなのだから。

『──おい、聞いてんのかよ』

　その声に、識ははっと我に返る。

「あ、ああ、すまん。何の話だ？」

『だから、土産みやげの話。俺、出来れば木刀がいいんだけど。柄つかに洞とう爺や湖こって書いてあるやつ』

「……多分無理だと思うけど、覚えとく」

『まあ、もし駄目だったらせめて話くらいは聞かせてくれ。フィーナたちとの旅行なら、話題には事欠かないだろうしな』

　その言葉を最後に、宗侍は電話を切った。

　今回の旅行において、識が果たすべきことははっきりとしている。

　一つは、この世界に転移する魔物共を撃退すること。

　もう一つは、フィーナたちに旅行を楽しんでもらった後に、自分の本心を伝えること。

　その二つを終えて、やっと識は英雄という過去を捨てることが出来るのだ。
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「──んぅっ……！　あっ、ひぁっ……だ、だめだ、そこは気持ち良すぎ……ひあっ！」

　旅館の一室に、シオンのとろけたような声が響いていた。

　どれだけ快感を覚えているのか、シオンは耐えきれないように息を弾ませ、目はとろんとしている。その劣情を抱かせるほどの身体からだつきも相まって、この場に異性がいたならば間違いなく理性など消し、

「……ねえ、もしかしてシオンって、くすぐりに弱い人？」

　革張りのマッサージチェアに身体を委ねたアーシェが、ぽつりと言った。

　先に温泉から上がったフィーナたちは、この休憩室で識を待っていた。どう見ても異国人であるフィーナたちが、浴衣姿でマッサージチェアに座っている光景は妙にシュールで、もし他のお客さんがいたら呆あつ気けに取られていただろう。

「んっ……そうかも、な。自分でも驚くくらいだよ。それに、最近はあまり睡眠が取れていなかったし、身体からだが疲れてたのかもしれないな」

「シオン、そんなに夜遅くまで起きてるの？」

「ああ、何しろ私以外のギルドメンバーは社会人が中心だからな。ここ数日は期間限定クエストもあったし、彼らの活動時間に合わせてログインを──」

「……ギルドメンバー？　期間限定クエスト？」

「…………あっ。い、いや、何でもないんだ！　それよりフィーナ、さっきの湯は本当に気持ちが良かったな！　まるで肌が卵みたいにすべすべじゃないか！」

「……ありがとうございます」

　ほとんど上の空でフィーナは言葉を返す。その反応に、シオンは心配そうに、

「……フィーナ、さっきのことはあまり気にしなくても良いいと思うぞ？」

　それまで陰りのある表情をしていたフィーナが、シオンの声に顔を上げる。

「私は神域魔術アイテールについて疎うといから良く分からないが、フィーナが失敗するほどだ。相当難しい魔術なんだろう。それに、魚でコボルトを倒せなかった私にも非はある。フィーナの言う通り、真の英雄とは武器を選ばないものかもしれないな……」

「い、いえ、それに関してはごめんなさいとしか言えないんですけど……。ただ、識しきさまの力になれないのが情けなくって」

「……一つ、フィーナに聞いてもいい？」

　アーシェが不思議そうにフィーナを見つめながら。

「フィーナは、シキが異世界嫌いだから戦って欲しくなかったんだよね？　……でも、それって矛盾してるって思うんだ」

「……矛盾、ですか？」

「アーシェたちがこの世界に残ってる目的って、シキを異世界に連れて行くためだよね？　だったらアーシェたちからすれば、むしろシキにはたくさん魔物と戦って欲しいはずだよ。だって、少しでもシキが異世界を受け入れてくれないと、困るのはフィーナの方だもん」

「……確かに、そう考えるとあの時のフィーナの言葉はおかしいな」

「……そ、そうですかにゃー？」

「動揺しすぎて語尾が変になってるけど……」

　シオンとアーシェから目を逸そらし、嫌な汗を流すフィーナ。

　アーシェの言葉はもっともだ。本気で識と異世界で暮らしたいのならば、代わりに戦う、なんて気遣いはすべきではなかったのだろう。

　けれど、アーシェは根本的に勘違いをしている。

　何な故ぜなら──フィーナはとっくに、識が神しん霊れい代行になる件を諦めているのだから。

　無論、識が神霊代行になってくれるならそれが一番良い。けれど、識はあの通り異世界が大嫌いで、そして平和なこの世界を心から愛していた。

　故ゆえに、出来るなら識しきのことはこのままそっとしておいてあげたかった。神しん霊れい代行は神界にいる誰かがなればいいだけで、識には何ど処こにでもいる少年としてこのまま生きて欲しかった。だからこそ、異世界には行かねーよと言い張る識にも、にこにこと笑うことが出来た。

　……もっとも、その本心を識に告げることは出来ないのだけれど。

　もし、異世界に連れて行くことを諦めた、などと言おうものなら、識はこう答えるに決まっていた──じゃあ、どうしてお前は〈ラグナロク〉に帰らないんだ、と。

　それだけは絶対に嫌だった。

　たとえ自分が女神だろうと、フィーナはもう少しだけでも、識の傍そばにいたかった。

　だって、識はへっぽこ女神である自分のことを信じてくれた、唯一の男の子だから。

　エルヴィを前に何も出来なかった自分に、識は手を差し伸べてくれたのだ。ろくに魔術が使えず、その情けなさに涙がこらえきれなかった自分に、識は背中を押してくれた。そのことにどれだけ救われたかなんて、きっと識にだって分からない。

　だから──もう識に会えなくなるなんて、絶対に嫌なのだ。

　それに、もしフィーナが異世界に帰ってしまったら……。

「それにしても、識の異世界アレルギーは今日も絶好調だったな。……これは、私たちも気合を入れて識を篭ろう絡らくしなければならないな」

「……そうだね。フィーナとシオンに取られちゃう前に、シキをアーシェなしじゃ生きられない身体からだにしないと」

　これである。

　掛け値なしに、フィーナはこの二人を魅力的な女の子だと思う。シオンは凛り々りしくてえっちな身体をしているし、アーシェは可愛かわいいうえに献身的だ。

　世界の存亡がかかっている以上、識が異世界に行ってしまうのは仕方ない。

　けれど、もし識が陥かん落らくして、二人のどちらかに夢中になってしまったら──。

「そ、それはどうですかね!?　何ていうか、根本的な解決になってないんじゃないかなー、とか思うんですけど!?」

　咄とつ嗟さに、フィーナは慌てたように、

「ほら、識さまって異世界が大っ嫌いじゃないですか!?　だったら、まずはその原因を何とかしないと、ずっとこのままっていうか……！」

「……フィーナ。君は、なかなか鋭いことを言うな」

　ふむ、とシオンは頷うなずき、

「私も、識が異世界嫌いを克服出来るならそれが一番良いいとは思うんだが……正直、手の付けようがないんだ。識は、魔物と戦いたくない、としか言わないからな」

「……考えてみたら、ちょっとおかしいよね」

　何気なさそうに呟つぶやいたのは、アーシェ。

「だって、シキってすっごく強いでしょ？　なのに、何であんなに異世界が嫌いなのかな。シキが魔物に負けるところなんて、アーシェには想像出来ないけど」

「しかし、識しきだって初めから強かったわけでもないだろう。魔物に苦戦することだってあっただろうし、世界を救う責任の重さだって相当なものだと思うぞ。……もっとも、私の想像に過ぎないがな。どれだけ私が聞こうと、識は昔のことを話したがらないんだから」

「そういえば、アーシェもよく知らない。識って、いつも異世界に行きたくないの一点張りだもん。……今度、自白剤とか飲ませてみよっかな」

　さらっと法に触れそうなことを口走るアーシェの隣で、フィーナは思考するように沈黙している。

　かつて、フィーナは識の口から、英雄だった頃のことを聞いたことがある。

　世界を救ったことを後悔しているわけじゃないが、英雄になんてなりたくなかった。

　けれど、フィーナが知っているのはそれくらいだ。〈ヴィルドラム〉という世界で識が何を見て、何を聞き、何を思ったのか。どんな夜を過ごしてどんな朝を迎えたのか。フィーナは全く分からない。

　ただ、誰にも言えないくらいつらかったんだろうな、と思うことしか出来ない。

　上う手まく言葉には出来ないが……識のことを何も知らないことが、無性に寂しかった。

　だから、なのだろう。

　マッサージチェアに全身をほぐされながら、ふとフィーナは思う。

　もし識さまに、英雄だった頃のことを教えてくださいと言ったら──あの人は、怒るだろうか。





第二章　Ｑ．もしかして、しーさいど・あばんちゅーるですか？







　花の四連休、二日目。その早朝。

　幸いというか何というか、幼おさな馴な染じみ同士という茶番を繰り広げることなく、識しきはフィーナによって至って普通に起こされた。

「識さま、おはようございますっ！」

　ドアを開けると、真っ先に目に映ったのは朗らかな笑みを浮かべるフィーナ。

　対して、識はだらしないくらい眠そうに、

「…………おぅ。もう飯の時間か？　北海道って朝飯が早いんだな……」

「違いますよ～。パパから次の指令が届いたので、識さまに伝えておこうかなって」

　そう言うと、フィーナはやけに上機嫌に手にした一枚の紙きれを差し出す。

　そこには、達筆でこう書かれていた。

　──日が沈むまでに、沖縄に到着せよ。

「……沖縄って真逆じゃねえかっ！　どんな嫌がらせだよあの野郎！」

　眠気など一瞬で吹き飛んだ。

　北の大地に急行したと思ったら、今度は南の島である。わざととしか思えないほど悪意のあるチョイスに識が顔をしかめたときだ。

「じゃあ、識さまは準備をしてもらえますか？　わたしはシオンさんとアーシェさんを起こしに行きますので、その後で沖縄に直行しましょう！　……識さま、せっかくの旅行なんですから、思いっきり楽しみましょうね」

「……どういうことだ、それ」

「決まってるじゃないですか！」

　フィーナは咲き溢こぼれんばかりの笑顔で、大きく手を広げる。

「沖縄っていったら──やっぱり、海ですよっ！」





　　◇






　この地に来るまで識は知らなかったが、沖縄は春にはもう海開きを行っているらしい。

　そう実感出来るくらいには、海には海水浴を楽しんでいる人たちがいた。

　魔物を討とう伐ばつする前に、みんなで海で遊びましょう──そのフィーナの主張に異議を挟む者は、誰もいなかった。魔物が転移するのは日没らしいし、倒した後では時間にゆとりはない。そのため、昼間いっぱいは海水浴をすることにしたのだ。

　そして、アロハシャツ姿の識しきは、砂浜で膝ひざを抱えて海岸線を眺めている。

　識は今、サングラスを掛けているが、これははしゃいでいるわけではない。

　緊張しているのがフィーナたちにバレないよう、誤ご魔ま化かしているのである。

「………………本当に海に来てるんだなあ、俺」

　女の子たちと共に海水浴。侘わびしい学園生活を過ごす識にとって、その言葉の響きにどれだけ憧れていたかなど言うに及ばない。

　だからこそ識は、決して浮かれるべからず、と己を戒いましめていた。

　何せ、識は干物並みにしょっぱい学園生活を送って来た男だ。その負のエネルギーたるや今にも破裂しそうなほどで、一度解放しようものならきっとフィーナたちを引っ張り回してしまうだろう。

　それだけは絶対に避けなければならない。

　この旅行は、フィーナたちに楽しんでもらうことを第一義としているのだから。




　絶対に羽目は外さない。そんな覚悟と共に、識は着替え終わるフィーナたちを待ちながら視線を移し……顔をしかめる。

　サングラス越しに遠くに見えるのは、フィーナたちの姿。

　問題は、彼女たちにしつこそうに声をかけている一人の青年である。

　明らかにナンパだった。

　識は溜ため息いきをつくと、腰を上げる。ナンパの撃退法など知らないが、どうしたものか──などと考えていたが、そんな心配は杞き憂ゆうに終わった。

　突然、シオンが男の腕を捻ねじりあげたからである。

「いだだだだだっ！」

「ちょ、おいおいおいっ！」

　男の悲鳴と共に、識は駆け出す。

　シオンは識に気づくと、けろっとした表情で、

「やあ、識。時間がかかってすまないな。待たせてしまったか？」

「まずはこの人の心配の方が先だろが！　だ、大丈夫ですか!?」

「いだいいだいだいすんませんほんとすんません！　調子乗ってました謝るんで許してくださいっ！」

　ぱっ、とシオンが手を離した途端に、男は捨て台詞ぜりふすら言わずに逃げ出す。一度だけシオンに振り返ったその目は、まるで通り魔に遭遇したかのように怯おびえていた。

「お前なあ、いきなり手を出すなって。ナンパだからってやりすぎだろ」

「でも、今のはさっきの人が悪い」

　素そっ気けなく口にしたのは、ぼーっと海を眺めるアーシェ。

「あの人、綺き麗れいな髪だねって言いながら、いきなりフィーナに触ろうとするんだもん。シオンに制裁されても、文句言えないと思う」

「わたしも、ちょっとだけびっくりしました。……ありがとうございます、シオンさん。けど、暴力は良くないですよ？」

「安心しろ、傷にならない方法は心得ている」

　そういうことじゃねーよ……と、識しきがげんなりしたときだ。

　恥じらいながら、識の顔を覗のぞき込こむようにフィーナは尋ねる。

「そ、それで、識さま。……どう、ですか？」

「………………」

　ついにその質問が来たか、と戦せん慄りつさえした識に、シオンが、

「識、私はそのアクセサリーに詳しくないが、それでは私たちの姿がよく見えないんじゃないか？　……外してくれ」

「…………おう」

　観念したように識はサングラスを外し──そのまま、言葉を失った。

　それほど、フィーナたちの水着姿は、鮮烈に識の瞳に焼きついた。

　純真さを体現するように、真っ白な水着を着たフィーナ。

　こちらが羞しゆう恥ちしてしまうほど、挑発的なストラップレスビキニを着けたシオン。

　長耳を隠かくす麦わら帽子と、フリルのついた可愛かわいらしい水着を選んだアーシェ。

　綺麗な海が霞かすんでしまうほど可か憐れんな少女たちが、そこにいた。

　フィーナたちの刺激的な姿は、過去に見たことがあるはずだ。それなのに、今までにないくらい識の心臓は高鳴っていて──さっと、識はサングラスを掛け直した。

　もし数秒でも遅ければ、間違いなく識の青春メーターは振り切っていただろう。

「あー、うん。みんなめっちゃ可愛いな。ほんと海に来て良かったわ。いやあ、沖縄ってやっぱ良いいなあ」

「……なんですか、その感情がちっとも込もってない褒ほめ言葉」

　じとーっと見つめるフィーナから、識はサングラスの下で必死に目を逸そらす。

　まずい。これはまずい。いや本当にまずい。マジでまずいって。冗談抜きでまずすぎる──そんな言葉しか出てこないくらい、フィーナたちの水着の破壊力は凄すさまじかった。

　何かもう、エロいとかエロくないとかそういう次元じゃない。たとえフィーナたちが全裸だろうとここまで興奮していない。砂浜と美少女たちの水着、というシチュエーションが問題なのだ。そもそも欲情しているわけじゃなくて、胸の奥にある少年心みたいなのがぎゅんぎゅん刺激されていてどうにかなってしまいそうなのである。

「それより、アーシェはシキが服を着てることの方が気になるけど。……美肌ケア？」

「……そもそも俺は美肌じゃねえってツッコみはさておいてだ。そうじゃなくて、俺は泳ぐつもりないんだよ」

「……はい？」

　一斉に、フィーナたちの頭上に疑問符が浮かんだ。

「……ついに、ぼっちを拗こじらせて頭がおかしくなったのか？」

「シオン、お前よく息を吐くようにそんな酷ひどい言葉言えるな」

　識しきは動揺した頭を鎮しずめるために、一息つき、

「今回の旅行はフィーナたちのために計画したんだ。だから、俺は出来るだけ自じ粛しゆくしようと思ってな。俺の場合、テンションが上がり過ぎて空から回まわりするの目に見えてるから。……だから、思う存分楽しんでくれ。俺も少しは付き合うから」

　その一言に、フィーナたちは三人揃そろって顔を見合わせ──しかし、それも一瞬。

　突如、肉食獣の如ごとく識に襲い掛かった。

「ちょ、うおおっ！」

　識を砂浜に押し倒し服を奪おうとする少女たち。識は悲鳴のように、

「なんだ、追い剝はぎかお前ら!?　おい止やめろって、無理に脱がそうとすんじゃねえよ！」

「だってつれないじゃないですかっ！　せっかくここまで来たんですよ！　なのに泳がないなんて、海を馬鹿にしてるんですか!?」

「アーシェ、識の口の中に何か詰めろ！　叫ばれたら邪魔が入るぞ！」

「なんでシオンはそんなに手慣れてんの!?　おいアーシェ、何で下着に手をかけてんだ。泳ぐだけならそこまでする必要ないだろ……！」

「そんなこと言って、本当は濡ぬれてるでしょ？」

「あーはいはい濡れてるよ！　汗でぐっしょりだよ！　今まさに全裸にされそうになってるんだからなっ！」

「無理やりが嫌だったら、水着になるって約束してください！　そうしないと本気出しちゃいますよ！」

「ぐっ……！」

　識は、ヤケクソになったように叫ぶ。

「分かったよ、着替えるよ！　だから手を離してくれ！」

「……最初から、そう言えばいいんだ」

　シオンの言葉をきっかけに、少女たちがぱっと手を離す。識はよろよろと身を起こし、

「けど、海に入るって約束したわけじゃないからな……。一人で肌を焼いてても、文句言うなよ……」

「……シキ、往おう生じよう際ぎわが悪いね」

　息も絶え絶えに立ち去る識の背後から、呆あきれたようなアーシェの声がした。

　……数分後。

　その光景に、フィーナは「わあー……」と驚嘆の声を出し、シオンは無言で目を丸くし、アーシェは「おー」と間延びした声をもらした。

　少なくともそれくらいには、識しきの肉体は引き締まっていた。

「……な、何だよ。なにじろじろ見てんだよ。いいだろ、海なんだから。半裸になるなんてむしろ自然だろ」

「識さまってば、わたしたちより恥ずかしがってますね」

　くすくすと笑うフィーナに、海パン＆サングラスの識は居心地悪そうにそっぽを向く。

　正直に言えば、顔見知りの女の子たちに素肌を晒さらすなんてかなり照れくさい……のだが、不思議とその恥ずかしさが、身体からだがこそばゆくなるほど嬉うれしかったりもする。

　妙に落ち着かない識に、シオンが、

「……識は、綺き麗れいな身体をしてるんだな」

「なっ……！　お、お前、急に変なこと言うなよ！　言っとくけど、俺はちょっと褒ほめられたからって簡単に落ちるようなちょろい男じゃねえからな！」

「いや、そういうつもりはないんだが……けど、そうか。識は身体を褒められるのに弱いのか」

「へえ、そうなんだ。……今度、試してみよっかな」

「何をだ？　アーシェ、お前は俺に何を試すつもりなんだ？」

　満足げな表情を浮かべるシオンに、帽子に隠かくれた耳をぴこぴこと動かすアーシェ。

　ふと、そんな二人を横目に、フィーナが話を逸そらすように、

「そ、それより識さまっ、準備出来たなら早速行きましょうよ！」

「……いや、止やめとけって。俺はフィーナたちが楽しんでくれれば、本当にそれで十分なんだ。それより、食事の買い出しとか、休憩場所の確保とか──」

「もうっ、まだそんなこと言ってるんですか？」

　フィーナは、識を上目遣いに見つめながら、

「わたしたちに楽しんで欲しいなら、やっぱり識さまが必要です。少なくともわたしは、識さまに楽しんで欲しいですから。……だって、せっかくの旅行なんですから」

「うっ……」

「だから、まずはサングラスを取ってください」

「……水着の感想なら、さっき言った」

「あんなのノーカンです」

　そう不満そうにフィーナは口にして……少しだけだ、と識は自分に言い聞かせ、サングラスを外す。

　鮮やかに目に映るのは、先程と全く変わらない、可愛かわいらしいフィーナたちの姿。

　そして、フィーナは再び同じ問いを投げかける。

「……識しきさま、どうですか？」

「ねえ、シキ。フィーナは、アーシェたちの水着の感想を聞いてるんだよ？　……焦じらさないで、答えて？」

　いつもの識であれば、ここで憎まれ口の一つでも叩たたいていたかもしれない。

　しかし、識は気恥ずかしさを押し殺し、小さく口にした。

「……可愛かわいいよ。フィーナも、シオンも、アーシェも。みんな可愛い」

「……えへへ、ありがとうございます」

　嬉うれしそうにはにかむフィーナを眺めながら、識はぼんやりと思う。

　青い海、白い砂浜、そして水着姿の女の子たち。

　自分は今間違いなく、夢にまで見た光景のど真ん中にいる。

　それは、識にとって歓喜に震えるほどの現実で……フィーナが、微笑ほほえみながら言った。

「どうですか。……青春っぽくありませんか？」

　その言葉を聞いた直後、識の中で何かが振り切れた音がした。

　この瞬間、きっと識はちょっとおかしくなってしまったのだろう。何を思ったのか、突然手にしたサングラスを砂浜に思いっきり叩きつけ、

　識は目の前にいたフィーナを抱き上げた。

「え──ちょ、し、識さまっ!?」

　お姫様抱っこをされ、これ以上ないくらい慌てるフィーナ。そんな彼女を抱えたまま、識は海へと駆け出し──そのまま、フィーナと一緒に海に飛び込んだ。

　ざばん、と大きな水しぶきが一つ。

　識は水面から顔を出し、何ど処こまでも澄み渡る沖縄の空に叫ぶ。

「青春ラブコメっ、最高──────────っ！」

「……っ！　も、もうっ！　いきなり何するんですかっ！」

　ばしゃり、と頰に当たる心地よい海水の感触。

　見れば、顔を林りん檎ごのように真っ赤にしたフィーナが、水をかけていた。

　不敵に笑い、識もここぞとばかりに応戦する。

「よっしゃあ、やってやろうじゃねえか！」

「きゃあっ！　冷たいですよ、識さま！」

　弾んだ声を上げながら、フィーナは識から逃げる。

　目の前にいる少女が、平凡な女の子でないことは識だって承知のうえだ。フィーナは大嫌いな異世界の住人で、識の理想からかけ離れた少女。

　しかし、もしそうだとしても。

　あふれんばかりのフィーナの笑顔は、どこまでも素敵だった。

「識のやつ、今までにないくらいはしゃいでるな……。まあ、嫌いじゃないがな。じゃあ行くか、アーシェ」

「……しょうがないなあ」

　ふと、浜辺から聞こえてきた声に視線を動かし──その一瞬が、識しきには時間が静止したようにさえ見えた。

　こちらに飛び込んでくるのは、毅き然ぜんとした笑みを浮かべるシオンと、無表情のアーシェ。

　その瞬間、識はぽつりと胸の内で呟つぶやいた。

　──沖縄に行けって言ったあのクソジジイには、感謝してもいいかもな。




　海といえば旅行の定番ではあるが、行ったら行ったで結構暇なものである。

　生あい憎にく、識たちが来た海にはジェットスキーやシュノーケリングを体験出来るようなアクティビティはない。となれば、友達の水着を鑑賞して海に潜ったならメインイベントは消化したようなもので、その後は意外とやることがなくて困ってしまうものだ。

　けれど、識にとっては時間などどれだけあっても足りないらしい。

　それも、海に来てからの数時間が、あっという間に感じてしまうほどに。

「……識さま、飛ばし過ぎですよ……。流石さすがに疲れちゃいました……」

　ビーチチェアでぐったりとしているフィーナが、くたびれたように口にした。が、フィーナはまだマシな方だろう。隣のアーシェはといえば、浮き輪に顔を埋うずめたまま微び動どうだにしない。

　もっとも、シオンはまだ体力が残っているらしく、今は飲み物を買いに行っている。本当は識が代わってあげたかったが、女の子だけにするとまたナンパされかねない。

「……はい、やり過ぎました。大変申し訳ございません……」

　フィーナとアーシェに背を向けて、識は膝ひざを抱える。

　自制というタガが一度外れればどうなるか、分かっていたはずなのだ。

　海に飛び込んだ後、まるで今までの学園生活をチャラにするかのように、あっちへこっちへとフィーナたちを付き合わせてしまい……そして、このザマである。

「なんか、ごめんな。フィーナたちのための旅行なのに、俺が一番はしゃいでたら世話ないよな……」

「……じゃあ、もう帰りましょっか。この後のために、体力も温存しなきゃいけませんし」

「なっ！　それは……!?」

　慌てたように識は振り返り、しかし、そのままきょとんとする。

　フィーナが、識を見てくすくす笑っていたからだ。

「お前、俺をからかったのか!?」

「識さまには、いつもへっぽこって言われてますから。その仕返しです」

　ぐぬぬ……とばかりに見つめる識に、フィーナが、

「わたしは、ここに来て良かったって思ってますよ。だって、わたしがやりかったことを全部、識しきさまが叶かなえてくれるんですから」

「…………アーシェも、楽しいよー……」

　かろうじて口にしたアーシェに、フィーナは無邪気な笑みを浮かべて、

「識さまは、どうですか？　……楽しくありませんか？」

「……決まってるだろ、そんなの」

　フィーナから逃げるように、透き通る海に視線を移す。

　気恥ずかしくって、フィーナの顔など見れなかった。

「すっげえ楽しいよ。今までの人生が噓うそみたいに、楽しくて仕方ない」

「そうですよね。だって、識さまって三度の飯より青春が好きな人ですもん」

「その言い方はちょっと引っかかるが……まあ、そうだな。海ってこんな楽しい場所だったっけ、って思うくらいには満喫してる」

　識は、緩ゆるんでしまう頰を戻そうともしないまま、

「クマノミ、って名前だったか？　あの魚を見つけた時なんかアーシェが淡々と解説して、そしたらアーシェの知らない魚探すためにみんなで海に潜ったりさ」

「…………結局、アーシェの全勝だったー……」

「ああ、そうだったな。あと砂の城作る時だって、この年になってマジになるなんて思わなかった。シオンがやけに真剣だと思ったらその城がコーネリア城そっくりでさ、俺らまで張り切って作ったんだよな。それに、俺がスイカ割りしようって言い出したときも、そんなもん都合よく売ってないからって、フィーナがスイカ持ってる他の人たちに直じか談だん判ぱんして、それを俺が無理やり引きはがして……──」

　不意に、それまで楽し気に語っていた識が沈黙する。

　急に真顔になった識に、フィーナが不安そうに、

「……どうしたんですか、識さま？」

「いや、何でもない。俺も遊び疲れてるのかもな。……そういえば、シオンのやつ遅いな。ちょっと様子見てくるよ」

「えっ……？　わ、分かりました。じゃあ、わたしも一緒に──」

「いや、フィーナは残ってくれ。アーシェを一人きりにさせる訳にはいかないだろ」

「……それも、そうですね。じゃあ、すぐに帰って来てくださいね。そしたら、また識さまに付き合いますから！」

　フィーナに軽く手を振ってから、識はシオンを探しに歩き出す。きっと、突然の言葉にフィーナは驚いたことだろう。

　しかし、戸惑っているのは識も同じだ。

　どうして自分は──フィーナたちのことを笑顔で語っているのか、と。

　識しきがこんなにも心を弾ませているのは、フィーナの言う「青春っぽいこと」を堪たん能のうしているからだ。文化祭でバンドをするのも然しかり、クリスマスを恋人と過ごすのも然り。重要なのはその状況であって、相手が誰かというのはこの際置いておいてもいい事柄だ。

　それなのに識が思い出すのは、楽し気なフィーナたちの姿ばかり。そんな情景ばかりが心に残って、しかしそれがとても心地よい。

　それは何な故ぜか。

　答えは──相手がフィーナたちだからこそ、ではないか……？

「アホか。何考えてるんだよ、俺は」

　苛いら立だたし気に、識はばりばりと頭をかく。フィーナたちに好意を寄せていることは、認めよう。エルヴィとの件で自覚している。

　だが、今更どうしろというのだ。

　識が望んでいるのは、何ど処こにでも転がってるような平凡な生活なのだ。しかし、識と彼女たちの間にある異世界という大きな壁が、それを許してはくれない。

　フィーナが女神で、シオンが女騎士で、アーシェがエルフとしてこの地にいる限り、識は元英雄という過去を捨てることは出来ないのだから。

「……まあ、楽しかったってのは、間違いないけどさ」

　遣やる瀬せ無ないように呟つぶやいて周囲を見渡すと、一人の少女の姿を見つける。

　トロピカルな飲み物を手にしたシオンだ。

「おーい、シオン。どうした──」

　そこで、はたと識は気づく。……またもやというか、何というか。

　シオンがつんとした表情で、見知らぬ青年と言葉を交わしていた。

　直後、識の脳のう裏りに浮かぶのは、シオンによって芸術的な角度で腕を捻ねじられる男性の姿。

「っと、やべえ……！」

　このままじゃ、新たな犠ぎ牲せい者が生まれる──そう思うが早いか、識はシオンの許もとに駆け寄っていた。

「あ、あのっ、ちょっといいですかっ!?」

「識……？」

　識の闖ちん入にゆうに目を丸くするシオン。そして、胡乱うろんげな眼まな差ざしを向ける男性。とにかくシオンと共にここから離れるために識がそれらしい言い訳を考えている、その最さ中なか。

　間違いなくその擬音を表すなら、むにゅん、であっただろう。

　それほど、柔らかかった。

　見れば──シオンが、識の腕に抱きついていた。

「──っ!?　お、お前……！」

「すまないな。君の誘いは嬉うれしいのだが、この通り私には身も心も委ねた異性がいるんだ。……私の恋人が気を悪くする前に、去ってもらえないだろうか？」

　シオンがこちらへと目め配くばせをし、識しきは息を詰める。

　とても不本意だが……彼の関節を守るためにも、付き合わなければならないらしい。

「す、すみません。そろそろいいですか？　この娘こ、俺の……か、彼女？　なんですよ」

「識、どうして疑問形なんだ。……あれだけ、私のことを可愛かわいがってくれたじゃないか。あの時の優しい言葉は噓うそだったのか？」

「っ……!?　そ、そんなこともあったかなあー？　ほら、そういうのって堂々と言うもんじゃないしさ、後でゆっくりと──」

「愛してると言ってくれ」

「は？」

「この場で、愛してると言ってくれ。……でないと、ここから一歩も動かないぞ？」

　シオンが浮かべるのは、小悪魔的な笑み。

　こいつ、ナンパされたのをいいことに好き放題言いやがって……！

　無理やりこの場から逃げるという手もあるが、棚ぼた的に抱きついてきたシオンを引ひき剝はがすのは簡単ではないだろう。ぐずぐずしている間にもこの青年の気を悪くして、もしかしたら悪態の一つでも吐き捨てられるかもしれない。

　結論。さっさとシオンの要求を吞のんで退散するが吉。












「なあ、識しき。……早く、言ってくれ」

　こちらを見つめるのは、熱っぽい眼まな差ざしをするシオン。

　これは、言うしかないのか。

　そう、識が腹を括くくりそうになった、そのときだ。

　納得したように、ぽん、と青年が両手を打つ。

「そっか、この状況がやりたかったから、君は僕に声をかけたわけか。……ああ、ごめんごめん。僕が水を差したらまずいよね。じゃあどうぞ、続けていいよ」

「…………はっはーん。なるほどねえ」

　全てを察した識の額に、びきびきと青筋が浮かぶ。

　直後、識はへばりつくシオンを引ひき剝はがすように押し返そうとする。が、シオンの執念たるや凄すさまじく、この機を逃さないとばかりに離れない。

「くっ……！　なかなか、激しい愛情表現だな、識……っ！」

「すみません、何となく察しはつくんですけど一から説明してもらっていいですか？」

「えっ？　あー、そうだね。……さっき、この娘こに頼まれたんだよね。自分をナンパしてくれって。初めは何のことか全然分からなかったんだけど、君に助けてもらいたかったみたいだね。あはは」

「……ありがとうございます。思った通りの模範回答でした」

　つまり、である。

　これは、識の気を惹ひくためのシオンのやらせだったのだ。

「大変ご迷惑をおかけしました。シオンには後でしっかり言い聞かせておくので、許して頂いただけないでしょうか」

「僕は構わないよ。けど、まだ愛してるって言ってないけど、いいの？　君、彼氏でしょ？」

「いいえ、保護者です」

「さっきと言ってることが違うじゃないか……っ！　やはり、君にとって私はただの遊びだったってことなのか……!?」

「むしろ弄もてあそばれてんのは俺たちだろーが！　あといい加減離れろっての！」

　やがて、不ふ承しよう不ぶ承しようといった風に、シオンが身を離す。

「……あなたには、手間をかけさせてしまったようだな。これはほんの気持ちだ、良かったら受け取って欲しい」

「別にいいのに、何か楽しそうだったし。けど、せっかくだから有あり難がたくもらおうかな」

　青年は爽さわやかな笑みを浮かべ、シオンが差し出したジュースを受け取ると、識たちから去っていった。

　識の物言いたげな視線に気づいたように、シオンはこちらを向くと、

「心配しなくて良いい。さっきの飲み物には口をつけていないから、間接キスは成立しない」

「あー、そうかいっ！　めっちゃ安心したよ！」

　識しきはこめかみをひくひくとさせながら、

「ったく、旅行に来てもシオンはちっとも変わらねえな。……さっきの人にナンパしてくれって頼んだの、俺を〈シャングリム〉に連れて行くためなんだろ？」

「まさにその通りだ、識。他人の前で恋人同士を演じることで私を異性として意識させ、かつ自然に君の腕に抱きつくことが出来る、画期的な手法だよ。どうだ、褒ほめてもいいぞ？」

「くそっ、こいつ悪びれもしねえ……！　大体、そのシチュエーションよく漫画とかで見るやつじゃねえか。どうせライトノベルとか読んで思いついたんだろ？」

「うむ、無論だ」

　凛り々りしく、シオンが笑みを浮かべる。自分の趣味を堂々と口に出来るからだろうか、何か顔が生き生きしている。

「……どうでもいいけど、あんま他人に迷惑かけんなよ。さっきの人が優しかったから良かったものの、普通なら怒鳴られてもおかしくないぞ」

「確かに、私も反省すべきだろうな。……では、正々堂々と識を惚ほれさせるとするか」

　そう言って、真剣な表情のまま、またもやシオンは識の腕に抱きついた。

「うおおっ！　だからって開き直るんじゃねえよ！　お前、いい加減気づけって、水着だから感触が直じかに……！」

「鈍いな、君は。狙ってやっているに決まっているだろう」

　またもや、識とシオンは必死の攻防を繰り広げる。しかし、動けば動くほど腕がシオンの胸に埋うずまってしまい、先程のように激しく引き離すことが出来ない。

「私の読んだラノベにも、こうして抱きついて上う手まくいったパターンがあるからな。他にも異性を落とすシミュレートに抜かりはないぞ。たとえば、異世界に跳ばされて気絶した少年の介抱の仕方とか。あと魔物に転生した少年へのさりげない優しさの見せ方とかな」

「全部異世界ファンタジーじゃねーか！　もっと活いかせよ、この現代っていう世界をよ！」

「むっ……それは、仕方ないだろう。適当に手に取った作品がそういうものばっかりだったんだから」

「噓うそつけっ！　俺のことなんてそっちのけで自分が好きなもんばっか選んだんだろ、お前剣と魔法の世界が大好きだもんなっ！」

「……やはり、君には言い訳をしても無駄か。私の趣味のことは、バレているんだから」

　思わず、識はぴたりと静止した。

「……なんだ、認めんのか？」

「…………」

　シオンは、恥ずかし気にこくりと頷うなずく。

　その姿は誉ほまれ高い騎士ではなく、何ど処こにでもいる少女そのものだった。

「私が〈シャングリム〉にいた頃には、立派な騎士になることしか頭になかったからな。私が望んだことには違いないんだが……夢中になるくらい楽しいと思えるものに出会ったのは、生まれて初めてなんだ。英雄に相応ふさわしくないと自覚しているが、その心ばかりは否定出来ないよ」

「別に、そんな英雄がいたって良いいと思うけどな。……けどさ、だったらいっそこの世界で暮らせたら良かったのにな。そしたら、思う存分好きなものを楽しめるだろ」

　もっとも、それが不可能であることは識しきも知っているのだけど。何せ、シオンはいずれ強制的に元の世界に帰らなければならないのだから。

　故ゆえに、その言葉は識にとっては半分冗談のようなもので……だからこそ、意外だった。

「識だって、分かっているだろう？　……それは出来ない」

　こちらを、じっと見つめるシオン。

　その表情は、先程までの少女らしさが噓うそのように凛りん然ぜんとしていた。

「……どうしたんだよ。やけに真剣になって」

「いや、私も考えたことがあるんだ。私はいつか〈シャングリム〉に転移する定めだが……もしこの世界に残ることが出来たらどちらを選んでいたのか、とな」

　躊躇ためらいなく、シオンは二の句を継いだ。

「答えなら一瞬で出たよ。……迷うことなく、私は〈シャングリム〉に帰ると思う」

　その言葉自体には、識は驚きなど全くなかった。

　シオンならば、そう答えると思っていたからだ。

「けど、勘違いしないでくれ。この世界が嫌いなわけじゃない。ゲームやラノベは好きだし、フィーナたちのことも気に入っているし、何よりもこの世界には君がいる。識のことをもっと知りたいという気持ちは、打算なんかじゃなくて本心のつもりだ」

「…………」

　あまりの不意打ちのような言葉に、識は沈黙さえしてしまう。

　識のことをもっと知りたい──そんな真まっ直すぐな言葉を、こんなはっきりと言うなんて。

「それでも、〈シャングリム〉には私の帰還を待っている大勢の人たちがいるんだ。彼らを魔物から守るために、剣を手放すわけにはいかない──それが、私の使命だからな」

　シオンの瞳に宿るのは、揺るぎない決意。

「だから、私の意思は変わらないよ。私はやはり、識と一緒に〈シャングリム〉で生きたい。……英雄としての君に憧れていたんだ。簡単に諦めることは出来ないよ」

「……そうかよ」

　きっと、反論することは簡単なのだろう。異世界に行きたくないと主張し、いつもみたいにシオンを突っぱねるだけだ。けれど、それはこの旅行の最後の日にやるべきことなのだろう。その時になって、識しきもまた本心を打ち明ければ良いい。

　ただ、心の何ど処こかで落胆したのは、誤ご魔ま化かせないのだけど。

　そんな風に、思わず感傷に浸ってしまい……そんなときだ。

「し、識さま！　ここにいた──…………」

　突然、識の耳を打つのは聞き慣れた少女の声。

　視線を移せば、向こうにいるのは呆ぼう然ぜんとするフィーナ。その遥はるか遠くには、必死で追い付こうとよろよろと歩くアーシェの姿だ。

　こちらを見ながら、立ち尽くすフィーナに識は首を傾かしげ……やっと己の状況に気づく。

　シオンの話に気を取られすっかり忘れていたが、そういえば、自分は彼女に抱きつかれたままだった──そう、思った瞬間。

　フィーナの瞳に、じわりと涙が浮かんだ。

「ちょっ、おいおいおい……っ！」

　きっとフィーナは、自分がシオンと共に〈シャングリム〉に転移してしまうと勘違いしてショックを受けている──そう判断した識は、シオンから身を離しフィーナに駆け寄った。

「待て待て、お前誤解してるぞ！　俺とシオンはそういう関係になったわけじゃない、さっきまで俺だってすごい困ってたんだから！」

「……分かってます、識さま」

　かろうじてといった風に、フィーナが言葉を絞しぼりだす。

「いきなり、識さまがシオンさんを探しに行くって言ったときから、そんな気はしてましたから。……そんなに、シオンさんと二人きりになりたいんだって」

「分かってないだろ、お前全然分かってないだろ！　や、止やめてくれって。頼むから、泣かないでくれよ……！」

　今にも涙を流しそうなフィーナを前に、識はおろおろとすることしか出来ず……救いの手を差し伸べたのは、意外にもシオンだった。

「残念ながら、識の言う通りだ。これといって、私と識に進展はないぞ」

「……噓うそ、じゃないですよね？」

「噓って言えればいいんだがな。フィーナに勘違いされるのもフェアじゃないだろう。実際、識は〈シャングリム〉に行くつもりはないんだから」

「そう、なんですか？　……良かったあ」

　識がほっとするくらい、フィーナが笑顔で胸を撫なでおろす。

「それより悪いな、待たせちまったみたいで。飲み物なら、今から買いに──」

「あっ……そ、そうでした！　識さま、それどころじゃないんですよ！」

　そこで、一度だけフィーナは息を吸い、

「異世界転移を察知しました──この世界に魔物が来ます！」

　識しきが息を吞のんだのは、わずかのことだった。すぐに表情を引き締める。

「……まあ、そういうこともあるか。フィーナの親父おやじは日没までって言ってたけど、読み間違えることもあるだろうしな」

　念のために、識はこの辺りの人ひと気けがない場所を確認してある。魔物との戦闘なら、そこで行えば良いいだろう。

「名残惜しいが、今すぐ準備をしないとな。まずはここから移動するか」

「……そんなこと、言ってる場合じゃ、ない、みたいだよ」

　識の言葉に応えたのは、やっとこちらに追い付いた、息が切れ切れのアーシェ。

　息を弾ませるアーシェの隣で、フィーナが、

「あの、識さま。すごく言いづらいんですけど……五分、なんですよね」

「……なんだ、五分って」

「魔物の転移予想時間です。……それも、こうして話してる内に時間が経たっちゃってます」

「へー、マジかー」

　あっはっは、と識が愉ゆ快かいそうに笑う。……それも一瞬。

　その後の判断は、目を見張るほど迅じん速そくだった。

「シオンっ、アーシェを背負って走れ───────っ！」

　言うより早く、識もフィーナを背負い駆けだした。魔力を熾おこした識のすさまじい脚力に砂が舞い上がり、その光景に海水浴客たちが絶句する。

　目指すは、海岸の端だ。この時期ならば人も少ないし、戦闘できる場所を確保出来る可能性は十分にある。

「フィーナ、何でそんなに短いんだ!?　北海道の時はもっと余裕があったはずだろ！」

「そ、それがですね。一つだけ、すごく迷彩が上手な神域魔術アイテールがあったんです。その魔術に対抗してたら、こんなに時間がなくなっちゃって……！」

「そういうことかよ、フィーナの親父が魔物の転移を許したのもそれが原因かもな……！」

　言いながら識は背後に視線を向け、アーシェをおぶって疾しつ走そうするシオンに叫ぶ。

「シオン、アーシェ！　とにかく時間がない、今のうちに着替えといた方がいいぞ！」

　二人が頷うなずくと同時に、召喚魔術アドヴエントにより水着姿から異世界の服装へと変わる。

「くっ、これは少し気持ち悪いな。せめて身体からだを拭ふく時間があったら良かったんだが」

「うん、すごくべたべたするね……」

　兎とにも角かくにも、後は魔物を転移させる場所を見つけるだけだ。

　と、そこで。識の背中から、フィーナの声。

「……すみません。一つ、聞いてもいいですか？」

「なんだ、質問なら手短に頼むぞ！」

「これから、魔物と戦うんですよね？　けど、わたしは水着のままなんですけど……？」

　フィーナに一いち瞥べつすらせず、識しきは言い切る。

「んなもん、決まってんだろ──お前はそのままでいるんだよっ！」

「どんな罰ゲームですか、それ───っ!?」

　識の背中越しに、フィーナが思いっきり叫ぶ。

「識さま、分かってますか!?　わたしは女神なんですよ!?　水着なんて、神こう々ごうしさが微み塵じんもないじゃないですか！」

「今時珍しくねーだろ、肌色成分高い女神なんてよ！　それに着替えを取ってくる時間なんてなかったし、フィーナは召喚魔術アドヴエントが使えないし！」

「け、けどっ！　こんなの、なんか変態っぽいじゃないですか……！」

「俺だって水着なんだから諦めてくれ！　それに、前向きに考えたら水着で良かったかもしれないだろ！　シオンとアーシェみたいに、服が濡ぬれないんだから！」

　フィーナを励ますように、識は振り返る。

　そこには、惜しげもなく肌を晒さらす、水着姿のシオンとアーシェがいた。

「なんでお前ら水着に戻ってんの!?」

「……冷たいじゃないか、識。私たちは仲間だろ？　君たちだけに恥ずかしい思いなんてさせないさ」

「なにその優しい笑顔!?　何でこんな状況なのに笑ってられるわけ!?」

「でもね、シキ。シキとフィーナだけが水着ってなんか嫌なの。ペアルックみたいで、仲良さそうに見えるもん」

「私も本音はアーシェと同じだ。それに、この格好も動きやすくて嫌いじゃない」

「ほんっと、ブレねえなお前らは！　頼むからもうちょい恥を忍べよ！　仕方なく水着でいる俺とフィーナがアホみたいじゃねえか！」

「あ、あの……識さま」

「今度はどうしたんだ!?」

「その……もう少し、手を下げてもらえますか？　識さまの手がおしりに近くて、恥ずかしいです」

　直後、ぼっと識の顔が赤くなる。

　今の今まで慌ただしい故ゆえに自覚していなかったが、識はフィーナの太もも辺りに手を添そえているのだ。

　手のひらに感じる、吸い付くような柔らかい感触。女の子の肌に直接触れるなんて初めてで、血液が沸ふつ騰とうしたように全身が熱くなる。

「……っ！　何で今言うんだよ、意識しちまうじゃねえか……！」

　ほとんどパニック状態で、識は走り続ける。

　頭の中は真っ白だというのに、ふと視界を掠かすめた沖縄の海は、何ど処こまでも青かった。




〈デプリベイション〉で空間が遮しや断だんされた砂浜には、魔獣の四肢、そして怪鳥の面めん貌ぼうと翼を持つ魔物──グリフォンが転移を果たしていた。

　……のだが、数十体というグリフォンたちは、雁がん首くびを揃そろえてきょとんと首を傾かしげている。

　恐らく、グリフォンたちにとっては初めての経験だったことだろう。

　これから戦闘を行う相手が、裸に近い姿でいるのだから。

「識しきさま。魔物でも常識ってあるんですね。魔物に白い目を向けられるなんて、初めての経験です……」

　グリフォンたちを前に、遠い目をするフィーナ。

「言うな。魔物を倒したら、このことは速攻忘れるんだ。……じゃあ、さっさと始めるとするか」

　その言葉に、フィーナたちが一斉に識の方を向いた。

　気け怠だるそうに身体からだをほぐす識に、フィーナは目を丸くし、

「い、いいですよ、識さまはゆっくりしていてください。今回もわたしたちが──」

「その気持ちは嬉うれしいよ。けど言ったろ、これは俺への試練だって思うことにしたって。それに、フィーナの〈リンキング・センス〉は五分しか持たねえし、増援が来たらまた昨日の繰り返しになるだけだろ」

「だ、だったらせめて一緒に戦わせてください！　それくらいなら、わたしたちだって出来ますから！」

「それも駄目だ。ていうか、フィーナが水着って時点で戦わせるつもりはなかったよ。だって防御力補正ゼロだもんな、その装備。万が一怪け我がでもしたら洒落しやれにならねえ」

　その言葉に、シオンは真剣な眼まな差ざしを向け、

「随分と見くびられたものだな。私は対たい手しゆの返り血すら浴びない〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉だぞ？　無傷で倒すなど訳ないさ」

「アーシェだって、絶対にフィーナを守るよ。アーシェの創造獣フアミリアたちは、どんな異世界の魔物にも負けないもん」

「すげえ、カッコいいこと言ってるはずなのに水着だから全然締まらねえ……。けど、何言われたって譲る気はねえよ」

　いったい、どれほど識の気遣いが伝わったのだろうか。フィーナは悔しそうに俯うつむくと、

「分かり、ました。……識さまの力になれなくて、すみません」

「フィーナが謝る必要なんてねえよ。……安心しろ、すぐに終わらせてやるから」

　軽くフィーナに手を振ると、識は静かに魔力を熾おこしながら歩き出し……直後、グリフォンたちが戦せん慄りつするようにたじろぐ。












　それほどまでに、識しきは獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。

「悪いな、待たせちまって。ほら、かかってこいよ」

　その一言をきっかけに、一体のグリフォンが蛮勇を振るうように識の前に躍り出る。尖せん爪そうを振るい上げ、識に襲い掛かり……その爪が身を引き裂く前に、識は拳を薙ないでいた。

　規格外の魔力が熾おこされた壊劫魔術デイザスターだ。巨人さえ一撃で屠ほふる破壊力に、グリフォンは防ぐ術すべもなく吹き飛び──そのまま、光の雫しずくとなって消える。

　怯ひるんでいるグリフォンたちに識は視線を移す。

「一応、同情だけはしといてやるよ。……俺と喧けん嘩かさせられるために、この世界に転移されてるんだからな」

　識は地面を蹴り、一体、二体とグリフォンたちに拳を打ち下ろす。識ならばものの数分で勝負が決まるはずだが、グリフォンの数が減る様子はない。やはり、異世界から増援が訪れているようだ。

　けれど識が浮かべるのは、全く動じない不敵な笑み。

　絶対に負けねえぞ、と識は胸の中で呟つぶやく。

　もう、識は英雄ではないのだ。何が何でも、理想の日々を守り続けてみせる。

　英雄であったヴィシャス・ハインラインのことなど知ったことではない──自分は、織おり原はら識として戦うのだ。

　戦闘が始まり、一〇分ほど経たっただろうか。その頃になってやっと魔物の転移が止まり──識しきは、最後の一体に止とどめを刺す。

　これでまた一つ、識は異世界という名の困難を乗り越えた。

「し、識さま。大丈夫ですか？」

　視線を移せば、おっかなびっくりといった風に識を見つめるフィーナ。

「その、目眩めまいとかありませんか？　頭痛がするとか、吐き気がするとか、あとお腹なかが痛いとか──」

「お前は俺のお母さんか。……心配すんな、意外と平気だからよ」

　実際、識自身驚くくらい、精神的な疲ひ弊へいはない。

〈ヴィルドラム〉にいた頃は、心を殺しながら魔物と相対してきたはずだ。識にとって、忘れてしまいたいほど苦しい記憶のはずだ。

　それでも、こうして喋しやべるくらいの余裕があるのも、世界のためではなく自分のために戦っているからだろう。

　それに──。

「なんだ？　識のやつ、やけにこっちを見つめてないか？」

「……もしかして、まだアーシェたちの水着を見足りないのかな？」

「えっ、そ、そうなんですか!?」

　好き放題に言うフィーナたちを眺めながら、ふと識は思う。

　そういえば……〈ヴィルドラム〉では、こんな風に自分を待ってくれる人などいなかった。魔物を倒しても誰とも言葉を交わさず別の戦場に向かうだけで、いつだって一人ぼっちだった。

　故ゆえにこの時、識は初めて知ったのだ。

　たとえ魔物と殺し合いをしても、誰かがそこにいてくれるだけで、こんなにも心が軽くなるのだということを。

「……ったく、何考えてんだよ、俺は」

　小さな声で、自分に毒づくように口にすると、

「とにかく、これで終わりだ。日が沈む前に片付いて良かったな」

「そうですね！　まだまだ時間はありますし、これならまた海で遊、べ……」

　嬉うれしそうにはしゃぐフィーナが、ぴたりと固まる。よく見れば、シオンとアーシェも呆あつ気けに取られていた。

　そして、フィーナがあわあわとしながら識の背後に指をさし、

「し、識さまっ！　う、後ろです！　魔物が来てますよ、魔物！」

「あぁ？　……何だよ、まだ転移してくんのか？」

　気け怠だるげに口にして、識は振り返ろうとする。つくづく、異世界というのは空気の読めない存在らしい。もうとっくに終わりムードに──。

　思考はそこで霧む散さんした。

　啞あ然ぜんとした識しきの目に映るのは、一体の魔獣。グリフォンとは明らかに異なる魔物で、姿は狼おおかみに似ていた。特筆すべきことといえば、炯けい々けいたる鋭い双そう眸ぼうと、胴体に刻まれたぼんやりと発光する幾き何か学がく模様の紋章。

　何な故ぜ、と識は声もなく問いかける。




　どうして──〈ヴィルドラム〉の魔物が、ここにいる？




　直後、恐怖で全身が粟あわ立だつと同時に、識は地面を蹴っていた。

　必死の形ぎよう相そうで魔獣に肉にく薄はくし、その胴体に拳を打ち込み──グリフォンの時とは桁けた違ちがいの壊劫魔術デイザスターに、暴風が巻き起こる。

「きゃっ……！」

　遠くで聞こえる、フィーナの短い悲鳴。魔獣は強烈な衝撃に、砂浜を転がるように吹き飛び……しかし、驚くべきことが起こった。

　瀕ひん死しの状態になりながらも、魔獣は弱々しく身を起こしたのだ。

「えっ……!?」

　フィーナの驚き混じりの声を気にもかけず、識は再び血走った眼めで魔獣に肉薄する。今度は確実に仕留めるべく、先程の倍以上の魔力を熾おこした踵かかとを振り下ろす。

　踵に伝わるのは肉の感触、そして確かな手て応ごたえ。識の渾こん身しんの一撃で、爆発が起こったように白砂が巻き上がり──魔獣は断末魔の悲鳴もなく、砂浜に横たわっていた。

　それでも、識は追撃の手を止めることはない。

　もう決着はついたというのに、識は魔獣の体たい軀くに足を振り下ろし……しかし、目標から大きく外れたたらを踏む。動揺していることは識自身理解している。それでも狂乱したように何度も追い打ちをかけ、しかしその度に外し。

　不意に、右手がそっと、優しい感触に包まれる。

　識の身体からだがびくりと震え、拒こばむように手を振り払い──識の視界に、呆ぼう然ぜんとするフィーナの姿が映った。

「……識、さま？」

「──────」

　その呟つぶやきに、やっと識は自分の愚行に気づく。

「……悪い。無理に、手を振り払って」

「い、いえ……その、平気です」

　きっと、少なからずショックを受けているのだろう。フィーナの口調はたどたどしい。

　だが、識しきにはそれ以上フィーナを気遣う余裕などなかった。

　識の呼吸は乱れ一向に治まる様子はない。心臓は痛いほど暴れ回っているのに、身体からだは血液が凍こおり付きそうなほどの悪お寒かんに襲われている。頭の中はぐちゃぐちゃで、言葉に出来ない焦しよう燥そう感が全身を駆けめぐっていた。

　人じん狼ろうに引き裂かれた灼やけるような苦痛。魔獣に嚙かみ砕くだかれた骨の音。悪あつ鬼きに握り潰された己のものとは思えない腕──そして、そんな自分を嘲あざ笑わらうかのような、忌いま々いましいほど澄み切った青空。

　今まで、必死で忘れようとしていたのに──記憶の扉をこじ開けられた。

「大丈夫か、識。……少し、様子がおかしいようだが」

　沈黙が流れる識とフィーナの間に、シオンとアーシェが駆け寄る。識のことを心配しているのだろう。シオンはもとより、アーシェまでもどこか険しい表情をしていた。

「シキ、どうしたの？　……この魔獣と、関係あるの？」

「……〈ヴィルドラム〉の魔物だ」

　掠かすれた識の言葉に、フィーナが言葉を失った。

「……少し、考え事をしたい。悪いが、後は三人で自由にしてくれ」

「えっ……し、識さま!?」

　歩き出した識の背後からフィーナの慌てた声。それでも識は言葉も返さず、足を止めることはない。行く場所なんてないが、それでも構わなかった。

　ここではないどこかに逃げるように、識は幽ゆう鬼きのように歩き続ける。





　　◇






　識は、こちらを振り返ろうともしなかった。

　あまりに弱々しく、ちっぽけに見える識の背中。

　そんな、普段とはかけ離れた識の姿を、フィーナはただ眺めることしか出来なかった。

「……今のが、識と因縁のある〈ヴィルドラム〉の魔物なのか。まさか、この世界でお目にかかれるとは思っていなかったな」

　ぽつりと、シオンが口にする。

「しかし、あんなに取り乱すとはな。余程、識にとって衝撃的だったのか」

「そうだね。それくらい、この魔獣って特殊なんだと思う」

　アーシェが、観察するような瞳で魔獣を見下ろしながら、

「この魔獣、身体に紋章が浮かんでるよね。多分、何かしらの魔術が施ほどこされてるんだと思う。そうでもないと、シキの壊劫魔術デイザスターに耐えたなんて説明がつかないよ」

「確かに、識が一撃で仕留めきれない魔物なんて初めてのケースだな。……ということは、識しきと戦闘することを想定して、この魔獣は転移させられたということか？」

　その言葉に、思わずフィーナが息を吞のむ。それはつまり、これからも〈ヴィルドラム〉の魔物が、識の前に現れる可能性があるということ。

「……識さま、大丈夫でしょうか」

　思えば、識の過去が垣かい間ま見みえる機会は今回が初めてだが……まさか、あそこまで心を乱すほどつらい過去だったなんて、フィーナは思ってもみなかった。

　フィーナが知る織おり原はら識とは、それこそ英雄のように強い少年なのだ。呆あきれるくらいに頑固で、神しん霊れいを前にしてもふてぶてしくて、どんな魔物でも余裕で倒してしまう、そんな少年だ。

　だからこそ、あんなに識が怯おびえるなんて、想像すらしたことがなかった。

　何か、識のために出来ることはないか。そんな一度芽生えた焦しよう燥そう感は歯止めがきかず、気が付けばフィーナは一歩足を踏み出していて、

「止やめておけ。識の古傷をえぐるなんて、フィーナも望んでいないだろう」

　石のように硬直し、振り返る。

〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉の名に違たがわない、凛り々りしき表情を浮かべるシオンが、そこにいた。

「……シオンさん？」

「私は、いつか識が納得して〈シャングリム〉に来てくれるよう、私なりに真剣に努力してきたつもりだ。だからこそ、識が異世界を嫌いと知ってなお彼の傍そばにいた。……だが、今はそっとしてやるべきだと思う。識の過去を知らない私たちが慰めても、彼には煩わしい言葉にしか聞こえないかもしれない」

　シオンは、フィーナの目を真まっ直すぐ見つめたまま、

「思おもい遣やりが人を傷つけることもある。……一人にしてやるのも、優しさだぞ」

「……そうかも、しれませんけど」

　フィーナは憂うれいに染まった表情で、アーシェを見る。恐らく、彼女もシオンに同感なのだろう。無表情でフィーナを見つめている。

　確かに、シオンの言葉は正しいと思う。それは頭では理解している。……だけど、

「……やっぱり、放っておけないです」

　それが、フィーナの純粋な衝動だった。

「だって識さまは、明日になったらまたあの魔物と戦うかもしれないんですよ？　このままだったら、またあんな識さまを見ることになるかもしれないから……だから、ごめんなさい、シオンさん」

「……まあ、君らしい言葉かもな。そこまで言うなら、好きにすればいい」

　あっさりと認めたシオンを、アーシェが見上げ、

「シオン、いいの？」

「結局のところ、間違ってるのは私かもしれないからな。……今まで誰も識しきの傍そばにいなかったから、彼はこうして過去の記憶に縛られているんだから」

「……どうしてなの？」

　ぽつりと、アーシェが口にする。

「どうして、フィーナはシキのところに行こうとするの？　アーシェたちは、シキの過去なんて全然知らないのに。……アーシェたちが出来ることなんて、何もないよ」

「……わたしは──」

　フィーナは、真まっ直すぐアーシェを見つめながら、

「ただ、識さまの傍にいたいんです。置いてけぼりにされたくないんです。……わたしは、あの人と同じ景色を見ていたいですから」

「……フィーナが言ってること、やっぱりよく分からないよ」

「……そうかもしれませんね。わたしだって、上う手まく言葉に出来ませんから」

　フィーナは困ったように笑うと、今度は駆けるように足を踏み出した。

　帰れ、と言われたらすぐに帰ろう──それだけを自分自身に言い聞かせた。





　　◇






　落ち着いて整理しよう──そう自分自身に言い聞かせたのは、フィーナたちの前から立ち去って数十分後のことだった。

　あの魔獣は、かつて〈ヴィルドラム〉に君臨した魔王が生み出した魔物だ。

　しかし、魔王はもういない。それは断言しても良いい。〈ヴィルドラム〉に災厄をもたらした元げん凶きようは、確かに識自身の手で止とどめを刺したのだから。

　つまり、あの魔物を転移させたのは──。

「……『ブラックロータス』、って名前だったか」

　岩場に腰を下ろしていた識が、ぽつりと呟つぶやく。

　まさか、偶然だとは考えづらい。『ブラックロータス』は何らかの手段で〈ヴィルドラム〉の魔物を使役し、識の存在を見越したうえで転移させたのだろう。……だとすれば。

　そのふざけた組織には、然しかるべき報復をせねばならない。

　その瞬間、識の表情に明確な敵意が滾たぎり──近くで、じゃり、という砂を踏む音。

　人外じみた速度で、識は視線を移す。

　岩場の陰に隠かくれていた少女が──フィーナが、びくんと身体からだを弾ませた。

「……なんだ、フィーナか」

　いつも通りの識の声こわ音ねに、傍はた目めから分かるほどフィーナがほっと胸を撫なでおろす。もしかしたら、怒られるかも。そんなことも考えてたのかもしれない。

　けれど、覗のぞきをしていたのに変わりはないわけで。フィーナは突然あわあわとしながら、

「あ、あのあの……！　し、識しきさま？　その、大丈夫ですか？」

「あんなの何ともねえよ。……って言っても、説得力なんてないよな」

　きっと、フィーナは識のことを気遣って、ここまで探しに来てくれたのだろう。

　それでも、識は笑みを浮かべる自信なんてまるでなくて、表情を隠かくすように青い海に向き直った。

　もう、識は英雄でなくなったはずなのだ。

　ゲームだってそうだ。勇者が魔王を倒したのなら、後はお姫様と一緒に幸せに暮らすなり、一国の主あるじとして平和と繁栄を見守るのが相場と決まっている。そうでなければ割に合わないのだ。死にもの狂いで世界を救った勇者は、最後は報われなければならない。

　識にとって、そのハッピーエンドこそが、この世界そのものだ。

　悪い魔王を倒した英雄は、元の世界に帰り平和に暮らしましたとさ。めでたしめでたし……そう、物語を締めなければならないのだ。

　それなのに、英雄であった過去は、今もなお識を蝕むしばもうとしている。

「……やっぱり、さっきの魔物のこと気にしてますか？」

　当たり前だろ、あいつらのせいで何度も死ぬ思いをしてきたんだから。あの魔獣の残像が頭に焼き付いて離れねえよ……なんて、そんなことフィーナには言えないけれど。

　だって、これは旅行なのだ。

　フィーナたちは、ただ楽しい思いをしてくれればいいのだ。余計な不安なんて抱える必要はない。自分の過去への恨うらみ言なんてものは、一人の時に吐き捨てればいいことだ。

　だからこそ、識は虚きよ勢せいを張るように、

「……俺のこと心配してくれんのは嬉うれしいけどさ、ちょっと動揺しただけだから。そんな深刻に考えんなよ、その内けろっとしてるって」

「……そ、そうですか？」

「ほんとだって。俺は毎日フィーナたちに付き纏まとわれても平気だったんだから。それに比べりゃこんなの大したことねえよ」

「そう言われるとちょっと複雑ですけど……でも、良かったです」

　背後から、さっきよりずっと柔らかくなったフィーナの声。

「だって、みんなで旅行なんて初めてですから。シオンさんやアーシェさん、それに識さまにとっても、素敵な思い出にして欲しいなーって……」

「……素敵な思い出、ねえ」

　良いい響きを持つ言葉だな、と識は羨うらやましくすら思う。

　識にとっての記憶に残るほどの思い出には、全て異世界が付きまとっていて。識は必死に、目を逸そらしてきたのだから。

「だから、わたしは識しきさまに笑っていて欲しいです。今日海ではしゃいでいたみたいに、何も考えられないくらい楽しい時間を過ごしたいんです。……やっぱり、女神っぽくないですか？」

「……いや、いいんじゃねえか？　一人くらいそんな庶民的な女神がいたって」

　言葉にして、息が詰まるくらい胸が重くなっていることに、識自身気づく。

　空から元げん気きもそろそろ限界だった。こうしてフィーナと言葉を交わす一秒一秒に、識は疲労感さえ覚えてしまう。だから、今は一人にして欲しいと、そう告げようとしたが。

「だから……わたしも、頑張ってみようかなって思ってるんです。識さまにとっても、わたしにとっても、忘れられない旅行にしたいですから」

「……頑張るって、何のことだよ」

「その、ここに来るまでずっと考えてたんです。わたしみたいなへっぽこ女神でも、識さまのために何か出来ないかなあって」

　けれど、その時にはもう、フィーナの言葉は識の耳にろくに届いていなかった。

　焦しよう燥そう感で心はざわついて、フィーナの存在がやけに遠く感じる。もう返事をする余力などありはしない。どんな言葉でも良いい。次にフィーナが一言でも口にしたら、曖昧に誤ご魔ま化かして帰ってもらおう。今はそれしか考えれない。

　早く言ってくれ──そんな識の願いに応えるように、

「だから、決めたんです」

　ほんの一瞬躊躇ためらった後に、フィーナは決意を込めたように叫ぶ。

「──今度はわたしたちが、識さまのために、〈ヴィルドラム〉の魔物を倒しますっ！」

　その一瞬。

　目眩めまいで倒れそうになるほどに、憤ふん怒ぬで全身が粟あわ立だった。

「もしシオンさんたちに嫌だって言われても、必死でお願いします！　時間は少ないですけど、少しでも神域魔術アイテールが成功するように術式も見直します！　少しでも、識さまの力になりたいですから！」

　まずい、と頭の中にいる誰かが警告する。

　決して他人に見せてはいけないどす黒い何かが、胸の奥から溢あふれようとしている。

　識だって、フィーナの気持ちは理解しているつもりなのだ。識のために戦いたい。隣で支えてあげたい。その心は何ど処こまでも純粋で、美しいとすら思う。

　けれど──あまりに、フィーナの言葉は無力すぎる。

　こうして、理性が消し飛びそうなほど、識が苛いら立だつほどに。

「だって、さっきの識さま、とてもつらそうでしたから！　もう識さまに、あんな顔して欲しくないです！　だから──」




「出来もしねえこと軽々しく口にすんじゃねえよっ！」




　空気が震えるほど、識しきの怒声が響き渡った。

　識の顔に浮かぶのは、剝むき出だしの敵意。

　そんな激変した識を前に、フィーナはぽつりと、

「……識、さま？」

「ろくに魔術が使えねえのに、俺の代わりになるとか綺き麗れい事ごと並べてんじゃねえよ！　お前は何もしなくていいんだよ、どうせまた俺があいつらと戦う羽目になるんだから！」

　一度言葉にしたら、もう止めることなど出来なかった。

　今まで必死で目を逸そらしてきた、自分自身の過去への怒り。そんな感情をぶちまけるきっかけを得たことに全身が喜んでいて、破壊するという衝動に醜みにくい快感さえ覚えている。

　相手は、識の過去と何も関係がない、ただの女神だというのに。

「俺はそうやって生きてきたんだ、魔王なんてふざけた奴やつがいたあの異世界で！　仲間だとか戦友だとかそういう連中なんて誰一人いなかったけど、俺は戦うしかなかったんだよ！　分かるか？　死ぬ思いをして他人を守るって異常に慣れちまったんだよ俺は！　なんせ世界を救えんのは俺だけだったらしいからなあ！　俺がどんな苦痛とか恐怖とか不安とか孤独を抱えようがどうでもいいよな、それで他の奴ら全員が助かるんだから！　そんな貧乏くじを押し付けられたクソ野郎ってのを世界は英雄って呼んで、そんな馬鹿馬鹿しい道化を俺は必死で演じてきたんだ！　だから、今更安っぽい同情なんていらねえんだよ！」

　言葉は尽きることはなく、しかし段々と胸が軽くなっていくことが分かる。言葉を継ごうと息を吸い、しかしその直後に、やっと識は気づく。

　言葉もなく立ち尽くすフィーナ──その瞳から、一粒の雫しずくが流れていた。

　フィーナは、静かに泣いていた。涙を零こぼしていることに自分自身が気づいていないように、呆ぼう然ぜんとした表情で。

「──あ……」

　その光景に、識は己の愚かさを知る。先程までの刹せつ那な的な快楽など跡形もなく消し飛んでいた。胸の中に押し寄せるのは、途方もない罪悪感。

「……わ、悪い。フィーナ、その──」

　暴言を吐いてしまった現実に思考が追い付かず、言葉は喉のどにつっかえる。そんな言いい淀よどむ識を、フィーナは無言で見つめるだけ。

　いつも喧けん嘩かをするように、バカ、と罵ののしってくれるなら良かった。

　けれど、フィーナは悲し気に口を閉ざしていて……やがて、涙の跡さえ拭ぬぐわずに、弾はじかれたように背を向け駆けだす。

　その刹せつ那な、微かすかに見えたフィーナの横顔は苦し気に歪ゆがんでいた。

　咄とつ嗟さに、識しきは追いかけようと岩場から立ち上がり……しかし、その小さくなっていく背中を見つめるだけだった。

　もしかしたら、自分の言葉でまたフィーナを傷つけてしまうかもしれない──それが、無性に怖かった。

　フィーナにあんな顔をさせてしまったのは、他ならない識なのだから。

「…………はは」

　最低過ぎる自分自身に、乾いた笑いさえ零こぼれた。

　フィーナは何一つ間違ったことなど言っていなかった。フィーナは心から識を心配していて、だからこそ探しに来てくれた。

　そんなフィーナの優しさを、踏みにじってしまった。

　異世界だとか、魔物だとか、英雄だとか。そんな今まで清算出来なかった痛みを、何一つ関係のないフィーナにぶつけてしまった。

「……特別な旅行にするんじゃ、なかったのかよ」

　自己嫌悪に押し潰されそうになりながら、識は倒れるように仰あお向むけになる。

　視界いっぱいに広がるのは、青く澄み渡る空。

　いつか〈ヴィルドラム〉で見たような、自分を嘲あざ笑わらっているかのような空だった。





第三章　Ｑ．もしかして、わたしたちはいらない子ですか？







　ホテルの朝食バイキングは、実に沖縄色に染まっていた。

　白い湯気の立つ沖縄そばや、肉厚なラフテー。それに海ブドウのサラダとサーターアンダギー……識の目の前には、器いっぱいに盛られた朝食がずらっと並んでいた。

「……ずいぶんと、量が多い朝食だな」

　じとーっとした目で、識は正面に視線を送る。

　そこにいるのは、やたらとにこにこした笑みを浮かべるシオン。そして、無表情ながらも識の取り皿に料理を分けるアーシェ。

「いや、何せ今回は旅行だからな。食事くらい豪勢にしてもバチは当たらないだろう。しかし凄すごい料理の数だ、祖国の祝宴を思い出すなあ。あっはっはっ」

「シキ、もしかして疲れてる？　よかったら、アーシェがあーんしてあげよっか？」

　そうじゃなくて、朝っぱらからこんなに食えねえよ……なんてことは言えなかった。

　きっと、シオンもアーシェも、識を気遣ってくれているのだから。

　昨日はあまりに多くのことが起こりすぎて、識はホテルに帰るなり泥のように眠っていた。だから、こうしてシオンたちと言葉を交わすのは、昨日別れて以来だった。

　シオンもアーシェも、〈ヴィルドラム〉の魔物と遭遇した識しきを労いたわってくれている。

　そう思うが早いか、突然識はテーブルにある料理をがつがつと食べ始めた。

「し、識？　……そんなに、お腹なかぺこぺこだったのか？」

「……二人が用意してくれた料理だ、食べ残すなんて不義理だからな。有あり難がたく、全部食わせてもらうことにした」

　言いながらも、無理やりに次々と料理を口に詰め込んでいく識。

　執念すら感じるほどのオーラを纏まとい暴食する識に、シオンが、

「それもあるんだが……実は、フィーナと何かあったんじゃないかって、気になってな」

　ぴたり、と手を止めた識に、アーシェが、

「フィーナ、ちょっと様子がおかしいの。昨日は三人で仲良く泊まろうってはしゃいでたのに、急に一人部屋に変更したり。それに、今日も部屋から出てきてくれないの。……シキに、会いたくないんだって」

「昨日、あの後識とフィーナは二人きりだったんだろう？　もしかして、フィーナが君を怒らせてしまったんじゃないか──」

「違う。……悪いのは、全部俺なんだ」

「……シキ？」

　弱々しく口にした識に、アーシェが首を傾かしげる。

「フィーナは、ただ俺を励まそうとしてくれただけなんだよ。それなのに、あいつの気持ちを無視して、ひどい言葉をぶつけちまって……八つ当たりをしたんだよ、俺は」

「……識がそこまで沈むなんて、意外だな。君はフィーナと喧けん嘩かしても、いつもふてぶてしくしているのに」

　確かに、誰かを傷つけてしまったことにここまで胸が苦しくなるなんて、久々のことだ。

　きっと、友人と呼べるほど親しい存在が、識の周りにいなかったからだろう。

　ぼっちだった識には考えられないことだ──今までは、感情をぶつける相手すらいなかったのだから。

「……せめて今日の間に、フィーナに謝りたいんだ」

　ぽつりと、識は小さく口にする。

「俺たちの旅行は、明日が最後になるだろ？　このままあいつを悲しませたままなんて、そんな最低な旅行にしたくないんだよ。……でも、フィーナは俺を拒絶してて。あいつを傷つけた俺がこんなこと言うの間違ってるかもしれないけど──二人に、頼みたいことがあるんだ」

　識が席から立ち上がり……シオンと、そしてアーシェまでが目を丸くする。

　識は両りよう膝ひざを床につけ、身体からだを前に折り、額を床に強くこすりつけた。

「どうか、フィーナに俺を会わせてください。……死ぬほど、後悔してるんです」

　しみったれた意地だとか、くだらないプライドなんて今は捨てておけ。

　それでも、フィーナが笑ってくれるなら、どんな屈辱的なことでもやってやる。

「お、おい、識しき！　英雄たる男が、あまりそういう姿を見せるんじゃない！　何かこう、こっちまで申し訳ない気分になる！」

「とりあえず、顔を上げて？　他のお客さん、『うわぁ……』って顔してるから。絶対変な勘違いしてるよ、あの人たち」

　異世界の住人といえど、識の姿勢の意味は知っているのだろう。シオンとアーシェの諫いさめる言葉に、識は顔を上げ、

「……協力、してくれるのか？」

「君がそんなことしなくても、もとより私はそのつもりだ。……フィーナがいないと、旅行が楽しくないからな」

　シオンの言葉に、アーシェがこくこくと頷うなずく。

　不思議な奴やつらだ、と識は思う。三人は識を巡って対立する関係であるというのに、目の前にいる二人は心の底からフィーナのことを大切に思っている。

「識が謝りたいと思ってるならそうしてやりたいが……しかし、フィーナの方は難しいだろうな。私たちにこれを渡すくらい、君に会うことが気まずいらしい」

「……これって、何の話だ？」

「次の私たちの目的地だ。……フィーナの父君から、頂いただいたものらしい」

　そう言って、シオンは一枚の紙きれを取り出した。

「……なんだ、これ」

　そこに書かれているのは──四し国こく地方某所にある、とある山の名前だった。

　識は訝いぶかし気げに目を細めながら、

「今度は、ここに魔物が転移するってことか？　……妙だな。今まで北海道とか沖縄とかざっくりしてたのに、どうして今回だけ具体的な場所まで指定してるんだ？」

「フィーナが言ってたよ。もしかしたら、フィーナのお父さんにイレギュラーな事態が起こってるのかもって」

　ぽつりと、アーシェが口にする。

「昨日も、フィーナのお父さんは転移予想時間を間違えたよね？　あれは多分、フィーナのお父さんに予期しない何かがあったからだって。だから、今日もいつもと違うのかも」

　予期しない何か──それはまさか、〈ヴィルドラム〉の魔物に関係することなのだろうか。

　もっとも、今の時点で識が勘繰ろうと意味はない。識たちが指定された土地に向かわなければならないのは、変わらないのだから。

　それよりも問題なのは──。

「……やっぱり、フィーナのことだよな」

　これから移動するにしても、果たしてフィーナが識しきと行動を共にしてくれるかどうか。

　きっと、気が滅め入いっているのだろう。口にした食事は、あまり味がしなかった。




　数時間後、識たちは目的地である登山スポットに到着していた。

「しかし、野や営えいとは懐なつかしいな。〈シャングリム〉では魔物との戦争の際によくしていたが、まさかこの世界でもするとは思わなかった」

　シオンが、芝生に置かれた荷物をしげしげと見つめた。

　宿泊用のテントや、四人分の寝袋。それにスーパーで買ってきた食材などなど。そこには、キャンプを行うための道具一式がずらりと並んでいる。

　いつ魔物が転移するか分からない以上、今日一日は野宿をして魔物の襲来に備えよう──それが、識が二人に提案した内容だった。

　識は改めて、円形のだだっ広いキャンプ場を見渡す。ゴールデンウィーク前だからか、識たち以外にキャンプをしようとする人はいない。

　……とはいっても、

「……キャンプだったら、あいつも喜んでくれると思ったんだけどな」

　案あんの定じようというか何というか、ホテルの朝食が終わった後も、フィーナは識の前に顔を出すことはなかった。

　そのため識たちは、識とシオン、そしてフィーナとアーシェの二つの班に分かれ、それぞれ別行動でこの山へと移動したのである。

「しかし、これはまた手の込んだ移動手段だな。識に近づきたくはないが、離れたくもない。……繊細な乙女心、というやつか。参ったな、私の苦手なジャンルだ」

　うむむ、とシオンが首を捻ひねる。

　と、その時。識たちの許もとに駆け寄る人影。アーシェだ。

「シキ、フィーナならさっき、ちょっと離れた展望台に到着したから。異世界転移を察知したら魔術で連絡するから、そのことは気にしないで、だって」

「そうか。……出来れば、魔物が来るまでにフィーナとは話がしたいけどな」

「うーん、それは難しいかも。ここに来る途中だって上の空だったし、ナイトをもふらせてあげるって言っても遠慮してたもん。あのフィーナがあそこまで落ち込むなんて、よっぽどだよ。相当無神経なこと言わなきゃ、ああはならないと思うけど。普通の女の子だったら、ＰＴＳＤになって通院が必要になってたかも……どうしたの、シキ？　急にうずくまって」

「アーシェが識の傷口に塩を塗るようなことを言うからだろう！　それも天然の粗あら塩じお級に酷ひどいやつだ！　おい、まだ息はあるか、識！」

「そうなの……？　ごめんね、シキ」

　死んだ魚のような目で屈かがみこんだ識しきが、二人に、

「……いや、いいんだ。アーシェが言ってること、間違ってないから」

「……何があったか詳しく知らないから上う手まく慰めることは出来ないが、あまり気を落とすな。相手はあの天てん衣い無む縫ほうなフィーナだぞ？　きっと、識のことも許してくれる」

　シオンはそう言うと、背中を向けて、

「では、今度は私がフィーナの傍そばにいるとするよ。何が出来るか分からないが、愚痴を聞いてやることくらいは出来る。……識のことも、それとなく話せればいいんだがな」

「ちょっと待ってくれ。……フィーナに、伝えて欲しい。キャンプって、海に負けないくらい、青春っぽいことなんだって」

　膝ひざを抱えたままの識の言葉に、シオンが静止する。

「バーベキューなんか肉の争奪戦で一瞬だって気が緩ゆるめられないし、キャンプファイヤーとか理由なんてないけど妙にテンションが上がるし、季節感なんかぶった切って花火とかやっても良いいし、肝試しとかあいつのために作られたイベントって言っても過か言ごんじゃないし。……だから、フィーナにも来て欲しいってさ」

「……分かった。確かに伝えておこう」

　その言葉を最後に、シオンは立ち去っていく。

　やがて、ぽつんと残されるのは識。そして、そんな識を見下ろすアーシェ。

「……悪いな。俺のせいで、変な旅行になっちまって」

「別に、アーシェは気にしてないよ？　北海道とか沖縄に行ったり、魔物が来たり、最初っから滅め茶ちや苦く茶ちやな旅行だったもん。……出来れば、フィーナとは仲直りして欲しいけど」

　暗い表情をする識に、アーシェが、

「じゃあ、どうしよっか。時間も空いたし……しょうがないから子づくりでもする？」

「しません。どうして暇つぶし感覚で子づくりとか言えるかな、お前は」

「…………？」

「いや、何で不思議そうにしてるんだよ……」

　小首を傾かしげるアーシェに、識は半眼にならずにはいられない。

　──羨うらやましいくらい平常運転だな、アーシェは。

　感情の起き伏ふくが乏とぼしいというか、このエルフは本当にどんな状況でもブレない。こんな時でも、識へのアプローチを忘れないのだから。

「でも、シキは気分が良くないみたいだし……知ってる？　セックスって、ホモ・サピエンスの最大のストレス解消法らしいよ？」

「うわあ、そうなんだね。経験したことないから知らなかったよー。……だから、しないって。はっきり言って、こうやってツッコむのも疲れんだから」

「……突っ込む？」

「そういう意味じゃねーよっ！　頼むから、一回そのエロい思考から離れてくれ！」

「そうだね……じゃあ、たとえば──」

　またとんでもない言葉がでてくるんじゃないだろうな……と警戒する識しきに、アーシェは顔色一つ変えないまま、

「動物と、触れ合ってみる？　……オカピはいないけど、この山にだって動物はいるよ？」




　……数十分後。

　識は木こ陰かげで休みながら、目の前の光景に目を丸くしていた。

「すげー……。お前、そんな特技あったのかよ」

　識は、野生動物たちに囲まれるアーシェを見て思わず口にした。

　芝生に腰を下ろすアーシェの許もとに集まるのは、無邪気な野良犬や、可愛かわいらしい小鳥。恐ろしいことに猪いのししの子どもまでおり、アーシェの隣にちょこんと座っていた。

　あの後、アーシェは識の前から立ち去ったのだが、帰ってきたと思ったらたくさんの野生動物を従えているのだ。識が驚くのも無理はない。

「ひょっとして、〈ヒンミィリア〉のエルフって、動物と会話出来たりすんのか？」

「そういうわけじゃないよ。アーシェはエルフだから、人間より動物に懐なつかれやすいだけ。後は、ナイトがこの子たちの警戒心を解いてくれたおかげかな」












　アーシェが目線を落とすと、そこには膝ひざの上でうたた寝をする相棒のナイト。ナイトの頭には小鳥が休んでおり、普通の女の子が見たならキュン死するに違いない風景であった。

「シキも、良かったら触ってみる？　こんなにたくさんの動物と触れ合えるなんて、幸せだよ？　シキ、楽園はここにあるんだよ？」

「やけにテンション上がってんなあ」

「だって、ここにはシキのいる街じゃ絶対に会えない子もいるもん。ほら、このウリウリなんてすごく可愛かわいいでしょ？」

「はえーな、もう名前付けるくらい愛着湧わいてんのかよ」

　隣にいた猪いのししの子どもを指さすアーシェに、識しきは苦笑いを浮かべる。

　きっと、アーシェだって久々にたくさんの動物に会えて嬉うれしいのだろう。その表情は、心持ち優しそうに見える。動物園だったらもっとはしゃいでたのかな、とすらぼんやりと思った。

　と、不意にアーシェは自分の腕に目を落とすと、

「ここって、こんな珍しい子もいるんだ。実際に見るの初めてだけど、やっぱり可愛い。……駄目、くすぐったいよ。あんまり、アーシェの腕で動かないで？」

「……そんなに、可愛いのか？」

　嬉しそうに耳を動かすアーシェに好奇心がくすぐられ、識は腰を上げる。傍そばに近寄り、よく見てみようとアーシェの腕に顔を近づけて──、

　八本足でわさわさ動く生き物に、識は固まった。

　クモだった。

　識が笑顔のまま凍こおり付いていたのは一瞬、すぐさま爆発的に魔力を熾おこす。思いっきり地面を蹴り、尋常じゃない砂煙を上げながら戦線離脱。そのまま近くにあった大木の枝に一跳びし、絶対安全圏へと退避。

　惚ほれ惚ぼれするくらい、見事な逃避であった。

「……シキ、もうちょっと静かにして？　動物たち、怖がっちゃうから」

「……な、なな──」

「……な？」

「なんてもんに和なごんでんだよお前はっ！　可愛いなんててんとう虫くらいのもんだろ！　間違ってもそんなおぞましいもんに言って良いい言葉じゃねえからな!?」

　まるで猫のように、枝の上からふーふーと威い嚇かくする識。

　と、アーシェがどこか拗すねたように、

「そんなことないよ。小さな生き物にだって、可愛いのたくさんいるもん。クモはもちろん、ムカデとかサソリだって愛らしいし、アーシェはゴキブリだって可愛いと思う。みんなは嫌ってるけど、ペットとして飼ってる人だっているんだよ？」

　この瞬間ほど、アーシェとは一生分かり合えないな、と識しきが絶望したことはない。

「でも、ちょっと意外。シキって、そんなに逃げるくらいクモが苦手なんだ」

「……別にいいだろ。誰だって、嫌いなもんの一つや二つはあるんだから」

「……初めて、識のこと可愛かわいいって思ったかも」

「あっ、もしかしてお前、俺のこと馬鹿にしたろ！」

「そういうわけじゃないよ。英雄なのにクモが怖いって、なんか可お笑かしいなって思って」

　枝の上より、識はじとーっとアーシェを見下ろす。

　あんな八本足のバケモノみたいな生物など、識にとっては嫌な思い出しかない。怖いもんは怖いのであって、識には近寄る気すら起きない。

　けれど、アーシェは優しい眼まな差ざしで、せっせと腕に上るクモを見守っている。その姿はいたいけで、こうしてずっと眺めていたいほどだ。

　ほんと、慎つつしみさえ持ってくれれば、文句のつけようもない美少女なんだけどな……そう、識が思ったときだ。

「どう、シキ？　少しは気分が良くなった？」

「……まあ、ちょっとは気が紛れたかもな。アーシェに癒いやされたのは、本当だし」

「そっか。……良かった。今朝から、ずっと落ち込んでたみたいだから」

「俺のこと気にしてくれてたのか？」

「だって、昨日のシキ、すごく取り乱してたから。やっぱり、〈ヴィルドラム〉の魔物が原因なんだよね？」

「………………」

　脳のう裏りに紋章を刻んだ魔獣が浮かび、全身に悪お寒かんが走る。

　それでも、識は何とか苦笑を浮かべて、

「まあな。異世界が大っ嫌いになったの、あいつらのせいみたいなもんだからな」

「そんなに、〈ヴィルドラム〉の戦争って、シキにとって苦痛だったの？」

「……しんどくなかった、なんて言ったらこれ以上の噓うそはないだろうな」

　だからこそ、識はこの旅行を計画したのだ。

　もう命なんて懸ける必要のない、普通で平凡で凡ぼん庸ような人生。そんな愛いとしき日々を過ごすために、フィーナたちと真剣に向き合おうと決めたのだから。

「……あのね、シキ。アーシェが保証するけど、〈ヒンミィリア〉ってすごく良いい世界だよ？　悪い魔物だって今は大人しいし、みんなそれなりに楽しく生きてる。それにアーシェの世界は女の子しかいないから、シキならハーレムでうはうはだよ？　据すえ膳ぜん食くわぬは男の恥らしいよ？」

「変わんねえな、お前は。今でも俺に異世界に来て欲しいって思ってんだから」

「うん、やっぱり諦めきれないかな。アーシェの世界を救ってくれる人は、今のところシキしか知らないし……それに、どうしてもシキの赤ちゃんが欲しいから」

「……だから、そういうこと真顔で言うんじゃねえって」

　思わず、気恥ずかしそうにそっぽを向く識しき。ほんと、アーシェはいつも通りだ。こうして拒否しても何度もアタックしてくるし、異世界少女組の中で最も手て強ごわいのはこのエルフなのかも──。

「でも、ちょっと方法を変えてみようかなって昨日から考えてるの。……何とかして、性交渉しなくてもシキの子どもをつくれないかなって」

　…………………………………。

　はい？

「けど、やっぱり難しいかも。アーシェの魔術で人工授精しても女性しか生まれないし、旅行が終わったらこの世界の医療技術について勉強しようかなって思ってるけど……」

「ま、待て待て待てっ！　お前今、性交渉なしでって言ったよな!?　それってつまり、俺とそういうことをしないで済む手段を考えてるってことなのか!?」

「そうだけど……シキは、アーシェを抱きたいの？　あんなに嫌がってたのに？」

「だって、さっき散々言っただろ！　その……俺と子づくりしたいって！　言ってることが真逆じゃねえか！」

「……シキ、もしかして勘違いしてる？」

　アーシェが小首を傾かしげながら、

「あれ、冗談だよ？」

「…………はあ？」

「シキが元気ないみたいだから、ちょっとふざけてみたんだけど……やっぱり、アーシェにギャグは向いてないみたい。シキ、全然笑わなかったから」

「…………。冗談に聞こえないんだよ、お前が言うと。っていうか、あれか。急に下ネタぶち込んでくるとか、おっさんかお前は」

　識は思いっきり脱力すると、

「そもそも、いきなり何の心変わりだよ。今までずっと、恥ずかしげもなく子どもが欲しいなんて言ってたのに」

「えっとね……シキのことは、好きだよ？　アーシェがエルフでも他の人と同じように接してくれるし、偏見もなければ差別もしない。良くも悪くも純粋なところはすごく人間らしいし、出来ればずっとこのまま傍そばにいたいって思う」

「……おう。そっか」

　何とか、識は必死で平静を装う。やっぱり、アーシェの前じゃ一瞬でも気が抜けない。こんな飾り気のない言葉を、当たり前のように口にするのだから。

「けど、アーシェにはいまいちピンとこないけど……子づくりって、大切な人とするべきことなんだよね？　あなたと死ぬまで添そい遂げたいって言葉以外で伝えるような、そんな愛情表現の一種でもある。そして、それは多くの異世界での共通認識。そうだよね？」

　このときの識しきの衝撃たるや、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい。知的好奇心から識の恥ち部ぶを見ようとしたことさえあるアーシェが、こんなまともなことを言うなんて。

「だから、もっと別の方法がないかなって、ちょっとだけ考えてるんだ」

　そう言うと、アーシェは膝ひざに乗せたナイトを慈いつくしむように撫なでて、

「だって、もしシキと身体からだを重ねたら、フィーナが悲しむ気がするから。……上う手まく言葉に出来ないけど、そう考えたら胸がきゅってなるの。こんなの、〈ヒンミィリア〉だと一度もなかったのに」

　突然出てきたその名前に、頭の奥がじんと痺しびれた。

　識はわずかに動揺しながら、どうして今フィーナが出てくるのか少しだけ考えて、

「ああ、そういうことか。確かにそうかもな。あいつだって、俺に神しん霊れい代行になって欲しいんだし。俺が誰かと恋人関係になるなんて嫌だろうよ」

「……多分ね、そういうことじゃないと思うんだ」

「そういうことじゃないって、じゃあどういうことだよ」

「……アーシェにも、ちゃんと説明出来ないかな。だって、フィーナも良く分かってないみたいだから。フィーナが識に抱いてる感情ってきっと──そんな、本人でさえ言葉に出来ないようなものだと思うから」

　そして、識は信じられないものを見た。

　いつだって感情を顔に出すことがない、あのアーシェが──いたずらっぽい笑みを浮かべていたのだ。それも、笑顔だと分かるくらいに、はっきりと。

「だから、シキとフィーナには仲直りして欲しい。……このままぎくしゃくしたままの二人なんて、見たくないから」

「……悪いな。アーシェにまで、心配かけて」

　識は、憂うれいのこもった眼まな差ざしで俯うつむく。

　あれだけひどい悪態をぶつけてしまったのだ。会いたくないと思っているのは道理だし……もしかしたら、幻滅されるほどに嫌われてしまったかもしれない。

　嫌だな、と心の底から思う。

　本当に、自分にフィーナに会う資格があるのか。識は不意に恐ろしくなってしまう……。

「安心して、シキ。……きっと、全部上手くいくから」

　優しいアーシェの声こわ音ねに、識は顔を上げる。

「フィーナは、ほんのちょっとだけ勇気が出せないだけだと思うから。……フィーナは、シキにひどいこと言われたって心が折れるような、そんな弱い女の子じゃないもん」

「……アーシェ？」

「だから、信じてていいよ？　アーシェたちと……それに、フィーナのこと」

　いつもと変わらない、無表情のままのアーシェ。

　しかしその声は、普段のアーシェから想像も出来ないくらい、力強かった。




　……とはいうものの。

「結局、何もないままこんな時間になっちまったな……」

　夕暮れ時のキャンプ場にて、識しきは街を見下ろしながら一人ごちた。

　ジオラマのようなちっぽけな街は茜あかね色いろに染まる、幻想的な風景……なのだが、正直なところそんなことはどーでもいい。

　それよりも、未いまだにフィーナに会えていないことの方が、余程重要だった。

「そりゃそうだよな。……会いたいなんて思うわけないよな」

　遠い目で空を見上げ……ふと、背後に人の気配。

　振り返れば、そこにいたのはシオンだ。

「識、ちょっといいか？　君に手伝って欲しいことがあるのだが」

「ん……そうだな。もう夕食の時間だもんな。いい加減バーベキューの準備とか──」

　そこまで口にして、ふと識は気づく。

　シオンが、現在手にしている物……ひょっとして、石せつ鹼けんとバスタオルではなかろうか。

「……ああ、そうか。そういや銭湯ないもんな、この辺り。風ふ呂ろに入るなら、自分たちで用意したもんで入浴しなきゃいけないんだっけか」

「うむ、その通りだ。そこで、君に頼みたいことがあ」

「断る」

「るんだが是ぜ非ひとも火の加減を見て欲しいんだ。誰かが見張っていないと、すぐに火が消えてしまうからな」

「ここまではっきり拒否したのによく平然と言い切ったな……」

　識は、じとーっとシオンを見つめ、

「あのさ、いくらなんでもそれは無理があるだろ？　俺である必要性が一切ねえよ。火の調整なら、同じ女の子のアーシェに頼むのが道理なんだから」

「識、君こそ失念してるようだ。……私たちは、フィーナの世話をしなければいけないんだ。アーシェが私の入浴に付き合ったら、誰がフィーナの傍そばにいるんだ？」

「………………」

　その一言に、識の額に一筋の汗が流れた。

「だから、これは止やむを得えない事態なんだ。たとえ君が私の一いつ糸し纏まとわぬ姿を見てしまっても、それは不可抗力なんだ。その結果、君が私に懸け想そうしてしまってもそれはしょうがないの一言で済んでしまうわけだな、うむ」

「後半が願望だだもれになってんじゃねえか……」

「だが、筋は通っているだろう？　私だって、身体からだを洗わないまま一晩過ごすのは少々恥ずかしいからな。……それとも、君は私たちを辱はずかしめて喜ぶ趣味でもあるのか？　もしそうなら、あれだな。ちょっと引くな」

「一方的に変態扱いしてんじゃねーよっ！　こっちのが引くわ！」

　識しきは思わず大声を出すと、がりがりと頭をかき、

「あー、はいはい。分かったよ、手伝えばいいんだろ？　俺しかいねえんだしな」

「うむ、分かってくれれば良いいんだ。入浴の準備は出来てる。ついてきてくれ」

　識はシオンの背中を追うように歩き出す。

　やがて見えてきたのは、中にある何かを囲うように設置された布の仕切り。恐らく、風ふ呂ろを隠かくしてあるのだろう。散歩目的でこの山に訪れる人もいるし、目隠しは必須だ。

　遠目で識が眺めていると、仕切りの中からひょこりと、アーシェが顔を出した。こちらに駆け寄ってくると、

「シキ、お風呂の準備なら終わってるよ。……思う存分、シオンとアーシェに癒いやされて？　魔物とかフィーナのことで、シキも疲れてるよね」

「出来れば、その優しさは別の形で表現して欲しかったけどなあ」

　まさか、フィーナがいないこんな時にまで識を篭ろう絡らくしようとするとは。

　まあ、これも二人なりの気遣いかもしれないけどな……と、識が呆あきれたときだ。

「では、私は先に入浴しておこう。用意が終わるまで待っててくれ」

「その次はアーシェの番だね。じゃあ、アーシェはフィーナのとこに戻ってるから、シオンが終わったら呼んでね？」

　そう言って、シオンは仕切りへ、アーシェは展望台へと歩き出す。

　それから、数分は経たっただろうか。仕切りの中から、シオンの声。

「準備が出来たぞ。もう来てくれても大丈夫だ」

「うーっす」

　やる気のない返事と共に、識は足を踏み出す。いつもなら少しは緊張するだろうが、今の識の心理状態は賢者の如ごとし。如い何かなる煩ぼん悩のうも湧わきようがないのである。

　──まあ、でも。話し相手になってくれるだけでも、有あり難がたいかもな。

　この時間を利用して、二人にはフィーナのことで相談に乗ってもらおう。シオンとアーシェは色仕掛けをしてくるかもしれないが、そんなの知ったこっちゃない。華か麗れいにスルーしてやればいいのだ。そう考えながら仕切りの布を捲めくると、

　識は、胸を撃ち抜かれたかのように硬直した。

「……識、さま？」

　わずかに生き残った理性が、これは夢か何かなのか、と問いかける。だって、シオンは確かに仕切りの中に消えていったはずで、ならばここにいるのはシオンただ一人のはず。

　それなのに、目の前にいるのは──入浴をしている、フィーナだけだった。

「「………………………………」」

　どちらも、言葉など口に出来なかった。

　フィーナは、ドラム缶風ぶ呂ろに全身浸つかったまま、目をぱちくりとさせて識しきを見つめていた。ほんの数秒前までお風呂を楽しんでいたのだろう。湯船には黄色いアヒルのおもちゃが、驚く二人を横目にぷかぷかと浮かんでいた。

　……やがて、

「え、わっ──きゃああああっ！」

「うおおおおおおおっ!?」

　静止した時間が動き出すように、識もフィーナも思いっきり悲鳴を上げた。

　識は外へと飛び出すと、どうしてかそこにはシオンとアーシェの姿があった。識は取り乱しながらも二人に、

「お、おい、どういうことだこれ！　中に、中にフィーナがいるぞ!?」

「知っているよ、そんなことは。これは私とアーシェが考えた作戦なんだから」

「……はあ？」












　シオンが、しれーっとした表情を浮かべながら、

「フィーナには、何度も識しきが会いたがってると言ったんだ。けれど、彼女は決心がつかないみたいだったからな。このままじゃ埒らちが明かないし、こうして強硬策を取らせてもらったわけだ」

「よかったね、シキ。これで、やっとフィーナと二人っきりで話せるよ」

　ぽかん、と呆あつ気けに取られる識。

　つまり……二人は、自分とフィーナを会わせるために芝居を打ったということ？　やけに風ふ呂ろに入りたがってたのも、惚ほれるだとか癒いやされるだとかも、全部フェイク？

　そう、識は悟った瞬間、

「──じゃあ最初っから全部俺に話してくれよっ！　こんな手品みたいに手の込んだことしやがって、こっちだって心の準備とか色々あるんだから！」

「フィーナだけ何も知らないのはフェアじゃないだろう。それに、慌てる君の姿も愉ゆ快かいだったしな。あんな滑こつ稽けいな識は久々に見たぞ（笑）」

「せめて笑うのくらい我慢してくれませんかね!?　それにだな、風呂なんて緊張感の欠片かけらもないとこで真面目まじめな話なんて出来るかよ!?」

「でも、今ならフィーナは絶対に逃げれないよ？　フィーナの服と下着なら、アーシェが持ってるもん」

「アーシェ、可愛かわいい顔して鬼畜じみたこと言ってんな!?」

「私だって、本音を言えば避けたかったさ。お風呂なんて美お味いしい状況で、君とフィーナを二人きりにしたくなかったからな」

　そう言って、シオンは肩をすくめる。

「だが、実際のところ、フィーナの逃げ場がない場所なんて風呂かトイレしかないんだ。それとも、君はフィーナがトイレでお花を摘つんでいる時に謝罪したかったのか？　もしそうなら、あれだな。がっつり引くな」

「だから一方的に決めつけてんじゃねーよ！」

　叫び疲れた識は、ぜいぜいと息をつき……やがて、複雑な顔をすると、

「本当に良いいのかよ。こんな、無理にフィーナと顔を合わせるようなことをして。……だって、俺はあいつを傷つけちまって。だからあいつは俺に会いたくなくて──」

「それは違うぞ、識。フィーナは、決して君のことを憎んでなどいない」

　そのシオンの言葉が識には、意外なくらいはっきりと聞こえた。

「今日に限って言えば、私たちは君よりもフィーナを見てきたんだ。だからこそ断言出来る。……フィーナが苦しんでいるのは、彼女が自分自身を責めているからだ」

「……あいつが、自分自身を？」

　識の疑問の声に答えるのは、アーシェ。

「信じてみてって、言ったよね？　アーシェたちと……それにフィーナのこと」

　識しきは、迷いのない二人を前に言葉を失う。

　フィーナと会うことが怖くないと言えば噓うそになる。顔も見たくないなんて言われたらその場で撃沈する自信があるし、涙なんか流されたら消えてしまいたいとさえ思うだろう。

　それでも、けじめはつけなければならないのだ、絶対に。

　ぱんっ、という軽快な音をたてて、識は自分の両頰を叩たたく。

「……悪いな、二人には世話をかけて」

　識は仕切りへと歩き出す。この向こうにフィーナがいる。そう考えるだけで、動どう悸きは駆け足を始めて目眩めまいさえ起こしそう。

「……フィーナ、ちょっといいか？」

　一度だけ深呼吸をして、識は呼びかける。

「シオンが言ってたけど、ドラム缶風ぶ呂ろって放っておいたらあっという間に火が消えちまうみたいなんだ。だから、誰かが見張ってる必要があって……俺がしても良いいかな」

　返事はすぐにはなかった。

　けれど、少しの間を置いてから、

「……はい。よろしく、お願いします」

　識は力が抜けるくらい安あん堵どして、仕切りの布に手をかける。ゆっくりと、しかし躊躇ためらいはせずに捲めくった。

　真っ先に目に映ったのは、ドラム缶の中で、こちらに背を向けるフィーナ。

　その露あらわになった背中のラインに、思わずどきりとなる。衣服という名の不純物が一切取り除かれた、綺き麗れいな肌。識は思わず目を逸そらしながら、

「えっと、まずは火を燃やし続けなきゃだよな。……心配しないでくれ。フィーナの身体からだは極力見ないようにするから。ずっと、火の調子だけ見てるから」

　識は屈かがみこみ、用意されていた木の枝の一つを火にくべる。

「ぬるかったら遠慮なく言ってくれよ、フィーナが風邪を引いたら大変だしな。……湯加減はどうだ？」

「…………」

　しかしフィーナからの返答はなく、心配になった識は再び声をあげる。

「フィーナ？」

「えっ──あっ、はい！　そ、そうですね！　わたしもそっちに賛成です！」

「……いや、いいんだよ。聞いてなかったら、無理に合わせなくても」

「…………。すみません……」

　しゅん、としたようなフィーナの声。

　それも当然だろうな、と識は自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みさえ浮かべてしまう。こうして会うことこそ認めてくれたが、フィーナだって思うところがあるはずなのだ。昨日の暴言を、そう簡単に許してくれるわけが──、

「そ、その……昨日から、ずっと考えてるんです。識しきさまに、どんな言葉をかければ良いいのかなって」

　ぽつりと、フィーナは弱々しく口にする。

「だって、怒ってて当然だと思いますから　……昨日、識さまを傷つけちゃいましたから」

　一瞬、聞き間違いさえ疑った。

　しかし、フィーナは今までの不安を言葉にするかのように、

「後悔してるんです、識さまの代わりに戦いたいなんて言っちゃったこと。だって、識さまはわたしが未熟なせいで苦しい思いをしたんですよね？　それなのに、わたしは無責任に識さまの過去に足を踏み入れて……ほんと、わたしって駄目ですね。そっとしてあげるのも優しさだって、シオンさんにも言われたのに」

　つまり、フィーナが識に会いたくなかったのは──自分が、識を悲しませたと思っているから。だからこそ、識に会う資格がないと思い込んでいた。

　まるで、識がフィーナに同じ感情を抱いたように。

　識の頭の中で、何だよそれ、という声が聞こえた。

「シオンさんたちは、識さまがわたしに会いたがってるって教えてくれました。……それでも、怖かったんです。また識さまに悲しい思いをさせちゃったらどうしようって。もしかしたら、今度は愛あい想そを尽かされるくらい嫌われちゃうのかも──」

「なんでだよ──フィーナは、自分を責める理由なんて何一つないだろ!?」

「えっ……わわっ!?」

　識は立ち上がり、ドラム缶の縁ふちに両手を置いて必死の表情で、

「だって、フィーナは俺に優しくしてくれただろ!?　そんなの間違ってるわけないんだよ！　自己嫌悪するべきなのは、最低なことを言った俺の方なんだ！」

「し、識さまっ!?　近い、近いです！　それに、わたし今お風ふ呂ろに入ってますよ!?」

　その言葉に、識は我に返る。

　視界いっぱいに広がるのは、これ以上ないくらい慌てたフィーナ。

「あっ……わ、悪い」

　慌てて、再び焚たき火びと睨にらめっこをする識。

　フィーナの顔、久しぶりに見た気がするな──そう胸の中で呟つぶやいた直後、頭上から聞こえてくるのは、先程より柔らかくなったフィーナの声こわ音ね。

「でも、ほっとしました。わたしのこと、許してくれたんだって」

「それはこっちの台詞せりふだよ。俺だって、フィーナに嫌われたって思ってたんだから。そもそも、許すも何も俺は怒ってないしな」

「そ、そうなんですか？　ほんとに、ほんと～に怒ってないですか」

「ああ、これっぽっちもな」

　ほんと、笑ってしまう。たった一度顔を合わせてれば全て解決したのに、こんなにも引きずってしまったのだから。

　ただ、それでも……誤ご魔ま化かしちゃいけない感情がある。

「あのさ、俺はフィーナに何も出来ないなんて言ってしまったこと、本当に後悔してるんだよ。俺が魔物と戦えるのは、フィーナの神域魔術アイテールがあるからだし……何よりも、フィーナは俺との旅行を喜んでくれたから。それって、たとえば世界を救えるような魔術が使えることよりも、俺にとってはずっと嬉うれしいことなんだ」

「……なんか、ちょっとくすぐったいです。識しきさま、いつもより優しいですから」

「……実は、俺もちょっと恥ずかしい」

　そう口にして、識は気恥ずかしそうに焚たき火びを見つめながら、

「けど、それくらい昨日のことは反省してるつもりだから。……だから、何よりも俺がフィーナに言わなきゃいけないのは、ごめんって言葉なんだと思う」

　識は地面にどかりと座り、深々と頭を下げた。

「本当にすみませんでした。……今日一日をチャラにするくらい楽しい旅行にするので、俺と青春っぽいことってやつに付き合ってください」

「……謝らないでください。わたしだって、識さまのこと気にしてたんですから」

　やがて、フィーナは続けて、

「こちらこそ、ごめんなさいです。それと……こんなへっぽこ女神で良かったら、よろしくお願いします」

　その言葉を最後に、若干の静寂が流れ……やがて、フィーナが恥ずかしそうに、

「あ、あははっ！　な、なんか、こういう会話って照れちゃいますね」

「……まあ、そうかもな。俺がこんな素直なこと言うの珍しいって自分でも思うし──」

「そ、そうじゃないです。付き合ってくださいとか、よろしくお願いしますとか。……まるで、恋愛漫画とかでよく見るあれみたいだなー、なんて思っちゃったりして」

「……っ！　あ、あー、そういうことか！　確かにそれっぽかったかもなあ！」

　焦ったように、識は必要もないのにぽいぽいと大量の木の枝を火に突っ込む。

　言われてみれば、フィーナの言う通り──今のは、告白っぽかったかもしれない。

「それより、俺も気合を入れないとな！　まずはあれだ、今夜ここに来る魔物を一発ぶっとばさねーと！　せっかくの旅行をあいつらに台無しにされたままなんて、全世界のぼっち代表として許せねえもんな！」

　全力で話を逸そらそうとするような識の言葉に、フィーナは不安そうに、

「識さま、本当に大丈夫ですか？……また、あの魔物が来るかもしれないんですよね？」

　ぴたり、と識しきが硬直する。

　フィーナが不安になるのも当然だろう。識は昨日、〈ヴィルドラム〉の魔物を前にあれだけ取り乱したのだから。

「まあ、何とかなるさ。〈ヴィルドラム〉じゃ、嫌になるくらいあいつらの相手をしてきたんだから」

「……ほんとに、ごめんなさい。わたしって女神なのに、全然識さまの力になれなくて」

「止よせよ。さっきも言っただろ、フィーナたちがいてくれるだけで嬉うれしいんだって。俺を気遣ってくれるやつなんて、今までいなかったからな。心配してくれるだけでも、俺には勿もつ体たいないくらいだよ」

　けれど、フィーナは沈黙して……やがて、ぽつりと呟つぶやいた。

「えっと、識さま。一つだけお願いがあるんですけど、聞いてくれますか？」

「内容によるな。背中を流してくれとか言われたら、大却下するし」

　しかし、冗談交じりの識の言葉にもフィーナは無反応。

　やがて聞こえてきたのは、躊躇ためらいがちなフィーナの声。

「──識さまの過去のこと、話して欲しいなあ、なんて」

　全身が麻ま痺ひしたように、木の枝を握った識の手が止まった。

　識が絶句した気配が伝わったのか、ざばざばとお湯をかく音が聞こえた。湯船の中で慌てたように手を振ってるのだろう、多分。

「あ、あの、識さまにとって嫌な思い出ってことは分かってるんです！　でも、ほんのちょっとでも識さまのために何かしたいなーって思って！　だから、話相手くらいなら、わたしだって出来る気がするんですよ！」

　ちょっとは落ち着いたのだろう。やがて、ざぶざぶ音が消える。

「だって、識さまは今も〈ヴィルドラム〉の記憶に苦しんでるんですよね？……だから、今まであった嫌なこととか、つらかったこととか。少しでも話してくれたら、識さまもすっきりするのかなって」

「……なるほどな。そういえば、英雄だった頃の俺のことなんて誰にも話したことなかったっけか。まあ、考えてみれば当然か。異世界のことなんて話せるわけないし」

「だ、だったら、わたしなら大丈夫ですよね！　異世界のことなら何でも──」

「けど、やっぱ言えねえよ」

　その断固とした口調に、フィーナが黙り込む。

　識の顔に浮かぶのは、自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みだ。

「正直、あの異世界で過ごした日のことは誰にも話すつもりはないんだ。話してて楽しい話題じゃないし、それに他人の苦労話なんて聞いてる方も幸せにならないだろ」

「……誰にも、言うつもりはないんですか？」

「そうだな、多分一生ないと思う。……けど、ひょっとしたら野良猫とかに愚痴くらいは零こぼすかもな。あいつらなら、俺の話なんて興味もなければ理解もしないし──」

「──にゃあん」

「はっ？」

　突然聞こえた猫の鳴なき真ま似ねに、識しきは思わず顔を上げ……そのまま、呆あつ気けに取られる。

　視界に映るのは、頰を染めて、ドラム缶の中から半分だけ顔を出したフィーナ。

「にゃー、ふにゃあ」

　どれだけ恥ずかしいのだろう。フィーナの宝石のような瞳は揺れ、甘い声は微かすかに震えている。それでも、フィーナはにゃーにゃーと鳴き続ける。

　なに、この可愛かわいい生き物。

　そう、識がぼうっと見上げていると、

「……何か言ってくださいよ。恥ずかしくて死んじゃいます」

「…………。いや、そりゃ驚くだろ。いきなり猫の真似なんてしてるんだから」

「……だって識さまは、野良猫になら話すかもって言いました」

　その一言に目を丸くする識を、フィーナがじっと見つめながら、

「識さまが自分の過去を一人で引きずってるのに、わたしは隣で見てるだけなんて、寂しいんです。……せめて、わたしも背負うことくらい出来ませんか？」

　好奇心などではない、ということは識にも理解出来る。フィーナは心の底から識のことを思ってくれていて、だからこそこうして真しん摯しに語りかけてくれている。

　……けれど、

「……悪い。それでも、話せない」

　さっきよりもずっと小さな、識の声。

「言葉にしたら、きっと昨日みたいに暴言をぶつけることになるし……やっぱり、あの頃の自分を思い出したくないんだ」

　どれだけ苦しい思い出でも、いつかは必ず色いろ褪あせるのだろう。

　たとえば、好きな娘こにプロポーズして鼻で笑われたとか。たとえば、受験に失敗して一浪しただとか。そんなこともあったと笑い飛ばせる日はくるのだろう。

　けれど、識の心は、未いまだあの血だまりの荒野に置き去りになっている。

　目に映るもの、耳に聴こえるもの、指先に伝わるもの。その全てを英雄だった自分は憎み、怯おびえていて──風化させることなど、識には出来なかった。

「だから、フィーナの言葉は嬉うれしいけど……今はまだ、そっとしておいて欲しいんだ」

「……そう、ですよね。だから、識さまは今でも異世界を拒こばんでるんですもんね」

　どれほど識の気持ちが届いたのだろう。フィーナはそれ以上言げん及きゆうすることはせず、湿っぽさを吹き飛ばすように、

「でも、忘れないでくださいね。識しきさまに嫌なことがあったら、遠慮なく言ってくれていいですから！　それはもう、どんな小さなことでもいいです！」

「……おう。ありがとな、フィーナ」

　識は頰を緩ゆるめて……ふと、気づく。

　火を燃やし続けるための木の枝が、残り少なくなっていた。

「ちょっと待っててくれ、外の二人に燃やすものがないか聞いてくる。……っていうか、火の見張り自体代わってもらうか。シオンかアーシェの方が良いいもんな」

「……それは、不許可です。識さまは、もうちょっとだけここにいてください」

　腰を上げようとした識が、ぴたりと固まる。

　躊躇ためらいがちに見上げれば、そっぽを向きながらも、か～っと真っ赤になるフィーナ。

「……フィーナさん。恥ずかしいなら、無理しなくていいですよ？」

「だ、だって……識さまとこうしてお話しするの、すごく久しぶりな気がしますもん」

「いや、けどさ。今の状況って精神衛生上よろしくないんだよ。フィーナは目の前で風ふ呂ろ入ってるし、壁になってんのドラム缶のうすーい金属だけだし」

「……別に、良いです。普段だって、わたしの身体からだ隠かくしてるの布切れ一枚ですもん」

　ロックな考え方だな、と識は胸きよう中ちゆうで呟つぶやく。まあしかし、識が直視しなければ済む話なのだ。よく考えてみれば、大したことではないのかもしれない。

　それに、やっとフィーナといつも通りになれたのだ。もう少し言葉を交わしたって、シオンとアーシェも大目に見てくれるだろう。

　……もっとも、そんなこと気恥ずかしくて、フィーナの前じゃ言えないけれど。




　確かに識は、フィーナにキャンプに参加して欲しいと言ったのだ。

　……しかし、

「……おかしいな。俺が知ってるキャンプって、こんな混こん沌とんとしたものじゃないはずだが」

　識は右手にバーベキューの串を、左手に手持ち花火を持ち呟いた。

　星を散りばめた夜空の下。そこでは今まさにバーベキュー大会が行われ、さらにその傍そばではバケツの中に花火の残骸が突っ込まれ、おまけに遠くではキャンプファイヤーがごうごうと燃えている。

　狂きよう宴えんとしか言いようがない光景が、広がっていた。

「識さまっ、ぼ～っとしてたらお肉なくなっちゃいますよーっ！」

　振り返れば、そこにいるのは楽し気に食材をコンロに並べるフィーナ。その近くではシオンが食事をし、アーシェはナイトと一緒に花火に興きようじていた。

　もう時間もありませんし、全部一緒にしませんか？──そんな、フィーナの何気ない一言がきっかけだった。

　その結果、ＢＢＱバーベキユー＆花火＆キャンファ＆肝試しを行うことになったのだ。ちなみに肝試し成分はナイトが担当しており、おでこにはナプキンで作られた三角のあれと、おどろおどろしい火の玉の代わりに数十本に束ねられた線香花火が貼り付けられている。ナイトはけろっとしているが、動物愛護団体に見られたら怒られるだろうなと識しきは切に思う。

　識は呆あきれたような表情で、フィーナに、

「なあ、これ俺が思ってた青春っぽいイメージと違う気がするんだけど」

「そうですか？　……でも、いいとこ取りですよ？」

「そうだな。少々節操はないが、私は構わないと思うぞ。朝からずっとフィーナはへこんでたからな。やっとフィーナらしくなって、嬉うれしいくらいだ」

「あはは……シオンさんとアーシェさんには、その節せつはお世話になりました」

　二人にぺこり、とお辞じ儀ぎをするフィーナ。シオンは澄ました表情で、

「それに、こういうのも悪くない。焚たき火びを眺めながら料理に舌した鼓つづみを打つ、というのもなかなか趣おもむきがあるぞ。なにより肉がうまい。見ろ、この飛び散る肉汁を」

「あっ、シオンさん。お肉ばっかりじゃなくて野菜もちゃんと食べなきゃ駄目ですよ。肉肉野菜肉野菜のリズムが大切なんですから。はい、復唱してください」

「肉肉肉肉肉」

「全否定されました……。そんなんじゃ身体からだに悪いですよ？」

「良いいんだ、わたしは騎士だから。栄養より効率よく筋肉を付ける方が重要だからな。……欲を言えば、元の世界にいたように狩猟をしたかったがな。昼間に猪いのししの子どもを見つけたし」

「もしウリウリを食べたら、シオンのこと許さないよ。アーシェもナイトと一緒にシオンに嚙かみつくから」

　識たちは、花火をしているアーシェに視線を移す。シオンが訝いぶかし気げに。

「なんだ、あの猪はアーシェの知り合いだったのか」

「うん。だから、優しくしてあげて？　生き物を食べること自体は止やめないけど、やっぱり仲良くなった子は、ここで生きていて欲しいもん」

「……アーシェは、友達を大切にするフレンズなんだな」

「ちょっとシオンが何言ってるか分かんない」

「それより、もうアーシェさんはバーベキューいいんですか？　遠慮なくたくさん食べてください、食材ならまだありますよー」

「アーシェはお腹なかいっぱいだから、もう大丈夫かな」

「そうですか？　野菜とかたくさん余ってるんですけど……あっ！　アーシェさん、そのくるくる回るのもう使っちゃうんですか!?　わたし、楽しみにしてたのに……」

「そうなの？　……じゃあ、フィーナがやっていいよ？」

「えっ、いいんですか!?」

「……そんなに面白いのか、その花火というやつは」

　無邪気に目をきらきらさせるフィーナ。そして、しれっと大量の串をかっさらったシオンがアーシェの許もとへと駆け寄った。

　フィーナが、ふふーん、と自慢げに回転花火に手を掲げると、

「火ならわたしの四大魔術アルケーに任せてください、なんたって女神ですから。これくらい、わたしにかかれば朝飯前ですよ！」

「……別に、大丈夫だよ？　火なら、キャンプファイヤーがあるもん」

「そ、そうかもですけど……ほら、資源って大切にするべきだと思うんですよね！」

「そういえば、あのキャンプファイヤーの火種もフィーナの魔術だったな。……余程、神域魔術アイテール以外で役に立ったのが嬉うれしかったんだな」

「よーし、それじゃあいきますよっ！」

　シオンの言葉を誤ご魔ま化かすように、フィーナが「〈フレイム・シュート〉！」と魔術を起動する。二度見しそうになるほどちっぽけな火の球が、ぽへ、と飛び出し、回転花火に着火。

　やがて、しゅばばばばばば、と鮮やかに花火が回転する。

　その光景に、「うわあ……！」と子どもみたいな反応をするフィーナ。そして、ふむ、と神妙に頷うなずくシオン。

「なるほど、とても綺き麗れいだな。アーシェが夢中になるのも分かる気がする」

「そうでしょ？　……それに、ナイトも喜んでるみたいだから。この子がいてくれるから、ずっと花火で遊んでられるの」

　アーシェの視線の先には、花火をくわえてぱたぱたと尻尾しつぽを振るナイト。まるで、「今度はこれ見せてー」と急せかしているみたいだ。

「なら今度はその花火にするか。少し待ってくれ、手に持ってるもの全部片づけるから」

「じゃあ、ナイトにも手伝ってもらおっか。この子は、もうちょっと食べれるみたい」

　和なごやかに、そして楽し気に言葉を交わす少女たち。

　その光景を、識しきはただただ無言で眺めている。

　自分には不釣り合いなひと時だな、と識は思う。仮にクラスメイトとキャンプに来ても、きっとあの輪に加わることは出来ないだろう。残飯処理とかゴミの片づけとか、雑用に追われるのが関の山だ。

　そう、識がぼんやりと考えていると、

「識さまも、こっちに来て一緒に花火やりませんか？」

　不意に聞こえた少女の声。

　我に返ると、目の前には心配したようなフィーナ。

「……どうしたんですか？　さっきから、ずっとぼーっとしてます」

「ん、いや……なんか、騒がしいキャンプだなって思って」

「……むー。識しきさま、もしかしてまだ青春っぽくないとか思ってます？」

「そういうわけじゃねえよ。たださ……フィーナたちなら、どんなことしても今みたいになるんだろうなーって」

　きょとん、とするフィーナに、識は独り言のように、

「文化祭とか、クリスマスとか。フィーナたちといれば、こんな風に賑にぎやかになるんだろうなって考えてたんだ。……いや、そんな特別な日じゃなくても変わらないか。多分、ほんのちょっとしたことでも、バカ騒ぎになるんだろうな。フィーナたちが学校に来てから、ずっとそんな感じだったし」

「……識さまは、嫌ですか？」

「違うよ、逆だ。……こういうのも悪くないなって思って」

「……そ、そうですか？」

　照れくさそうに、えへへ、とフィーナは笑う……が、識は難しい表情を浮かべたままだ。

　そう、フィーナたちと一緒にいるのは悪くない。全然悪くない。

　それどころか、むしろ──。

「なあ、フィーナ」

　小さな声で、識は呟つぶやいた。

「どうして、フィーナたちって異世界で生まれたんだろうな」

「……へっ？」

　その時のフィーナといったら。鳩はとが豆鉄砲を食っても、こんな顔はしないだろう。

「えっと、識さま？　哲学的なものはわたしには難しすぎるので、ちょっと……」

「……いや、そうじゃなくてさ」

　つい、識は思ってしまう。

　もし、シオンが、アーシェが、そしてフィーナがこの世界に生まれた女の子なら、ごく普通の友達同士になれたのだろうか、と。

　だって、識は異世界が大嫌いだから。

　フィーナが女神で、シオンが女騎士で、アーシェがエルフだからこそ──識は、彼女たちと決別する覚悟で、この旅行を計画したのだから。

「……識さま？」

　急に黙り込んだ識を、フィーナが不思議そうに上目づかいで見つめる。

　と、急に識は笑みを浮かべると、

「よしっ！　じゃあ、そろそろ花火に参加するか！　フィーナ、確か打ち上げ花火ってあったよな？　俺、ああいう派手なやつが好きなんだよ」

「えっ？　……あっ、はい！　かしこまりです、すぐ用意しますね！」

　やっと識しきのテンションが上がったのが嬉うれしいのか、フィーナはまるで子犬のようにシオンとアーシェの許もとへと戻っていく。

　その後ろ姿を、識は苦笑しながら眺めていた。

　フィーナたちが喜んでくれる旅行にしようと決めたのだ。ならば、せめて今は一緒に楽しまなければ、彼女たちに悪いだろう。

　フィーナたちとのこれからについては、一人で悩めばいいだけのことだ。

　そう識は胸の内で呟つぶやくと、フィーナたちの許へ歩き出す。フィーナは準備万全といった風に、花火を前に両手を掲げている。その隣では、今か今かと打ち上げ花火を見つめるシオンとアーシェ。

　識のことを待っているのだろうか。フィーナに動く気配はない。

「おーい、フィーナ。俺ならいつでも大丈夫だから、始めてくれてもいいぞ」

　それとも、魔術の失敗にビビってるのだろうか。まあ、相手はあのフィーナだし、可能性はないとも言い切れない。もし例の小さな火の球さえ出てこなかったら、そのときは笑い飛ばすか、それとも励ますか──なんて考えながら、識はフィーナの近くに腰を下ろし、

　やっと、気づいた。

　フィーナが、強こわ張ばった表情で虚こ空くうを見つめていることに。

「……フィーナ？」

　識は呟くと同時にフィーナの目線を辿たどり、気づく。

　キャンプ場から見える、夜の街並み。

　そのぽつぽつと輝きを放はなつ灯あかりが、まるで蜃しん気き楼ろうのように揺らめいていた。

「これって……〈デプリベイション〉？」

　小さく疑問の声を発したのは、アーシェ。

　そして、誰よりも早く次の行動に移ったのは、識だった。

「残念だけど、キャンプは一いつ旦たん中止らしいな」

　浮かれ気分は一瞬で失うせた。識はバケツの水でバーベキューの火を消す。ふと視線を移せば、そこには既に異世界の衣装の召喚を果たしたシオンとアーシェ。そして、いそいそと女神っぽい服に着替えようとするフィーナ。

　識がフィーナから視線を逸そらすと、聞こえてきたのはシオンの声。

「まったく、好き勝手に楽しんでいただけにあまり文句も言えないが、魔物にももう少し空気を読んで欲しかったな。フィーナ、どれくらいで魔物はここに来るんだ？」

「それなんですけど……まだ、異世界転移の予兆がないんです」

　思わず、識はフィーナに振り返る。

　幸いというか、既にフィーナは着替え終え、緊張の表情をたたえていた。

「どういうことだ？　じゃあ、何で〈デプリベイション〉を起動したんだよ」

「……わたしじゃないです」

　識しきの疑問に答えたのは、小さなフィーナの声こわ音ね。

「わたしは、神域魔術アイテールは何も使っていません。気が付いたら、この山一帯が〈デプリベイション〉で切り離されていたんです」

「……じゃあ、それって──」

　思わず識は頭に浮かんだ疑問を口に出そうとする……が、それは叶かなわなかった。

　フィーナの肩が、びくんと跳はねたからだ。

「あっ……今、魔力反応を感知しました！　数は一つ──もうすぐここに来ます！」

「……そうか。じゃあ、後は俺の仕事だな。任せとけよ、すぐに終わらせるから。んで、その後はキャンプの続きだな」

「……はい、お願いします」

　もう、フィーナの中で答えは出たのだろう。識の代わりに戦うという言葉は口にしない。

「苦しかったら、いつでも言ってくださいね。わたしたちに何が出来るか分からないですけど、その……何か出来るように、頑張りますから」

「おう、ありがとな。けど大丈夫だよ。俺が魔物に負けたことなんて一度もないだろ？」

「それだけじゃないです。……識さまは昨日、すごく怯おびえてるみたいでしたから」

　確かに、あの時は情けなかったかもな──そう笑い飛ばそうとした識の言葉が、喉のどにつっかえる。

　俯うつむいてるフィーナの横顔。微かすかに見えた表情が、少しだけ泣きそう見えた。

　不安になるな、という方が無理な話なのだろう。フィーナは〈ヴィルドラム〉の魔物と対たい峙じした識を探し出すほど心配していたのだから。

　識の脳のう裏りに、昨日の涙を流すフィーナの姿が蘇よみがえり──理由があるとすれば、それだろう。

　識はフィーナの傍そばに歩み寄ると、その小さな頭に、ぽんと手を置いた。

「……識、さま？」

「……あんま、こういうヒーローっぽいことは言いたくないんだけどさ」

　識は、照れ隠かくしのようにそっぽを向きながら、

「これでも一応、世界を救った英雄なんだ。魔物にだって負けねえし、自分の過去にだって耐えてみせる。……だから、そんな顔しないでくれ」

「……はい。識さまとの旅行の続き、楽しみにしてますから」

　先程と変わらないか細い声。しかし、その口元は少しだけ緩ゆるんでいた。

　フィーナの笑みに、識は胸が軽くなるのを感じ……近くから、おほん、というわざとらしい咳せき払ばらい。二人はおもむろに振り向き、

「「……あっ」」

　綺き麗れいに、識しきとフィーナの言葉がハモる。

　そこには、不満たらたらといった表情のシオン。それに、何やら怒ったように耳を立てるアーシェ。

「識、念のために言っておくが、私だって君の力になれないことは不ふ甲が斐いないと思っているんだが？」

「……フィーナだけ、ずるい。アーシェもシキに頭ぽんぽんされたい」

「うっ……！　あ、あれだ。その話は全部終わってからにするか、うん」

「……それって、後でシオンさんとアーシェさんにも、同じことをするってことですか？」

「ちょ、なんで掘り下げるんだよ、せっかく話逸そらそうとしたのに！」

　何ど処こか不安そうな顔をしたフィーナに、識の背中に嫌な汗が流れた、その最さ中なか。

　ずん、と。彼方かなたから聞こえた重い衝撃音と共に、大地が小さく揺れた。

　その直後、再び識たちに緊張感が走る。魔物がこの地に転移を果たした。そう確信した識は、警戒心を露あらわに周囲に目を配り、次に山の頂いただきを見上げて……そのまま、呆ぼう然ぜんとする。

　山の頂上付近、雑木林の中。

　そこに、塔がそびえ立っていた。

「……な、なんですか、あれ」

　有り得ない光景に、フィーナがもらすのは狼ろう狽ばいした声。

　夜空を貫かんとばかりに、闇夜に沈む塔を識たちは啞あ然ぜんと眺め……やがて、その塔がゆるりと動き、識たちは知る。

　今、目にしているのは塔ではない──規格外の体たい軀くを持つ、魔物の首だった。

　魔物はさながら獲物を探すように、緩かん慢まんな動作で頭を動かしているが、やがて、こちらを見つめるように静止して──。

　その瞬間、きっとこの身体からだ中じゆうの血液は凍こおり付いたのだと、識は錯覚した。

　それほど、視界に映る魔物の存在に──闇の中で煌こう々こうと輝く紅あかい瞳に、戦せん慄りつした。

　識は目を見開き、ただ彼かの魔物を見つめている。一歩も動けないほど全身は強こわ張ばっているくせに、警けい鐘しようを鳴らすが如ごとく動どう悸きは激しくなっていく。混こん濁だくした思考の中、それでもわずかに生き残った理性が、不思議なくらいこの状況を受け入れていた。

　──ああ、そうか。

　たった今、自分がいるのは──あの悪夢の続きなのだ。

「ねえ、シキ。来るみたいだよ」

　識の耳に届いたのは、アーシェの声。

　次に微かすかに聞こえてくるのは、樹木が踏み潰される音。さながら土ど砂しや崩くずれのように、木々が順々に倒れていき……。

　やがて、雑木林を抜けて、魔物がキャンプ場へとその全ぜん貌ぼうを見せる。

　シオンとフィーナが、現れた魔物を見上げながら口にする。

「なるほど。やはりわたしが思った通り──ドラゴンのようだな」

「あの魔物って、もしかして──クモ、ですか？」

　直後二人は、ぽかんとした表情で顔を見合わせた。

　しかし、二人の答えはあながち間違いではないだろう──識しきたちの正面にいる魔物は龍りゆうでもあり、蜘く蛛もでもあるのだから。

　全長はおよそ十五メートル、建物の高さに変換すれば、およそ五階建てほどだろうか。

　外がい殻かくに覆われた胴体は八本の脚が支えており、その全ての先端には、鋼はがねさえ容易たやすく裂いてしまいそうな鉤かぎ爪づめが生えていた。そして、胴体から伸びる長い首の先には、ドラゴンの骨格を剝むき出だしにしたような、骸がい骨こつにも似た不気味な顔。

　何よりも異様なのは、瞳だ。

　その紅玉ルビーをはめ込んだような円つぶらで硬質な瞳には、凶暴さや獰どう猛もうさなど一切なく、感情らしきものすらも宿っていない、完全なる無。

　その魔物は、生き物と呼ぶには、あまりに無機質過ぎた。

「この子……いったい、何なの？」

　その魔物は、アーシェにとってどれほど驚きよう愕がくすべきものだったのだろう。

　アーシェは、今まで見たことがないほど、愕がく然ぜんとした表情を浮かべていた。

「今までの魔物と全然違う。ぞっとするくらい、この子からは何も感じない。まるで人形みたいに、ただそこにいるだけみたい。……本当に、こんな魔物が存在するの？」

「……流石さすが、アーシェだな。一目で、こいつの異常さに気づくなんて」

　それまで無言でいた識が、絞しぼり出だすような声で口にする。

「逃げろ、みんな。こいつは──ウロボロスは、今までの魔物とは訳が違う」

「……この魔物、ウロボロスって言うんですか？」

　ウロボロスを見つめながら、フィーナが呟つぶやく。

　果たして、魔物は何を考えているのか。識たちの前に現れたというのに、先程からじっとして動かない。首を傾かしげこちらを見つめるその姿は、子犬すら連想させた。

　フィーナは、識に視線を移し、

「でも、あの魔物、何もしてきませんよ？　それに、識さまはこの魔物を知って──」

「目を離すんじゃねえフィーナっ！」

　識が叫ぶのと、ウロボロスの胴体に淡く輝く紋章が浮かぶのは、同時だった。

　刹せつ那な、虚こ空くうに朱色の魔法陣が展開され、放はなたれるのは巨大な火球。

　それも数は──およそ、五〇。

　彼かの魔物は、たった一瞬で、五〇にものぼる火球を創り出していた。

　流星群の如ごとく降りしきる火炎の嵐。草花は燃え、大地は焦げ、ほんのわずかな間にキャンプ場は辺り一面火の海と化す……が、そこに識しきたちの姿はない。

　識はフィーナを抱え、射程圏外の木立に逃げ込んでいたからだ。シオンは自力で、そしてアーシェもナイトに乗せてもらったらしく、傍そばには二人の姿があった。

「うわ、うわわわっ！　なんかとても熱いですっ!?」

　余程魔物の攻撃が予想外だったのか、識の腕の中でフィーナが慌てふためく。

　しかし、どうやらシオンは、フィーナよりも幾分冷静らしい。頰に一筋汗を流しながら、

「識、どうやら君はあの魔物を知っているらしいな。ならば、これはどういうことだ。……何な故ぜ、あの魔物は魔術なんて使えるんだ」

　シオンが疑問を抱くのも、当然のことだった。

　魔術を唱えるためには術式を構築するための、特異感覚エクストラセンス。それは例外なく、高い知能を持つ種族でなければ持ちえないものだ。

　アーシェもシオンと同じことを思ったのか、

「もしかして、あのウロボロスっていう魔物は精霊に似た種族なの？　だったら、魔術でコミュニケーションを取ることも──」

「悪いが、今は説明するほどの時間はない」

　そう言うと、識はフィーナを地面に降ろし、

「シオン、それにアーシェ。フィーナを連れて逃げてくれ。俺が声をかけるまで、絶対に戻って来ないで欲しい。……ここからは、俺とあいつだけの勝負だ」

　その一言に、フィーナが息を吞のむ音が、はっきりと聞こえた。

　フィーナが動揺するのも、当然かもしれない。客観的に見たって、あの魔物は今までの敵とは異質なのだ。識だけで勝てるのか、不安になっているのだろう。

　だからこそ、識は、

「心配すんな。俺は、一度あいつと〈ヴィルドラム〉で戦ってるんだぜ？」

　小さく笑みを浮かべながら、言葉を継ぐ。

「約束してやるよ。……絶対、あんなバケモノなんかに負けねえ」

　フィーナが何か言葉にしようと口を小さく開く。が、そんな余裕など微み塵じんもない。

　林の奥から、わずかに見える魔法陣の煌きらめき。

　その直後、シオンが言葉もなくフィーナを背負う。ほんの一瞬でアーシェに目め配くばせをすると、離脱するために駆け出す。

「──識さまっ！」

　最後に識の耳に届いたのは、フィーナの悲痛な叫び声。

　正面より突っ込んでくる火球を回避し、識は雑木林の中から飛び出す。視界に映ったのは、威い嚇かくも咆ほう哮こうもなくただこちらを見つめる、陽炎かげろうに揺れる異形の魔物。

　フィーナたちの前で見せた強がりなど、一瞬で失うせた。

　もう識しきの顔には笑みなどない。浮かぶのは、背はい水すいに立たされたが如ごとき緊迫感。

「………………」

　ほんの数秒だけ、識はウロボロスと見つめ合う。

〈ヴィルドラム〉の魔物が転移してくる、というのは識も十分警戒していたが……どうやら、『ブラックロータス』は余程識を殺したいらしい。

　まさか、よりによってウロボロスをこの地に転移させてくるなんて。

　かつて、あの血だまりの荒野で死闘を繰り広げた静かな悪魔。

　たった今、識の目の前にいるのは──英雄として生きていた忌いま々いましい記憶そのものだ。

「あー、くそっ。ついてねえ──本当に、ついてねえ」

　呪じゆ詛そのように、識は吐き捨て……ウロボロスの正面に展開されるのは、群ぐん青じよう色の魔法陣。

　放はなたれるのは、さながら機関銃のように乱射される、氷の刃やいば。

　虚こ空くうを裂き空気を凍いてつかせる氷ひよう刃じんを、識は地を蹴り躱かわす。常人であれば、目で追うのも困難だろう。ウロボロスの氷の刃も、そして識の回避速度も、視覚することが難しいほどなのだから。

　大地に着弾した氷刃が、一瞬で地面を氷結させ、燃え盛っていた焰ほのおさえかき消す。

　その中で、識は顔に緊張感を浮かべながら、

「……〈ヴィルドラム〉にいた頃から何も変わらないな、お前は」

　魔術を行使する異色の魔物。そのシオンとアーシェの評価は何ら間違っていない。識の知る限り、〈ヴィルドラム〉で特異感覚エクストラセンスを持っている魔物は、このウロボロスだけだ。

　そして驚くべきことに……彼かの魔物は、最上位クラスの魔術を起動させている。

　先程見せた火球は〈フレイム・シュート〉だし、現在識が避よけ続けてる氷の刃だって、〈フリージング・エッジ〉だ。

　魔術の練度で言えば、以前識たちの前に現れた魔王の少女──エルヴィという神しん霊れいにさえ匹敵する。

　もっとも、識からすれば、エルヴィより遥はるかにやり辛づらい相手なのだけれど。

「……俺はもう、英雄なんかじゃねえんだけどな」

　苦く渋じゆうに満ちた表情で、識は呟つぶやく。

　識がやることはたった一つだ。どちらかがくたばるまで戦う。そうやって識は〈ヴィルドラム〉を渡り歩いてきたし、こうして元の世界にも帰ってきた。

　だからこそ、フィーナに告げた言葉を撤てつ回かいするつもりはない。

　ウロボロスには、絶対に敗北しない。

　現に──識は、一度この魔物に勝利している。

　しかし、それでもなお、識の顔は苦し気に歪ゆがんでいる。

「──やるしか、ねえのかよ……！」

　どんな相手であれど、識しきの戦法は一つしかない。近づいて殴る。子どもでさえ知ってるあまりに愚直な戦闘スタイルだが、少なくとも世界を救う程度には役に立つ。

　だが、識はウロボロスの懐ふところに飛び込むことを恐れていた。

　ウロボロスは今も、無の瞳でこちらを見据え魔術を起動させ続けている。その動作は精せい緻ちにして精密。まるで機械の如ごとき淀よどみのない所しよ作さを見れば、魔術の不具合など期待する方が間違っている。

　やはり、自分から攻めるしかないのだ。

　識は身体からだの震えを押し殺すように、重く息を吐く。その表情は、戦地に駆り出された未熟な少年兵そのものだ。これほど臆おく病びようになるなど、この世界に帰って以来初めてだった。

　ウロボロスは、このままだといたちごっこだと判断したのだろうか。魔法陣の色が、群ぐん青じよう色から黄金色に変わり……やっと、識は胸の中で呟つぶやいた。

　この瞬間だけ、自分はただの少年ではなく、あの頃の英雄に戻ろう。

　決心と共に、識はウロボロスに向かって地を蹴る。

　……いや、決心、という言葉は少々間違っているだろう。識が抱いた感情は、そんな前向きなものではない。

　その瞬間、識の顔は──諦てい観かんに満ちていた。





　　◇






　確かに、識はシオンとアーシェに、ここに戻ってくるなと言ったはずなのだ。

　それなのに、である。フィーナたちは、キャンプ場を囲むような雑木林の中で、こっそりと識とウロボロスの戦闘を眺めていた。

「大丈夫、ですよね？　……識さまなら、どんな魔物にだって勝てますよね？」

　フィーナは、氷の刃やいばを避よけ続ける識を何とか目で追いながら、不安を零こぼす。

　その疑問に答えたのは、隣にいたシオン。

「個人的な意見を言えば、識が敗北するところなど私には想像も出来ないがな。……しかし、今回ばかりは分からない。伊だ達てに騎士を名乗ってるわけではないが、あんな魔物など初めて見るからな」

「……きっと、昨日の魔獣と同じで、ウロボロスも特別なんだと思う」

　フィーナのすぐ傍そばから聞こえたのは、アーシェの声。

　普段であれば、生物学者の血が騒いで長耳をピコピコさせていたところだろう。だが、識の危機を前に、その表情はわずかに強こわ張ばっていた。

「ウロボロスの身体にも、昨日の魔獣と同じ紋章が浮かんでるよね。魔術が使えるのはその紋章の効果かもしれないし……多分、今までみたいに簡単に倒すことは難しいと思う」

　フィーナが思い出すのは、沖縄の浜辺。識しきの一撃を受けてもなお、立ち上がった魔獣。

「ということは……苦戦するかもしれない、ってことですか？」

「だからこそ、私たちは逃げずにここにいるんだ。……そうだろう？」

　揺るぎないシオンの言葉に、フィーナは不安そうにスカートの裾すそを握る。

　識の言葉に従わず、こうしてこの場に留とどまっているのも、ひとえに加勢する機を窺うかがっているからである。

　識が一人で倒せるなら、それでも良いい。フィーナの〈リンキング・センス〉は五分しか持たないのだから、共に戦うことは難しい。

　けれど、もし万が一識が危なくなったら、その時は一時的でも良いから援護しよう──それが、三人で決めた答えだった。

　フィーナはいつでも魔術が使えるように、じっと息を詰めたように識を見守る。

　やがて、ウロボロスの魔法陣が黄色に変わり……フィーナの視界から、識が消えた。

　真っ先に反応したのは、シオンだった。

「識が動いたぞ──仕掛けるつもりだ」

　咄とつ嗟さに、フィーナがウロボロスに視線を移す。龍りゆうと蜘く蛛もを合体させたような化け物、その傍そばに神風の如ごとく地を駆ける識。識は大きく跳ちよう躍やくし、ウロボロスの巨きよ軀くを俯ふ瞰かんしながら脚を振り上げ──直後。

　耳をつんざくほどの、衝撃波。

「きゃっ……！」

　暴風が巻き起こり、周囲の木々がへし折れそうなほど揺れる。あまりの勢いに立つこともままならず、フィーナはその場にぺたんとしりもちをつく。

　やがて訪れるのは、しんとした静寂。フィーナは恐る恐る、顔を上げて……、

「……えっ？」

　その表情が青ざめた。

　戦場と化したキャンプ場は、無残な光景へと変へん貌ぼうしていた。識の壊劫魔術デイザスターにより大地の一部は陥かん没ぼつし、その周囲は地割れを起こしている。

　そして、その中心で。

　ウロボロスは、何事もなかったかのように、そこに佇たたずんでいた。

「……どういうこと？」

　ぽつりと聞こえたアーシェの呟つぶやき声に、しかしフィーナは返事をすることは出来ない。

　おかしい──これは、絶対におかしい。

　今の壊劫魔術は、どう見ても加減などされてなかった。

　それなのに、どうしてあの魔物は無傷でいるのか。

「…………」

　この瞬間、初めてフィーナは、ウロボロスという魔物に戦せん慄りつした。

　その異質な容姿より、多彩な魔術が使えることよりも。識しきの壊劫魔術デイザスターに微び動どうだにしないことが、何よりも恐ろしかった。

　識が英雄たる所以ゆえんは、たった一撃であらゆる魔物を屠ほふる壊劫魔術の破壊力だ。

　……では、もしも。

　壊劫魔術が全く通用しない魔物が識の前に現れたら、どうなるか。

　フィーナが絶句する最さ中なかに、ウロボロスが視線を移す。紅あかい瞳の先にいるのは、攻撃を終えた直後の、無防備で地面に落下する識。そのすぐ傍そばに、ウロボロスは群ぐん青じよう色の魔法陣を展開し……氷で創られた一筋の鎖が現れる。

　氷鎖が識の足を絡めとり──大地を砕くだく音と共に、識は地面に叩たたきつけられた。

「──ぐ、ぅ……！」

　かつて聞いたことがないほどの識の苦く悶もんの声に、フィーナが身を乗り出す。

「識さまっ！」

　フィーナが叫ぶと同時に、頰を撫なでる二つの風。

　シオンと、ナイトに跨またがったアーシェが、識を見下ろすウロボロスへ駆け出していた。

「フィーナ、頼む！」

「今から、シキを援護するよ。……お願い」

　フィーナが固まったのは一瞬、すぐに我に返り〈リンキング・センス〉を起動し、シオンの手に『純白の翼剣ローエングリン』が現れる。

　その時になって、やっと識はフィーナたちに気づいたらしい。

　鎖に縛られ地面に伏した識が、驚きよう愕がくに染まった顔をこちらに向けていた。

「……っ！　馬鹿野郎っ！　どうしてお前らがここにいるんだっ！」

　悲鳴にさえ聞こえるほどの、識の必死な叫び。それでもなお、ウロボロスは観察するように不気味な顔を識に向けていて。

　シオンとアーシェを射線に入れるように、黄金色の魔法陣が虚こ空くうに広がる。

　わたしたちに気づいてる。そうフィーナが瞠どう目もくするのと、魔法陣からレーザーにも似た巨大な雷が放射されるのは同時で──そのときには既に、アーシェもまた、虚空に魔法陣を描いていた。

　直後、シオンとアーシェを庇かばうように現れたのは、重機ほどの体たい軀くを持つ甲こう虫ちゆう。

　視界を埋め尽くすほどの雷を、アーシェの創造獣フアミリアが受ける。どれほどの威力なのか、巨大な体軀が、ずず、と退く。

　それでも、創造獣はウロボロスの魔術に耐えきったようだ。雷の轟ごう音おんが聞こえなくなると、創造獣はその場から消失する。やがて、フィーナの視界は明めい瞭りようになり──。

「見るな、フィーナっ！」

　そうシオンが叫んだときには、全てが遅すぎた。




　大地に倒れる、指先一つ動かさない識しきの身体からだ。

　その腹部を──ウロボロスの鉤かぎ爪づめが、死神の鎌のように貫いていた。




　その光景を前に、フィーナはただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　しかし、その目にはもう何も映ってはいない。頭は考えることを放棄していて、この瞬間、五感は完全に機能を失っていた。

　やがて、フィーナはかろうじて理性を取り戻し、先程見た識の姿について考える。

　覚おぼ束つかない思考で出した結論は……全てが噓うそっぱちである、ということだった。

　だって、そうとしか説明出来ない。糸が切れた操り人形のように横たわる身体も、腹部から流れていた鮮血も、何もかもが織おり原はら識という少年に似合わない。

　それほど、数瞬前に見てしまった光景は、現実味を欠いていた。

「……識、さま？」

　真っ白な風景に向けて、フィーナは呟つぶやく。

　その声は、自分のものとは思えないほど、掠かすれていた。

「起きてください。……キャンプの続きを、するんじゃないんですか？」

　ついさっきまで、識はフィーナの隣にいたはずだ。

　青春っぽいことに付き合ってください、と謝ってくれた。

　一緒にいるのも悪くない、と言ってくれた。

　そんな顔しないでくれ、と頭を撫なでてくれた。

　それなのに──どうして今は、何も言ってくれないのか。

「まだ、旅行は終わってないんですよ？　明日も、識さまと一緒に色んな景色を見に行くのに……なんで、答えてくれないんですか？」

　ああそうか、とフィーナは納得する。

　きっと、距離が遠すぎて声が届いていないのだ。

　今にも倒れそうな足取りで、フィーナは足を踏み出す。何ど処こに識がいるか分からなかったが、それでも構わない。もし見けん当とう違ちがいの方向に歩いていても、きっと識ならば、呆あきれたように笑って手を差し伸べてくれるから。

「フィーナ、こっちに来ちゃだめ。……下がってっ」

　何処かから微かすかに、聞き覚えのある声。多分、アーシェだろう。いつもの彼女からは想像出来ないくらい動揺した声が、何となく可お笑かしい。

　慌てることなんて、何もないのに。

　識しきは当たり前のようにそこにいて、当たり前のような日々が続くのに。

　フィーナは心の中で笑いながら、更にもう一歩歩き出し──。

「いい加減にしとけよ、バケモノ。……俺の仲間にまで、手を出すつもりか？」

　意識など、一瞬で覚かく醒せいした。

　フィーナの視界は色彩を取り戻し、真っ先に目に映ったのはウロボロスの姿。こちらに向けて翡ひ翠すい色の魔法陣が展開し、しかし彼かの魔物は己の足元に紅あか色の瞳を向けている。

　その瞳の先に、顔を俯うつむけた少年が──識がいた。

　識は拳を構え、裏拳を鉤かぎ爪づめへと放はなつ。空気を震わせる衝撃音。壊劫魔術デイザスターを使ったのだろう。ウロボロスはわずかによろめき、警戒をするように戦闘態勢を取る。

　その直後、フィーナの身体からだが宙に浮き、全身に風を感じた。

　何が起こったか分からないまま、今度はおしりに衝撃を感じ……そこで、やっとフィーナは理解した。識が、キャンプ場の外れまで運んでくれたのだ。

　目の前には、遠く離れたウロボロスと相対する、識の背中があったから。

「……来るなって、言っただろ」

　振り向くことのない識を、フィーナは尻もちをついたまま、放心したように眺めていた。

　やがて……その瞳に、じわりと涙が浮かぶ。

「──識さまぁ……！」

　衝動的に、フィーナは識の腰に抱きつく。女神にあるまじき何とまあ情けない格好であったが、今のフィーナにはそんなの知ったことではない。

「本当に──ほんとーに怖かったんですからあ……！　だって、だって識さまってば全然動かなくて、もしかして死んじゃったのかなって……！」

　胸の中にあったもやもやが爆発したように、フィーナはぐずぐずと泣き始める。

　やがて聞こえてきたのは、シオンとアーシェの声。

「識、どういうことだ？　君は……あの魔物から、致命傷を受けたんじゃないのか？」

「お腹なか、痛くないの？　……どうして、そんなに平気でいるの？」

　その二人の言葉に、フィーナの嗚咽おえつが消えた。

　異変に気付いたように、フィーナが顔を上げる。そこにいるのは、動揺を露あらわにしたシオンに、無表情のまま識の身体をぺたぺたと触るアーシェ。

　そして、破れた服から見える識の腹部。

　そこには、何一つ異常がなく……それがフィーナには、何よりの異常に思えた。

「え──えっ？」

　あの光景が夢でないならば、識は間違いなくウロボロスに貫かれたはずなのだ。

　それなのに、傷はおろか、出血すらもない。

「し、識さま？　……これって、どういうことですか？」

　恐る恐るといった風に、フィーナは識を見上げ……ぞっと、背筋に悪お寒かんが走った。

　──この人は……誰？

　そう思ってしまうくらい、識しきの顔からは、感情が削そげ落おちていた。

　正面を向く二つの瞳は死人の如ごとく光が失うせ、表情には生気らしいものなど微み塵じんもない。もしこの世に亡ぼう霊れいが存在するならば、こんな顔をしているのかもしれない──そんな考えが頭をよぎるほど、ぞっとするような表情だった。

　やがて、識はフィーナの身体からだをそっと押し返すと、ゆっくりと歩き出す。

「最後にもう一度だけ言うぞ。俺のことは何も心配しなくていいんだよ。絶対に、あいつには負けないんだ」

　識が、ウロボロスのいるキャンプ場に足を踏み入れる。

　ウロボロスは身動き一つせず、ただ識を見つめていた。どうして殺したはずの人間がそこにいるのか、答えを探しているように。

「だから……フィーナたちは、俺の帰りを待ってくれるだけで良いいんだ」

　フィーナは我に返り、頭の中にある全ての疑問を捨て置き叫ぶ。

「で、でもっ！　あの魔物には、識さまの攻撃が通用しないんですよ!?　それに識さまは、あの魔物に一度ひどい怪け我がを──」

「頼むよ、フィーナ」

　背を向けたまま、識は小さく口にする。

「フィーナたちに戦って欲しくないんだよ。……俺は英雄だからさ。傷つくのは、俺一人だけでいいんだ」

　そして、フィーナは確かに見た。

　微かすかに目に映った識の横顔は──今にも悲鳴を上げそうなほど、苦し気だった。

　しかし、それも一瞬。識は幽ゆう鬼きのような表情を浮かべ、

「いるんだろ、クソジジイ。俺とウロボロスの二人きりにさせてくれ。……ここから先は、誰も通さねえ」

　そう、識が呟つぶやいた直後だった。

　フィーナの視界に映る、ウロボロスと──識の姿が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。




　まるで、魔法みたいだった。

　先程までの喧けん騒そうが噓うそのように静まり返り、ウロボロスに薙なぎ払はらわれたはずの雑木林も、当たり前のようにそこにあった。目の前のキャンプ場もまた、識とウロボロスの姿は消え、何の変哲もなく夜の闇に沈んでいる。

　その光景を、フィーナも、シオンも、アーシェもぽかんと眺めていた。

「これは……もしかして、〈デプリベイション〉が解けたのか？」

　そう口にしたのは、不思議そうに腕を組んだシオン。

　確かに、目の前の光景について説明するにはそれしかない。〈デプリベイション〉の魔力の壁が取り払われたからこそ、周囲はウロボロスが転移する前の状態に戻っている。

　しかし、いったい誰が……？

「そ、それよりも、識しきさまは大丈夫でしょうか!?　またウロボロスと戦って──」

「それは、フィーナが不安になっても仕方のないことだ。儂わしらに出来ることは、識の帰還を待つことだけだからな」

　そうフィーナの言葉を遮さえぎったのは、聞き慣れた声。

　この声は──。

「……パパっ!?」

　フィーナが歩道の先に視線を移す。その先にいるのは、夜や闇あんを吸い込んだように黒い猫。

　フィーナたちに、世界を救うために旅行に行けと言った、あの黒猫だった。

「フィーナの、お父さん？　……うん、そっか。そういえば、フィーナが異世界転移を察知する前から既に〈デプリベイション〉が起動してたけど、あれってフィーナのお父さんがしたんだね」

　アーシェの言葉に、そういえば、とフィーナは思う。

　識は最後に、ウロボロスと二人きりにさせて欲しいと言ったが、あれはフィーナの父親に向けたものだったのだろう。故ゆえに、父親は〈デプリベイション〉の範囲をキャンプ場に狭せばめた。

　つまり、識は既にフィーナの父親がいることに、気づいていたのだ。

「で、でも、どうしてパパがここにいるの？　偶然、なんかじゃないよね？」

「なに、識やフィーナが旅行を楽しんでいるか、少し気になったのだ。……というのは、真っ赤な噓うそだがな」

　とてとてと、黒猫はフィーナたちの許もとに歩み寄り、

「何せ、今回転移を許してしまったのはあのウロボロスなのだ。一刻も早く、やつは元の世界に送り返さねばならんからな。儂がわざわざこの世界に転移したのも、そのためだ」

「……あのウロボロスって魔物のこと、知ってるの？」

「まあな。識が〈ヴィルドラム〉で戦った魔物なのだ。少なくとも、フィーナよりは知っている自信があるぞ」

「一つよろしいか、ご老人」

　シオンが、黒猫に凛り々りしい眼まな差ざしを向けながら、

「私たちは、識の許に行かねばならないんだ。もう一度、ウロボロスの前に連れて行ってくれないか？」

「それは許可出来ん。君たちが全力を以もつて挑んでも、あの魔物には及ばんよ。たとえそれが、かつてドラゴンを討うち果たした〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉であっても、だ。……君たちが相まみえたのは、神しん霊れいの化身とも呼べる魔物なのだからな」

「……神霊の、化身？」

「かつて、識しきが転移した〈ヴィルドラム〉に魔王が降こう臨りんしていたのは知っているだろう？　……これは、識が〈ヴィルドラム〉に転移する前のことだ」

　疑問の声を零こぼしたフィーナに、黒猫は真剣な声こわ音ねで語る。

「魔王は、〈ヴィルドラム〉を手中に収めるために、魔物を使役し戦場に駆り立てていた。しかし、〈ヴィルドラム〉を管かん轄かつする神霊たちによって魔物は骸むくろの山を築き、彼かの魔王はあらゆる魔術の知識を駆使し、ついにはどんな神霊にも成し得なかった神技に到達した──己の特異感覚エクストラセンスを模造し、魔物に埋め込んだのだ」

　その言葉に真っ先に反応したのは、アーシェだ。

「特異感覚を模造して、埋め込む……そんなこと、出来るの？」

「出来ないさ。かつて〈ヴィルドラム〉に君臨した、件くだんの魔王でなければな。……あの魔物を討うち取ろうと思えば、神界に名だたる神霊でさえ困難だろうな。ウロボロスに刃やいばを向けるということは、魔王に刃を向けるのと同義なのだから」

　だからこそ、ウロボロスは魔術が使えたのだ。それも、最上位クラスに及ぶほど高難度の魔術を。

「実際、神霊が〈ヴィルドラム〉を守護しながらも、滅亡の危機に陥おちいったのも、あのウロボロスが原因だ。……殺されたのだよ。何人もいた〈ヴィルドラム〉の神霊が、たった一体の魔物に」

　黒猫は、まるで聞き分けの悪い子どもを諭すように、

「『ブラックロータス』は、識が討ち取ったウロボロスを再生させ、この世界へと転移させたのだ。故ゆえに、あの魔物はかつて識が相対した時と全く同じ能力を持っている。……君たちだって、まさか神霊より強いだなんて自惚うぬぼれてはいないだろう？　これでも、ウロボロスと戦うと言うのかね？」

「無論だ。たとえフィーナの父君の言葉といえど、聞き入れるわけにはいかないな」

　きっと、黒猫だって予想外だったに違いない。

　ウロボロスの特異性を語ってもなお、シオンは即答したのだから。

「……シオン、君は危機感というものを持っていないのか。死ぬかもしれないんだぞ？」

「誤解しないで欲しい、私は何も慢心しているわけじゃない。勝てるなんて思っていないさ。……今、私が口にしているのは、それ以前の話だからな」

　シオンが顔にたたえるのは、騎士としての誇り。

「死ぬとか死なないとか、そんなものは二の次なんだ。あのバケモノは識が苦戦するほどの相手で、そして識は今も戦っている。ならば、どんな理屈が立ち塞がろうが、私が戦わない理由にはならない」

　その言葉に呼応したように、ぽつりと口にしたのはアーシェ。

「確かに、シオンの言う通りかも。シキが死んじゃうなんて嫌だもん。だったら、まずは識しきの許もとに駆けつけなきゃ。……考えるのは、その後でいいかな」

　そして、シオンとアーシェは、フィーナに視線を移す。

　フィーナは、どうしたいんだ──二人の瞳は、確かにそう語り掛けていた。

「……パパ。わたしも、二人と同じ気持ちだよ」

　しかし、黒猫はフィーナたちの言葉に答えることなく沈黙したままだ。

　フィーナは、焦ったように、

「そ、それに！　パパがわたしたちと一緒に戦ってくれたら、きっと識さまの力になれると思うの！　さっき、パパが識さまを守ってくれたみたいに！」

「……儂わしが、識を守った？　なんのことだ？」

「だって、そうじゃないと説明出来ないもん──識さまがウロボロスの攻撃を受けたのに、傷一つついてないなんて！」

　フィーナが思い出すのは、ウロボロスの鉤かぎ爪づめによって貫かれる識の身体からだ。

　やっぱり、あの光景は見間違いだったのだ。

　きっとあの瞬間、フィーナの父親が魔術で識を庇かばってくれたのだ。だからこそ、識の身体には傷がなかったし、血だって流れていなかった。

「だから、パパもわたしたちと一緒に戦って欲しいの！　このままだったら、また識さまは怪け我がしちゃうかもしれないし、そのためにもパパの力が、」

　必要なの──そう、口にしようとした直前、フィーナの中で疑念が芽生えた。

　目の前にいる、黒猫の姿を借りた父親が……苦し気に、顔を歪ゆがめていたから。

「……パパ？」

「止やめろ、フィーナ。……儂は、識を守ってなどいない」

　しわがれた声で、黒猫は言葉を紡つむぐ。

「むしろ、その逆だ。儂が授さずけた力によってあいつはずっと苦しんできたのだ。たった一人で、世界を救うという責務を引きずって。……識にとってあの力は、呪い以外の何物でもないのだ」

「パパ……何を、言ってるの？」

　父親の言葉が、フィーナには理解が出来ない。

　だって、それではまるで自分の言葉が──間違っているみたいではないかに聞こえる。

「……ねえ、フィーナのお父さん。聞きたいことがあるの」

　黒猫に語りかけるのは、無表情のアーシェ。

「あなたの言葉を信じるなら、あの時のシキは、確かにウロボロスの一撃を受けていた。そして、それでもなおシキの身体は無傷だった。……ここまでは、正解？」

「……ああ、そうだ」

「じゃあ、アーシェが考えてる仮説って、もしかして合ってるのかもね」

　果たして、アーシェは何を思っているのか。無表情のまま耳をピンと立て、

「アーシェは今まで、シキが壊劫魔術デイザスターで世界を救ったって思ってた。だって、どんな魔物でもあっという間に倒しちゃうくらい、シキの総魔力って凄すごいもん」

　まるで学術書でも読み上げるように、アーシェは淡々と、

「けど、アーシェも詳しく知らないけど、どうやら〈ヴィルドラム〉には壊劫魔術に耐性を持つ魔物が存在する。これって、シキにとって致命的だよね。壊劫魔術って、シキの唯一の武器だもん。……じゃあ、シキはたった一人で、どうやって世界を救ったんだろうね」

「……海水浴の時から、おかしいとは思っていた」

　フィーナが視線を移せば、そこには真剣な表情をするシオン。

　その頰には、一筋の汗が流れていた。

「識しきはたった一人で幾多もの戦場を駆けた英雄だ。それなのに……識の身体からだは、綺麗すぎたんだ。肉体の何ど処こにも古傷一つなく、まるで穏やかな日常を過ごしてきた少年そのものだった」

　かつて、初めて識と出会った時、フィーナは彼から言われたことがある。

　人じん狼ろうの爪に引き裂かれたことはあるか。魔獣に骨を嚙かみ砕くだかれたことはあるか。悪あつ鬼きに腕を握り潰されたことはあるか。

　どれも、最悪の場合命を落とすこともある致命傷……それなのに、どうして識はこの世界へ帰ってくることが出来たのか。

　今までは、深く考えたことなんてなかった。過酷な戦場でも、何とか生還していたのだと思っていた。

　けれど──。

「……ねえ、パパ」

　言葉にしながらも、そんなはずがない、とフィーナは思う。今から自分が言おうとしてる言葉は、あまりに現実離れしていて、あまりに荒こう唐とう無む稽けいで──。

　そして、あまりに残酷だったから。

「もし、わたしが見たものが間違ってないんだとしたら──」

　震える声で、フィーナは自分の父親に問いかけた。




「もしかして、識さまは──不死、なの？」




　沈黙が広がった。

　シオンも、そしてアーシェも、フィーナの言葉を否定しようとしない。

　恐らくは、二人共フィーナと同じ結論に達しているからだ。

「……昔話をしよう。ほんの、二年前の話だ」

　やがて、黒猫はフィーナの疑問に答える代わりに、重おも々おもしく口を開いた。

「儂わしが織おり原はら識しきという少年を〈ヴィルドラム〉に転移させた際に、ある一つの魔術を施ほどこした。フィーナさえ知らない、儂が一から創り上げた唯一無二の神域魔術アイテールだ。名前は〈ブリック・ヴィンケル〉──時間を遡さかのぼり、肉体を元の状態に復元させる魔術だ」

　そして、と黒猫は言葉を継ぐ。

「そのトリガーは……識の死、だ」

　どうしてあの時、ウロボロスの一撃を受けてなお、識の腹部は無傷だったのか。

　その答えは──識が絶命し、戦闘を行う直前の状態に戻ったから。

「それが、識が〈ヴィルドラム〉を救った本当の理由だよ。あいつが英雄たりえたのは圧倒的破壊力を持つ壊劫魔術デイザスターではない。……識は、戦闘では絶対に死なないんだ」

　黒猫は、己の行いを悔いるように俯うつむいて、

「魔術の才がない識が世界を救うことが出来たのは、何度も死んで、何度も戦場に立ったからに他ならない。……そんな不死身の肉体を持つ存在でなければ、魔王という災厄が降り立った〈ヴィルドラム〉を救済することは出来なかったんだ」

「そう、なのか。……あの識に、そんな過去があったんだな」

　胸が痛くなるほど、沈ちん痛つうな表情をしたシオン。

　シオンに同調するように、アーシェがこくりと頷うなずく。その瞳は、仄ほのかに揺れていた。

「……魔物も魔術も関係のない識を巻き込んでしまったことは、申し訳ないと思っている。しかし、〈ブリック・ヴィンケル〉を起動するためには、識でなければならなかったのだ。だから──」

「そんなこと、どうだっていいよ」

　言葉を断たち切るようなフィーナの語調に、黒猫が、シオンが、アーシェが目を丸くする。

　確固とした意思を持った瞳で、黒猫を見つめながら、

「どうしてパパが識さまを選んだのか、それは後で教えてくれればいい。……たった今、わたしがパパに聞きたいことは、一つだけ」

　一度だけ小さく息を吸い、フィーナは言い切った。

「識さまが、世界を救うために数えきれないくらい命を落としたってことは──それだけの痛みを、識さまは経験してきたってことだよね？」

「……ああ、そうだ」

　識にとって、どれだけ異世界での日々が辛つらかったのか。黒猫の言葉を聞いてなお、フィーナには分からない。

　だって、フィーナは死んだことなんてないから。

　死に至るほどの苦痛がどれほどのものか、理解なんて出来ないから。

　そんな想像すら出来ないものを、識しきはずっとずっとずっとずっと背負っていた。魔王を倒すために。世界を救うために。

　ただ……つらかったんだろうな、とぼんやり思う。

　識は、フィーナたちの異世界に来て欲しいという願いを拒こばみ続けてきた。

　識は、フィーナに激げつ昂こうするほど異世界への怨うらみをぶつけた。

　それくらい──識は異世界で、死を重ねてきたのだ。

　微かすかに身体からだを震わせるフィーナに、黒猫は、

「シオンの言う通り、今も識はウロボロスに苦戦しているだろう。けれど、識は絶対に敗北しないのだ。だからこそ、君たちを守るために一人で戦っている」

　フィーナに、シオンに、アーシェに向けて、黒猫は言いい放はなつ。

「はっきり言おう。……識は、君たちを必要としていないのだ」

　刃物の如ごとく、フィーナの心を裂くような一言。

　しかし……その言葉はきっと、真実だった。

　識は不死である故ゆえに、誰の助けもなく、一人ぼっちで英雄になったのだから。

「だから、だ。識と共に戦うことは諦めて欲しい。あいつも君たちが戦うことは望んでいないし、結局のところ、儂わしが初めに言った言葉に集約されるのだよ。……儂たちに出来ることは、識の帰還を待つことだけなのだ」

　誰も、何も言わなかった。相あい槌づちすら打たず、返答など当然なく、耳に痛いほどの静寂が流れていく。……しかし、その沈黙は決して、肯定を意味するものではなかった。

　シオンは睨にらむような視線で、アーシェは揺るぎない無表情で、黒猫を見つめていた。

　理解は出来ても、納得は出来ない──二人の瞳には、そんな意志が宿っている。

　その二人の間で、フィーナは静かに口を開いた。

「……多分、パパの言う通りなんだよね」

　弾はじかれたように、シオンとアーシェが振り向く。

　黒猫が、何ど処こか安あん堵どしたような表情で、

「……儂と識の気持ちを、分かってくれるか？」

「うん、よく分かった。パパがわたしたちを止める理由も、識さまがわたしたちに来て欲しくないって思ってることも。……だからね」

　その瞬間。

　フィーナの顔に刻まれるのは、諦めなんて微み塵じんもない、一つの決意。

「識さまの隣にいたいっていうのは、わたしたちの我わが儘ままだから。……わたしたちだけで、突き通すことにするよ」

　言葉を失った黒猫を横目に、フィーナはキャンプ場の前に立ち、手を掲げる。術式の解析を開始。対象は、〈デプリベイション〉。そして目的は──魔術の解除。

　フィーナが今から行おうとしていることに気づいたのだろう。黒猫は、落ち着いた声で、

「無駄だ。フィーナでは、儂わしの神域魔術アイテールの打ち消しなど出来ん。……儂は、お前の父親なんだぞ？　そう簡単に破れるものか」

「そんなこと、知ってるもん」

　複雑に組まれた難解な術式を前に、フィーナが悔し気な表情を浮かべる。

　強引に不具合を発生させようと試みるが、どれも瞬またたく間まに修正される。まるで、赤あか子ごの手を捻ひねるが如ごとく、いとも容易たやすくフィーナの努力は無駄に終わる。

　それでも、フィーナは掲げた両手を下ろすことはない。

「女神らしく識しきさまの許もとに駆けつけることも、魔物を倒すことも出来ないって分かってる。……けど、識さまのことはやっぱり放っておけないの」

「行ってどうするというのだ。ただ、何度も命を落とす識を黙って見ているのか？　……心配する必要などないのだ。識は必ず生きてフィーナの前に現れる。あいつは、不死の身体からだを──」

「そうやって誰も識さまの傍そばにいなかったから、あの人はずっと苦しんでるんだよ!?」

　フィーナの叫びが、夜の山に響き渡る。

　絶句した黒猫に、フィーナは一度だけ深呼吸をして、

「識さまは絶対に死なないから。だから世界を救えるのは、識さましかいなかった。それは、わたしだって理解出来るの。……でもね、だからって、識さまが死んじゃうくらい苦しむなんて嫌だよ」

　父親の術式と言葉に反抗しながら、フィーナは悲し気に口にする。

「だって、わたしたちを庇かばおうとした時の識さまは──英雄なんかじゃなくて、普通の男の子にしか見えなかったから」

　傷つくのは俺一人で良いい。そう、識は英雄らしい言葉を口にした。

　けれど、あの時の識の顔は苦し気で──真実を知ったからこそ、フィーナには分かる。

　識は、助けを求めていたのだ。

「識さまは、たくさん死んじゃうんだってことが分かってたと思うの。どれだけの痛みを身体と心に刻む必要があるか理解してたから、だからあんなにつらそうな顔をしてた。……わたしが識さまの隣にいたい理由は、それだけで十分なの」

　無理に〈デプリベイション〉に対抗しているせいで、次第に頭痛がひどくなる。途切れそうな思考を繫つなぎとめるだけでも負担が大きくて、息だって荒くなってくる。

　フィーナは痛みさえ伴う息苦しさを覚えながら、しかし、はっきりと口にした。

「だって──やっぱり、識さまには笑っていて欲しいから」

　ずきり、と目眩めまいを起こすほどの頭痛に襲われ、フィーナは数歩よろめき……ふっと、誰かに受け止められる感触。

　すぐ傍そばに、身体からだを支えてくれたシオンと、こちらを見上げるアーシェ。

　二人の表情はどこか優しく、そして期待に満ちていた。

　ぎゅっと、フィーナはスカートの裾すそを握り、再び術式に向き合い……背後から、誰かが溜ため息いきを零こぼす音。その直後だった。

　フィーナの頭の中に浮かんでいた術式が、拍子抜けするほど簡単に崩壊した。

　まるで、父親が頑固な娘に、根負けしたかのように。





　　◇






　英雄になるコツは、自分の命を塵ちり以下の価値もないと認識することだ。

　虚こ空くうを裂く風ふう刃じん波を紙一重で躱かわし、識しきはウロボロスの懐ふところに飛び込む。八本足の中心、胴体の真下となるウロボロスの死角。燃やすように魔力を熾おこし、拳を突き上げる。拳に伝わる、硬い感触。しかし、ウロボロスの外がい殻かくには罅ひび一つ入らず、識の口から生ぬるい何かが零れた。

　血ち反へ吐どだった。

　一瞬、何が起こったか分からなかった。












　反射的に目を落とすと、足元に広がるのは漆しつ黒こくの魔法陣。

　そこから生まれた、影で形成された尖せん槍そうが、識しきの首元を貫いていた。

「──────」

　目にした瞬間、血液が沸ふつ騰とうしそうなほど傷跡が熱く疼うずく。いっそ失しつ神しんしたいほどの痛みが識を襲い、しかし絶叫を殺すように歯を食いしばった。

　思考を放棄しろ。苦痛に屈するな。

　いちいち死ぬ度に苦く悶もんなどしていたら、世界なんて救えない。

　視界が霞かすみ、識はばしゃりと血だまりの中に倒れる。ありったけの酸素をかき集めるように呼吸は激しくなり、次第に意識と痛みが遠のいていき──。

　やがて、スイッチが切り替わるように、識の意識は明めい瞭りようとなった。

　何事もなかったかのように起き上がる。顔を上げれば、ウロボロスは距離を取って識を注視していた。

　──これで、多分六回目くらいだな。

　一回目は鉤かぎ爪づめに心臓を抉えぐられた。二回目は炎に包まれて死亡。三回目は雷らい撃げきが直撃した。四回目は──なんだっけ、と胸の中で首を傾かしげる。

　多分それくらいから、英雄だった頃のように死ぬことに慣れてきたはずだが。

　いや、そんなことはどうでもいいか。

　どうせ、これからも数えきれないくらい死を体験するのだから。

　壊劫魔術デイザスターしか使えない自分が、あのバケモノを死を避けて倒すなんてことは不可能だ。壊劫魔術を使えば、必ず無防備になる瞬間が生まれる。普通は壊劫魔術の一撃で勝負は決するのだが、ウロボロスはそのまま反撃に出てくる。

　一撃一殺──つまり自分は、一撃を与える度に、一度死ななければならないのだ。

　次はなんだ。また心臓を抉るのか。あるいは肢し体たいを斬り刻むのか。それとも溺でき死しか？　墜つい死しか？　轢れき死しか凍死か焼しよう死しか圧あつ死しか狂死か感電死か──大抵の死に方なら、経験している。

　識は再び疾しつ駆くし、壊劫魔術でウロボロスの肉体に足刀を放はなつ。が、やはり無傷。同時に鉤爪が襲い掛かり、識の太ももを貫通した。そのまま、識は大地に磔はりつけにされる。さながらわざと急所を外し、識を捕獲するように。

　次に、ウロボロスが展開するのは、桔き梗きよう色の魔法陣。

「……なるほどな」

　こちらを見下ろす紅あかい瞳を見つめながら、識は思わず口にした。

　現在ウロボロスが起動しているのは、〈マナ・ドレイン〉。対象の魔力を取り込み、自分のものにしてしまう魔術だ。

　やはり、この魔物は殺し合いの天才だ。そこら辺の魔物とは格が違う。

　ほんの少しの間に、識しきが不死である秘密に気づき、〈ブリック・ヴィンケル〉を不発に終わらせるよう魔力を奪おうとしているのだから。

　実に狡こう猾かつかつ、効果的な手段だった。このままでは、識は〈ブリック・ヴィンケル〉を起動させるだけの魔力を確保出来なくなる。……だが。

〈マナ・ドレイン〉如ごときで戦場に屍しかばねを晒さらせるなら、識にとってどれだけ楽だったか。

　識は幽ゆう鬼きのような表情のまま、右手で軽く拳を握る。熾おこす魔力は、ほんの少し。

　恐らく、識が何か仕掛けると予感したのだろう。ウロボロスは魔術を起動しながらも、識を警戒し……一瞬だけ、動揺するように身動きを止めた。

　識が拳を、自分自身のこめかみに当てたからだ。

　識は一切の思考を停止し──そのまま、壊劫魔術デイザスターを起動した。

　拳銃で撃ち抜かれたような衝撃。痛みを感じる間まもなく、識の目の前は暗転し……ほんの数瞬後、我に返る。

　視界に真っ先に映ったのは、じっと静止したウロボロスの姿。

　もしかしたらこの瞬間、識を異常だと認識したのかもしれない。

　何せ識は──〈ブリック・ヴィンケル〉の力で、魔力を全快させるために、一片の躊ちゆう躇ちよもなく自害したのだから。

　識は千ち切ぎるように足を動かし、串刺しにされていた鉤かぎ爪づめから逃れる。太ももから大量に血を流しながらも、〈マナ・ドレイン〉から逃れるために距離を取った。

「らしくねえな、バケモノ。なにぼーっとしてんだよ。……俺を殺すんだろうが」

　識は虚うつろな瞳のままに口にして……その瞬間、ウロボロスに変化が起こった。

　識を見つめる紅あかい瞳が、初めて、微かすかに揺れた。

　恐らくは──恐怖、したのだ。目の前にいる、死をいとも容易たやすく受け入れる英雄に。

　刹せつ那な、ウロボロスの八本が地面を蹴り、再度鉤爪を振り下ろす。右足に深手を負った識には、回避不可能な攻撃。

　それでも、識の頭はどこまでも冷めている。

　避よけられぬのなら。どうせ死ぬのなら……せめて、一撃くらいは与えよう。

　識は拳を構える。七度目の死は自殺で、八度目はまた鉤爪か。そんな声が、頭のどこかで響いて──。




「──識さまっ！」




　そんな、内なる声よりも遥はるかに愛いとしい声こわ音ねが、識の耳を貫いた。

　虚を衝つかれたのは一瞬。けれど、気づいたときには既に、ウロボロスの鉤爪はそこまで迫せまっていて──鋼はがねがぶつかる甲かん高だかい音が辺りに響く。

　ウロボロスの一撃を剣で防ぐのは、夕空を吸い込んだような、麗しい髪の女騎士。

　シオン、だった。

「少しは、騎士らしいところを見せれたかな。……惚ほれてもいいぞ、識しき」

　鍔つば迫ぜり合あいのように鉤かぎ爪づめに耐え、頰に汗を流しながらも、不敵な笑みを浮かべるシオン。

　識はその姿を夢ゆめ現うつつに眺め、やがて誰かに手を引っ張られる。

　あどけない小さな身体からだ、それにピンと立った長い耳を持つエルフ。

「……アーシェ？」

「あんまり無理しちゃだめだよ？　シキ、怪け我がしてるもん」

　識は流血する足をひきずりながら、ウロボロスから離れるように歩く。そこにいたのは、戦闘態勢を取るナイト。

　力が抜けたように識はしりもちをつき、その足に一匹のスライムが絡みつく。どんな外傷でも癒いやす、アーシェ自慢の創造獣フアミリアだった。

「シキの怪我は、ぷよちゃんが治してくれるから。……ここから先はシオンと、それにアーシェとその愉ゆ快かいな仲間たちにおまかせ」

　耳をピコピコさせながら、アーシェは自分の胸を軽く叩たたく。

　識は言葉を失っていたが、やがて、

「おい、待てよ。どうしてお前らがここに──」

「今は、ちょっと答えられないかな。アーシェは、行かなきゃいけないみたいだから」

　アーシェがナイトに跨またがると、

「じゃあ、ちょっとの間だけ休んでて？　……旅行の続き、出来るといいね」

　識に小さく手を振って、シオンの援護へと向かう。識はウロボロスと戦闘するシオンとアーシェを見つめ……背後から、誰かが歩み寄る足音。

　振り返れば、そこには両手を掲げ〈リンキング・センス〉を起動する女神。

　どれだけ真剣なのだろう。少女は息を詰めながら、じっと魔術を起動し続け……やがて、瑠る璃りのように深い紺こん碧ぺきの瞳を、識に向けると、

「……あはは、来ちゃいました」

　困ったように、フィーナは笑った。

　その途端、英雄であった頃の感覚なんて霧む散さんした。識の顔からは死人のような表情は消えているし、冷めきった思考は溶けて頭に戸惑いばかりが浮かんでくる。

「……フィーナたちは、〈デプリベイション〉の範囲外にいたんじゃないのか？」

「そうですけど、パパに魔術を解いてもらったんです。……ほら、わたしたちって女神と女騎士とエルフじゃないですか。なのに、識さまが一人で戦ってるのに、知らんぷりなんて出来ないですもん」

　フィーナは、魔術を唱え続けながら、

「それに、識しきさまの秘密知っちゃいましたから。……パパが、教えてくれたんです」

　心臓が鷲わし摑づかみにされたように、識の全身が粟あわ立だった。

　ウロボロスに初めて殺されたときから、言い訳など出来ないと薄々感づいてはいた。けれど、いざその話に触れられると、どうしても怖おじ気けづいてしまう。

　フィーナが言うその秘密は、識が今まで頑かたくなに隠していたものだから。

「まさか……見たのか？　俺が、あいつと戦ってるところ」

「……それがですね」

　フィーナは、恥ずかしそうに笑いながら、

「やっぱり、見れませんでした。識さまが死ぬところなんて、怖いですから。……けど、だからわたしはここにいるんです。識さまを、守りたいですから」

　ぼうっとしたような顔で、識はフィーナを見上げ……しかし不思議と、頭は冷静だった。フィーナなら、絶対にそう言うと思っていたからだ。

　だからこそ、識は迷わない。

「フィーナ。……今すぐ、〈リンキング・センス〉を止めろ」

　まるで脅迫するような威圧感を纏まとう、識の声こわ音ね。

「戦いを止めて、ウロボロスに背を向けて、一度も振り返らずに全力で逃げるんだ。ここは、お前らがいて良いい場所じゃない」

「……じゃあ、そのときは識さまと一緒です。識さまを置いて逃げるなんて、嫌ですから」

「出来るわけねえだろ、そんなの。あいつを倒せんのは、俺しかいねえんだから」

　明確な敵意を持って、識はフィーナを睨にらむ。が、それでも彼女は動じない。

　腹の底から焦しよう燥そう感が芽生え、識はウロボロスに視線を移す。

　シオンとアーシェ、そして召喚された創造獣フアミリアが彼かの魔物に立ち向かっている。が、ウロボロスに傷を負わせるどころか、近づくことさえ出来ていない。シオンもアーシェも理解しているのだ。ウロボロスに攻撃を加えるということは、即すなわち死を意味すると。

　こうしている間にも、シオンとアーシェは致命傷を負ってしまうかもしれないのだ。いや、それだけじゃない。二人が敗北すれば、彼の魔物は再び識に迫せまるだろう。そうなれば、果たしてフィーナを守りきれるかどうか。

　もしかしたら、何度も識が血だまりに沈んだように、フィーナたちも──。

「いいかげんにしろよ、フィーナ」

　気が付けば、識は苛いら立だちさえ覚えながら、静かに口にしていた。

「分かってんのかよ、死ぬかもしれないんだぞ？　今までみたいに助けるなんて保証は俺には出来ないんだ。……あんな絶叫が耐えられないくらいの苦痛なんて、フィーナたちは知らなくてもいいんだよ」

　少しだけ、フィーナの横顔が強こわ張ばった。

　しかし、すぐにフィーナは真剣な表情をたたえると、

「わたしたちを見くびらないでください。覚悟なんてとっくにしてます。……それに、苦しいのは識しきさまだって同じじゃないですか」

「同じなんかじゃねえ、俺とフィーナたちじゃ全然違うんだ。お前の親父おやじから教えてもらったんだろ？　死なねえんだよ俺は。俺が何度もくたばろうと、どうせ生き返」

「識さま──それ以上言ったら、本気で怒りますよ」

　その瞬間、識は初めて、フィーナという少女に気を吞のまれた。

　フィーナの声には、言葉が震えるくらい怒りが滲にじんでいて。

　そしてフィーナの表情は、今にも泣き出しそうなくらい、悲し気だった。

「死んでもいいなんて言葉、絶対に口にしないでください。英雄として何度も死を経験したから、識さまはずっと過去に縛られてたんじゃないですか。だったら……もっと、わたしたちに頼ってくださいよ」

　懸命に絞しぼり出だす、フィーナの声。

　その言葉を、識はまるで、聞いたこともない異国の言語を耳にする心地で聞いている。

「あんな幽霊みたいな識さまを、黙って見てろっていうんですか？　何度も命を落として帰って来た識さまに、何も知らないようにおかえりって言えっていうんですか？　そんなの、絶対に嫌です。識さまがそこで苦しい顔をしてるのに、放っておけるわけないじゃないですか」

　必死に語り掛けるフィーナを前に、識はただ言葉を失い……やがて、気づく。

　フィーナの小さな身体からだが、微かすかに震えていた。それだけじゃない。息は苦し気に荒れて、目の焦点だってブレ始めている。

　その明らかな異常に、とある考えが識の頭をよぎった。

　そういえば、フィーナの声を聞いてから、何分が経たった？

　まさか──五分を、過ぎているんじゃないのか？

「フィーナ、お前、〈リンキング・センス〉の──」

「少し、集中させてください。……術式が、崩れちゃいます」

　フィーナは、無理をしていた。

　限界などとっくに過ぎているというのに、まるで命を削けずるように必死に術式を繫つなぎ止とめている。フィーナにとってどれほど痛苦なのか、立っているのが不思議なくらい、表情は苦し気。

　けれど、そんなものはしょせん、虚きよ勢せいに過ぎない。

　フィーナはへっぽこ女神なのだ、都合の良いい奇跡なんて起こせない。そう簡単に己の限界を覆くつがえせるはずがない。魔術は持って、あと一分といったところだろう。

　そんなわずかな時間を稼いだところで、意味なんてないのに。

「……どうして、だよ」

　無意識に、そんな言葉が識しきの口から零こぼれた。

　目を移せば、今もシオンとアーシェは劣勢に立たされている。凶暴な巨きよ軀く、そして神かみ懸がかり的な魔術。そんな圧倒的窮地にて、しかし二人はなおも立ち向かっている。

「どうして、お前らはそうなんだよ。分かってるだろ、あいつには勝てねえって。俺が戦うしかねえんだって。なのに……なんで、そんな必死になれるんだよ」

「当たり前じゃないですか。……大切な人に、死んで欲しくないですから」

　消え入るようなフィーナの声に、弾はじかれたように振り返る。

「識さまが不死だとか、そんな理屈なんて関係ないんです。たとえ識さまが〈ヴィルドラム〉で何百何千と戦場を渡り歩こうと、英雄であることを受け入れようと、わたしは識さまの苦しい顔を見ちゃいましたから。……だから、あなたの力になりたいんです」

　朦もう朧ろうとした、フィーナの瞳。その奥には、ほんのわずかに確固たる決意が宿っていて──激情に駆られたように、フィーナが叫ぶ。




「識さまがその力で世界を救うなら──誰が識さまを救うんですかっ！」




　識はただ、夢ゆめ現うつつでそこにいた。

　自分の命は塵ちり以下の価値もない。そう認識することが、識にとって英雄としての条件だ。

　けれど、目の前の少女は──そんな英雄に、手を差し伸べてくれていた。

「理由なんて、それだけなんです。……わたしは、識さまを救いたいんですよっ！」

　フィーナが口にしているのは、言葉だ。そんなもので現実は変わらない。フィーナの魔術があと少ししか持たないことも、シオンとアーシェではウロボロスを討うち果たせないことも、何一つ変わらない。

　それでも、そのフィーナの言葉がいつまでも頭に響いている。

「──く、うぅ……！」

　識は呆ぼう然ぜんと、苦し気に呻うめくフィーナを眺める。もう限界だ。掲げた両手は胸が痛くなるくらい震え、立っていることもままならず数歩よろめいている。その表情は、意識があることが不思議なくらい苦く悶もんに満ちていて。

　突然、その頰が緩ゆるんだ。

　まるで、何かをやり遂げたような、安あん堵どしたような笑み。

「えっ……？」

　戸惑いながら、識はフィーナの視線を目で辿たどり……その光景に絶句する。

　蜘く蛛ものような八本足、そして龍りゆうのような顔を持つウロボロスの体たい軀くが──蜃しん気き楼ろうの如ごとく、揺らめいていた。

　己の身に何が起こったのか、冷静に判断するようにウロボロスは周囲に目を配る。

　そして、紅あかい瞳を識しきに向け……やがて、そのまま消えた。

　何が起こったのかまるで理解出来ず、識はただ呆ぼう然ぜんとしている。

「どうやら、間に合ったようだな。……すまないな、識。それにフィーナ」

　背後から聞こえた老人の声に振り返ると、そこには一匹の黒猫。

「フィーナの親父おやじ……？　さっきの、お前がやったのか？」

「いかにも。……儂わしが、あいつをこの世界から転移させたのだよ」

　目を丸くする識に、黒猫は飄ひよう々ひようとした態度で、

「あいつがこの地に訪れた瞬間から、神域魔術アイテールを施ほどこしていたのだよ。起動するのに、少々時間がかかってしまったがな。……そうでなければ、危険すぎてフィーナたちを君の許もとに行かせたりはせんよ」

「……じゃあ、俺はあいつを倒す必要は、なかったってことか？」

「うむ、そうなるな。……フィーナたちには伝えたのだが、聞いていないのか？」

　きょとん、と音がしそうなくらい目を丸くする識。

　やがてそのまま、へなへなとその場に崩れ落ちた。

「………………。そういう大事なことは、もっと早く言えよ……」

　いつもなら怒るところだが、そんな気力などあるはずもなく、力なく識は口にする。

「フィーナたちのこと、ほんとに心配したんだぞ？　あいつら、ウロボロスにやられるんじゃないかって……」

「でも、少しは力になれましたよね？　……ちょっとの間、識さまを守れましたもん」

　フィーナは識に、疲れきった笑みを浮かべる。きっと、識と会えて嬉うれしいのだろう。その笑顔はどこか優し気で。

　不意にフィーナの鼻から、つー、と血が流れた。

「えっ……あ、あれ……？」

　フィーナは不思議そうに、自分の鼻血を拭ぬぐい……その身体からだが、ぐらりと揺れる。

「お、おい、フィーナっ」

　慌てて、識は抱きとめる。しかし、識の腕の中でフィーナは身動き一つしない。

「心配しなくてもよい、魔術を酷こく使しした反動で気を失っただけだ。少しだけ休んだら、けろっと復活するよ」

　黒猫は、動揺した識に話しかける。

「ただ、少なくともフィーナがゆっくり眠れる場所に移動した方がいいだろう。シオンとアーシェだって、識の話を聞きたいだろうし……それに、儂からも話しておくべきことがあるからな」

「……話しておくべき、こと？」

　識しきの疑問に、黒猫は「ああ」と頷うなずくと、

「まだ、旅行は終わらんよ。……あの悪魔は、また来るぞ」





第四章　Ｑ．もしかして、世界を救うのはわたしたちですか？







　三日ぶりの自宅は、なんか懐なつかしい匂いがした。

　日付が変わった、真夜中。識は今、一人暮らししているアパートの一室にいた。黒猫がキャンプ場からここへと、識たちを転移させたのだ。

　フィーナは、識のベッドで眠るように目を閉じている。

　そして、シオンとアーシェは、

「それにしても、やっぱり識の家が一番だな。みんなとの遠出は楽しかったが、少々疲れたからな。識、飲み物をもらってもいいか？」

「ナイト、ウロボロスと戦って疲れたよね？　こっちにおいで、ブラッシングしてあげる」

「……宿主の俺よりくつろいでるって、どういうことよ」

　さも当然のように、冷蔵庫から烏龍ウーロン茶ちやを取り出すシオン、そしてナイトにブラシをかけるアーシェを、じとーっと眺める識。

　その識の隣では、黒猫が尻尾しつぽを揺らしながら座っている。識たちと目線を合わせるためだろう。何個も積み重ねた通信販売ア○ゾンのダンボールを下敷きにしている。

「っていうか、拍子抜けするくらい平然としてるな、お前ら。フィーナの親父おやじから聞いたんだろ？　……その、俺が今まで黙ってたことについて」

「いや、十分驚いてるぞ。……ところで識しき、どれが私用のグラスだったか忘れたのだが、適当に選んでもいいか？　間接キスになるかもしれないが、別に構わないだろう？」

「緊張感の欠片かけらもねえな！　俺の秘密はグラス以下かよ！」

　シオンは、結局誰のものか分からないグラスを手に取ると、

「これでも本当に驚いてるんだ。不死の伝説や逸いつ話わは〈シャングリム〉では珍しくもないが、実際に見るのは初めてだからな。……だが、今まで黙っていたということは、識にとって喋しやべりたくないことなんだろう？」

　識の身体からだが、固まった。

「だったら、今は深く聞かないでおくよ。……君の気が向いたら、その時に教えてくれればいい」

　識はどこか暗い表情を浮かべて、アーシェに視線を移す。

　アーシェは、小首を傾かしげながら、

「頭、なでなでしてあげよっか？」

「……励まそうとしてくれんのは嬉うれしいが、遠慮しとく。恥ずかしいし」

「……すまんな、識。君の呪いについて、彼女たちに話してしまって」

「……別に構わねえよ。もう、言っちまったことだしな」

　そう識は口にすると、まるで強引に話を変えるように、

「それより、俺はあんたの話の方が気になるな。……教えてくれ」

「……君たちには、二つ伝えるべきことがある」

　黒猫は、がしがしと首元を足でかくと、

「まず一つは、とりあえずこの世界の危機は去った、ということだ。……もうしばらくは、『ブラックロータス』はこの世界に魔物を送り込んでこんよ」

「……なんだ、そうなのか」

　どこか残念そうに呟つぶやくシオン。ひょっとして、エクソダスとかセフィロスみたいな分かりやすい奴やつが来るのを期待していたのだろうか。シオンなら本気で考えてそうなのが怖い。

「しかしご老人、何な故ぜそんなことが断言出来るのだ？」

「君たちが旅行をしている間に、魔物を転移させていた首しゆ謀ぼう者しやを追い詰めたからな。……識なら、多分知っているだろう。エルヴィの従者を装っていたあの人間だ」

　ふと識が思い出すのは、いつか見たエルヴィにかしずいていた青年。

　なるほど、と識は頷うなずく。エルヴィをこの地に異世界転移させたのも恐らくはあいつだし、今回もあの青年の仕業だと言われれば納得もいく。

　しかし、アーシェは腑ふに落おちないように、

「でも、クロスケはさっき、しばらくはって言ったよね？　じゃあ、いつかはまた魔物がこの世界に来るってこと？」

「クロスケというのが儂わしのことなら甚はなはだ遺い憾かんだが、アーシェの言う通りだ。……神界の神しん霊れいたちは、あの青年を逃してしまったのだよ。故ゆえに、今回のように再び魔物が転移する可能性もゼロではない、ということだ」

「……あれだな。神様の割には、意外と神界の連中って頼りにならないのな」

「言ってくれるな。それほど、儂たちも『ブラックロータス』には手を焼いておるのだ。……そして二つ目だが、こちらは識しきに先程言った通りだよ」

　黒猫の両目が、鋭くなる。

「ウロボロスは、再び識の前に現れる。……それも、明朝にだ」

　心臓を鷲わし摑づかみにされたように、識は息を吞のんだ。

　もう、識の身体からだにはウロボロスに刻まれた傷跡はない。けれど、あの鉤かぎ爪づめに抉えぐられた胸が、影の尖せん槍そうに貫かれた喉のど元が、黒猫の言葉に疼うずいている錯覚さえした。

　張り詰める空気の中、神妙な面おも持もちで沈黙を破ったのは、アーシェ。

「……どうして、そう言い切れるの？　クロスケは、ウロボロスを転移させたって言ったと思うんだけど」

「厳密に言えば、この世界から隔かく離りさせただけだなのだ。異世界転移で強制的に元の世界へ戻せれば良かったのだが、ことごとく儂の魔術が打ち消されてしまったのだよ。……やはり、あの魔物は異常だ」

　ウロボロスの特異性ならば、この中で誰よりも識が理解している。

　魔王と呼ばれた神霊の特異感覚エクストラセンスを得た魔物──識はウロボロスによって、何十何百と命を奪われてきたのだ。かつて、識があれほど死闘を強しいられた魔物はいない。

「故に、儂は別の神域魔術アイテールで、あの魔物を一時的にこの世界から消失させることしか出来なかったのだ。そのタイムリミットが明朝であり、そして、ウロボロスは二度も同じ魔術が通用する相手ではない。……だからこそ、君に改めてお願いしたい」

　黒猫は、表情が見えなくなるほど深く頭を下げる。

「神霊でありながら君に乞こい願うのは恥だと知っているが、許してくれ。『ブラックロータス』は、この世界を征服せんと、魔物たちを送り込んでいる。もし野の放ばなしにしたなら、幾いく千せん幾いく万まんという罪もなき人々が屍しかばねを晒さらすだろう。……世界を救うために、ウロボロスを倒してくれ」

　若干の静寂が、部屋に流れた。

　そんな沈黙を唐突に破ったのは、シオン。

「一つ、識に聞きたいんだが……私の見たところ、ウロボロスは識の攻撃を無効化していた。なのに、どうやって君はあの魔物を討うち取ったんだ？」

「……別に、単純なことだよ」

　誰とも視線を交わさないように、識しきはテーブルに目を落とし、

「ウロボロスが無傷なのは、あいつが魔術で攻撃を軽減させているから。それと、肉体に刻まれた紋章の加護だ。……あの紋章は、壊劫魔術デイザスターへの耐性を付ふ与よさせるんだよ」

「それって、すごいね。じゃあ〈ヴィルドラム〉の魔王は、シキを倒すためだけに、魔物にあの紋章を施ほどこしたんだ」

「……それくらいには、俺のこと脅きよう威いだって認識してたんだろうな」

　そこで識は、一度だけ言葉を切る。

「けど、たとえ壊劫魔術の威力を軽減してるって言っても、魔術を使ってる以上わずかに魔力は消費してるんだ。魔力が空になれば、ウロボロスだって壊劫魔術を防ぐ術すべはなくなる。……だから、」

　忌いま々いましい過去を絞しぼり出だすように、識は答えを告げる。

「ウロボロスの魔力が枯渇するまで、ひたすら戦い続けたんだよ。俺には、不死の肉体があるから」

　シオンも、そしてアーシェも、識の言葉に目を細めた。それはつまり──識は、数えきれないくらいウロボロスに殺されたということに、他ならない。

　やがて、口を開くのはシオン。

「なるほどな。では、今回も識は、同じようにあの魔物を倒すつもりなのか？」

「……それしか、方法がないからな」

「そうだな。〈ヴィルドラム〉にいた頃の識ならば、その手段しかなかったかもな。……だが、今は違うだろう？」

　毅き然ぜんとしたシオンの声こわ音ねに、識は顔を上げる。

　目に映るのは、顔に凛り々りしさをたたえるシオン。そして、初めて出会った時と変わらない無表情のアーシェ。

　いいかげん識だって、彼女たちの諦めの悪さは理解しているつもりだ。

　どれだけ異世界行きを拒こばんでも付きまとってきたように──そして、識と戦うために隣にいようとしたように。

「……もう、来るなって言うつもりはねえよ」

　その言葉に、真っ先に識を見つめたのは黒猫。

　正気か、識──その瞳は、そう識に問いかけていた。

　確かに、黒猫の疑問は当然だ。フィーナの〈リンキング・センス〉は五分しか持たず、ウロボロスの戦闘力は神しん霊れいに至り、何よりもフィーナたちは不死ではない。

　ただ、それでも。一つだけ、可能性があったのだ。

　識が〈ブリック・ヴィンケル〉の力を使わずに、ウロボロスを倒せる可能性が。

　しかし、もし失敗したならば、フィーナたちは──。

「けど、悪い。一晩だけ考えさせてくれ。……やっぱり簡単には決断出来ない」

「……いや、謝らないでくれ。無理を言ってるのは私たちなんだ。検討してくれるだけでも、私たちにとっては有あり難がたいよ」

　シオンの言葉に同調するように、アーシェがこくりと頷うなずくと、

「でも、忘れないでね、シキ。アーシェたちはみんな、シキに死んで欲しくないって思ってるから。……だから、もしシキが一緒に戦うことを認めてくれたら、すごく嬉うれしい」

「……ああ、ありがとう」

　識しきはベッドで眠るフィーナに目を移す。

　きっとフィーナが起きていたら、二人と同じことを言うんだろうな、とぼんやり思う。

　フィーナもまた、識に傷ついて欲しくないと思ってくれたのだ。だからこそ、あのとき必死で識を守ろうとして──識に、こう叫んだのだ。

　識さまがその力で世界を救うなら、誰が識さまを救うんですか。

「どうした、識。儂わしの娘をじっと見つめて。……言っておくが、フィーナに惚ほれるなよ。いくら儂の娘が可愛かわいくかつ天てん真しん爛らん漫まんといえどだな、そうやすやすと娘との交際は──」

「そうじゃねえよ、親馬鹿。……ただ、フィーナは言ってくれたんだよ。俺のこと、救いたいってさ」

　ぽつりと、識は口にする。

「今まで誰もそんなこと言ってくれなかったからさ。……嬉しかったんだ」

　その直後、ふと識は眉をひそめる。

　気のせいだろうか。フィーナの身体からだが……今、小さく震えたような。

　そう、識が思った直後だった。

「……そういえば、私たちは花火の途中だったな」

「うん？」

　識が振り返れば、そこには素そっ気けない表情で明後日あさつての方を向くシオン。

「このまま使わないのも勿もつ体たいないし、少し私は花火でも眺めてくるとしよう。アーシェ、君も付き合ってくれないか？」

　アーシェもびっくりしているのだろう、無表情のまま固まっている。

　しかし、アーシェは耳をピンと立たせると、

「うん、そうだね。じゃあ、クロスケも一緒に行こっか。動物は多い方がいいもん」

「いや、儂は神しん霊れいだが。それに、別に花火は……おい、なんだこの犬は。何な故ぜ儂を連れ出そうとする」

　ナイトに襟首をくわえられ、ずるずると引きずられる黒猫。その後をついていくように、さっさと退散しようとするシオンにアーシェ。

　こうなると、ぽつんと残されるのは、呆あつ気けに取られた識しきである。

「なんだ、あいつら……？」

　不審に思った識は首を傾かしげ……はたと、そのまま固まる。

　たった今、フィーナはベッドで眠っているはずだ。……それなのに。

　微かすかに見えたフィーナの横顔は真っ赤で、おまけにぷるぷると震えていた。
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　花火をやると言ったからには、もちろんシオンもアーシェも花火に興きようじていた。

　しかし、近場の公園にて腰を下ろす二人の表情は大人しく、さほど楽しそうでもない。テレビで何か番組流れてるし特にやることないから見てみるかー、くらいのローテンションで色鮮やかな花火を眺めている。

「……あれだな。こうして二人っきりで花火をしてると、妙に虚むなしくなってくるな。もうキャンプは終わってるのに、私たち何やってるんだろうっていうか。これが噂の賢者タイムというやつか」

　派手な手持ち花火を手に、そう口にしたのはシオン。

　対して、静かな線香花火を見つめながら、アーシェが、

「そうかもね。だって、シオンって別に、花火がしたかったわけじゃないだもん」

　アーシェは、無表情で女騎士に目を向けると、

「シオンは、フィーナにシキと話をさせてあげたかったんでしょ？　だから、アーシェたちがお邪魔虫だって思った。……違う？」

「……やっぱり、アーシェは賢いな」

「正直、すごく意外。シオンは、シキとフィーナが二人っきりでも平気なの？　シキってば、メンタル的にかなり弱くなってるからガードが甘々になってるよ。フィーナとあーんなことや、こーんなことしちゃうかもしれないよ？」

「むっ、それは非常に嫌だな。けれど、識の部屋に戻りたくもないし」

「そんなに、シキとフィーナを二人っきりにさせてあげたいの？」

「まあ、そうだな。……ちょっとだけ、フィーナのことを尊敬したから、かもな」

「……尊敬？　フィーナを？」

「フィーナは、私たちみたいに戦える側の女の子じゃないだろう？　私みたいに剣技を使うことも出来なければ、アーシェみたいに創造獣フアミリアがいるわけでもない。たとえ私たちが守ると誓おうと、フィーナからすれば不安で仕方がないはずなんだ」

　シオンは、アーシェに視線を向けることなく、

「けど、フィーナは言ったんだ。識のことを放っておけないって。神域魔術アイテールしか使えない、女神としては未熟な女の子がだ。……それほど、識しきのことが大切なんだなって思って。素直に、この娘こは強いなって思ったんだよ」

「……アーシェにはよく分からないけど、乙女の一念みたいなもの？」

「そうかな。……うん、そうかもな」

　シオンは少しだけ口元を緩ゆるませると、

「思えば、初めて〈ヴィルドラム〉の魔物が来た時も、フィーナはお節せつ介かいを焼いていたからな。今の識の傍そばには誰かがいる必要があって、それはもしかしたら、フィーナが一番適任かもしれない」

「……そうだね。時々羨うらやましくなるくらい、フィーナって純粋だもん」

　アーシェは、ぽつりと口にして……不意に、すんすんと鼻を鳴らすような音。

　気が付けば、ナイトの背中にちょこんと座った黒猫が、潤んだ瞳でシオンとアーシェを見つめていた。

「本当に、フィーナは良いい友達を持ったなあ。魔術が未熟な女神だというのに、異種族でありながらこんなにも認めてくれる女の子が傍にいるとは。父親としてこれほど光栄なことはない……」

「褒ほめてくれるのは嬉うれしいが、神様といっても普通に感動したりするんだな。フィーナといいあなたといい、神しん霊れいに対しての価値観が粉々に壊された気がするよ」

「……ねえ。そういえば、クロスケに聞きたいことがあったんだけど」

「どうでもいいが……何な故ぜ、儂わしをクロスケと呼ぶのだ……？」

「気にしないでくれ、ご老人。アーシェは動物にあだ名を付けたがるクセがあるんだ」

　それはつまり、アーシェが神様ではなく小動物扱いし始めたということである。冷静に考えれば大変失礼なことなのだが、当の黒猫は感かん極きわまっているのか気づいていない。

「うむ、そうか……。それで、どうしたのだ。フィーナの友達の質問であれば、快く答えるが……」

「えっと、クロスケって神域魔術アイテールが得意なんだよね？　……だったら、シキを〈シャングリム〉や〈ヒンミィリア〉に連れて行くのも、簡単なのかなって」

　ぴたり、と黒猫は泣くのを止やめた。先程の涙が噓うそのように真剣な眼まな差ざしをすると、

「……然しかりだ。儂であれば、識をどんな異世界に跳ばすことも出来る。識ならばきっと、君たちの世界を救うことも可能だろうな」

　けれど、と黒猫はそのまま言葉を継ぎ、

「本心を言えば気乗りはしない。識はこの世界で、穏やかに一生を過ごすことを望んでいるからな」

「もしそれが、アーシェたちの世界の危機に関わることでも？」

　ほんのわずかな、黒猫の沈黙。やがて、

「儂わしだって神しん霊れいだ、世界の存続を願うのは責務とさえ言って良いい。けれど、本人の意志と無関係に世界の命運を背負わせるような真ま似ねはもうしたくないのだ。……識しきがどれほど、身体からだだけでなく心も傷ついてきたか、知っているつもりだからな」

　きっと、黒猫の判断は神霊として間違っていない。〈ヴィルドラム〉を救うためには英雄が必要で、その結果数えきれないほどの人たちが救われた。

　たった一人、織おり原はら識という少年を除いて。

「故ゆえに、あいつが儂を厭いとうのは当然なのだ。本来なら穏やかに過ごすはずだった識の人生を、儂は狂わせてしまったのだから。……もっとも、君たちの気持ちだって理解は出来るのだ。識に自分の世界を救って欲しい、と願うのは──」

「ああ、それなんだが……正直、自分でも悩んでいるんだ」

　シオンは頰ほお杖づえをつきながら、どこか憂うれいを含んだ眼まな差ざしで、

「識が異世界に来たくないならそれでも良いんじゃないか、とな」

「……はっ？」

　それは見事に、黒猫は口を半開きにしたまま固まった。

　黒猫に対し、アーシェは耳を立てながらシオンを見つめ、

「シオンも？　実は、アーシェも同じこと考えてたんだ」

「そうなのか？　もしかしたら、私たちは意外と相性が良いのかもな」

「待て、待て待て。……確かに、識には普通の人生を歩んで欲しいとは言ったが、そんな簡単に割り切れるものでもないだろう」

「割り切ってなどいないさ。識への未練なんて、断たち切れないくらいある」

　花火に照らされるシオンの横顔。その表情は、美しいくらいに真剣味を帯びていた。

「どうするべきか、と問われれば答えは簡単だ。今までのように、識を異世界に連れて行くべきなんだろう。私が知る限り、彼は〈シャングリム〉を救ってくれるたった一人の存在なんだから。……けれど、どうしたいかと問われたならば、答えは未いまだ出ないんだ」

「うん。アーシェも、それに多分シオンも、シキには英雄になって欲しいけど……同時に、このままそっとしてあげたいとも思ってるの。だって、今回の旅行で、どうしてシキが今まで異世界を拒絶してきたか、納得出来た気がするから」

　まるで想おもいを形にするように、言葉を交わす二人の少女。

「だからね、ちょっとだけ待ってみようって思うの。シキが自分の過去を清算出来て、もしアーシェたちの力になりたいって思ってくれたら、その時はもう一度英雄になってくれるか、話してみるつもり」

「……それまでは、異世界の話題はタブーになるだろうな」

　それは恐らく、今までのシオンとアーシェなら辿たどり着けなかった答えだ。

　二人の意思を理解したのか、黒猫は真剣な眼差しで、

「そうか。……では、君たちはこれからどうするつもりなのだ？」

「……？　どうするって、どういうこと？」

「君たちの言葉を踏まえると、しばらくは識しきを異世界に勧誘しないという意味なのだろう？　では、君たちがこの世界に残っている理由がなくなってしまうのではないか、と思ってな」

　シオンとアーシェがこの世界に転移した理由はただ一つ、識に世界を救ってもらうためだ。そしてたった今二人は、識のことをそっとしてあげたいと告げた。

　それはつまり──シオンとアーシェにとって、識に干渉する意味が消えたということだ。

　識が己の過去に縛られている限り、再び英雄になることはあり得ないのだから。

　だからこそ、黒猫の疑問は当然で……それでもシオンとアーシェは、この猫何言ってるんだろう、とばかりにきょとんとお互いの顔を見つめていた。

「……いや、何な故ぜ不思議そうにしているのだ」

「ああ、すまない。つい、おかしなことを言うんだな、と思ってしまったんだ」

　そして、さも当然のように、シオンは口にする。

「あなたはこの世界に残る理由がないと言ったが……別に、何も変わらないよ。〈シャングリム〉に帰るその日まで、今までみたいに識たちと一緒にいるだけだ」

「うん、そうだね。アーシェも、そうしたいかな」

　シオンとアーシェは、迷いなど一切ないあっけらかんとした口調で、

「祖国のことは心配だが、私の意思で転移することは不可能だからな。時間が許される限りは、このままでいたい。……それに、識には私と共通の趣味もあるし」

「そんなにゲームとかアニメが好きなの？　アーシェは面白さがよく分かんなくて、眠くなっちゃったんだけど」

「むっ、それは聞き捨てならないな。こっちは睡眠時間さえ削けず──あ、アーシェっ!?　き、君は突然何を……!?」

「隠かくさなくていいよ、とっくに知ってるもん。シオンって学校で隠れてライトノベル読んでるけど、あれ挙動不審すぎて逆に怪しいよ？　多分、フィーナも気づいてるんじゃないかな？」

「………………。そうか、ばれてたのか……」

「そんなに落ち込まなくてもいいのに。……シキたちとも、いつかはお別れしちゃうんだよ？　だったら、もっと正直になってくれた方が、みんな嬉うれしいと思うけど」

「……そういうもの、なのか」

　うむむと唸うなるシオンに、いたずらっぽい眼まな差ざしを向けるアーシェ。そんな光景を、黒猫は目を丸くしたまま眺めている。

　どうやら、黒猫の考えは大きく間違っていたらしい。

　シオンとアーシェにとって、識しきが英雄であるかどうかなんて関係がないのだ。

　目の前の少女たちは、何ど処こにでもいる少年である識と、何でもない日々を過ごしたいと願っているのだから。

「本当に、良いい友達を持ったな。……フィーナも、それにあいつも」

　ぽつりと呟つぶやいた黒猫の言葉は、夜の闇に溶けていった。
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　繰り返すようだが、フィーナの顔は真っ赤で、おまけに身体からだはぷるぷると震えていた。

　その明らかにおかしいフィーナに、識は思わず声をかける。

「……フィーナ？」

「は、はいっ!?」

　突然、がばりとフィーナが起き上がり、わたわたと慌てると、

「あ、あの、別に寝てたふりしてたわけじゃないですよ!?　その、識さまたちが真剣な話してるから、なんか起きづらいなーって思って……！」

「……良かった」

　やけに動揺してるフィーナに対し、識はほっと溜ため息いきをつく。

「フィーナ、いきなり倒れるからさ。……いつも通りのフィーナで、何か安心した」

「……あ、あはは。お恥ずかしいところをお見せしました」

　フィーナはぺこりと頭を下げると、

「で、でも、シオンさんたちには困っちゃいますね！　いきなり出て行っちゃうんですもん！　そ、その……二人きりに、なっちゃいましたね」

「……ん、そうだな」

　照れくさそうに、識は頰をかく。何なら、フィーナと一緒にみんなを追いかけようか。そんな考えも頭をよぎったが、口にはしなかった。

　少しだけ、フィーナの声が聞きたかったから。

「本当、無む茶ちやをしすぎなんだよフィーナは。あんなバケモノに敵かなわないなんて、フィーナだって分かってただろ？　……つっても、お前フィーナだもんな。俺が何言ったって、どうせ聞かないよな」

「……むー。なんか、今とても馬鹿にされたような気がします」

「そうじゃねえよ、フィーナらしいなって思っただけだ。沖縄のときも、お前は俺の代わりに戦おうとしてたしな。……呆あきれるくらいお節せつ介かいな女神だよ、お前は」

「……識さまは、迷惑でしたか？　わたしたちが、識さまの応援に駆けつけたこと」

「迷惑っていうか、怖かった。フィーナたちが死んだら、多分一生後悔してたと思うから。……それに」

　途端に、識しきは言葉を濁にごす。

　それでも、大きく足を踏み出すように、識ははっきりと口にした。

「俺が何度も死ぬところ、フィーナたちに見られたくなかったんだよ。当たり前のように命を投げ捨てる俺の姿なんて」

「……わたしだって、嫌です」

　ぎゅっと、フィーナは膝ひざを抱える。

「わたしをウロボロスから庇かばってくれたときの識さまは、まるで自分のことなんてどうでも良いいみたいでしたから。……あんな心が欠けたような顔、識さまには似合わないです」

「……だから、フィーナは駆けつけてくれたんだよな」

　識は小さく笑い、やがて口にする。

　あのとき、フィーナに言いそびれた言葉。

「俺のこと守ってくれて、ありがとな」

「……感謝されるようなことじゃないです。だって、そんなの当たり前ですもん」

「普通の人間だったらそうかもしれないけど、俺の場合は違うんだよ。……俺は、守られる必要も理由もないからさ。死ぬことの方が、俺にとっては当たり前だったから」

　無意識に、識は自分の手を眺める。

　何度も魔物を屠ほふり、そして何度も魔物に傷つけられてきた、己の拳。

「俺のこと助けてくれようとしてくれたの、フィーナたちが初めてなんだよ。異世界には、そんな人たちいなかったからさ。……けど、当然なんだよな。だって、俺は不死だからさ。俺はどんな苦痛にもがこうと、絶対に死なないんだ」

「……識さま？」

　識の耳に届くのは、フィーナの不思議そうな声。

　フィーナが疑問を抱くのも当然だろう。

　識の身体からだは、微かすかに震えているのだから。

「世界を救えるのって、不死の身体を持つ俺しかいなかったんだよ。相手は神しん霊れいだからさ、それくらいバケモノじみた異能を持ってないと英雄にはなれなかったんだ。だからさ、前に進むしかなかったんだよ、俺は。たとえ何度も屍しかばねを晒さらそうが、それで名前も顔も知らない誰かが救われるから。そのために俺は異世界にいたから」

　身体だけでなく、声まで震える。口からは、嗚咽おえつに似た何かが零こぼれる。

　まずい、と本能が警告する。今まで必死に押し殺してきた記憶が、繫つながれた枷かせを引ひき千ち切ぎろうとしている。英雄の頃に抱えていた憎悪や怨えん嗟さが、出口を求めて暴れ回っている。

　忘れなければ。目を逸そらさなければ。

　そうしないと、また過去に押し潰されてしまう。

　けれど、もう識しきは自分自身の感情を制御なんて出来なくて。識は怯おびえるように、自分の両手を固く握り──。

　その両手が、優しく包まれた。

　優しく微笑ほほえむフィーナが、そこにいた。

「そのまま、話してください。……わたしが、傍そばにいますから」

　呆ぼう然ぜんとする識に、フィーナはそっと言葉を紡つむぐ。

「悲しかったんですよね。英雄であることが、つらかったんですよね。……だから、教えて欲しいんです。識さまが引きずってきた孤独とか、苦痛とか。そういうの全部、わたしも背負ってあげたいんです」

　その想おもいは、仲直りした際にフィーナが口にしたものとよく似ていて。

　だからこそ、掠かすれた声で識は答える。

「でも……でも、また、フィーナにひどいことを言うかも──」

「わたしは、そんな識さまの言葉が聞きたいんです」

　続けようとした言葉は、胸の中で溶けた。

「もう、英雄だった頃の識さまを救うことは、わたしには出来ないかもしれませんけど……目の前にいる男の子くらいは、救えるかもしれませんから」

　そして、フィーナは宝石のような瞳で識を見つめたまま、

「識さまが一人で傷つくくらいなら──わたしも、一緒に傷つきたいんです」

　フィーナの優しい決意を前に、一瞬だけ、識の頭の中が真っ白になる。

　フィーナたちと過ごした旅行は、己の過去と決別するためのものだ。

　何ど処こにでもいる少年になるために、識は異世界という存在を断たち切ろうとした。……けれど、そんな行為に意味などなかったのだ。

　逃げようとしたところで、英雄として過ごしたあの日々は、今もなお識の心に刻まれているのだから。

　忘れることが出来ないのであれば。目を逸そらすことが出来ないのであれば。

　誰かと一緒に、乗り越えるしかない。

　そして、その誰かは──。

「……もしかしたら、信じてくれないかもしれないけど」

　やがて識は、頑かたくなに口を閉ざしていた自分の過去を打ち明け始める。

　震えは、もう止まっていた。

「異世界に転移したばっかりの頃は、英雄になれて嬉うれしかったんだ」





　　◇






〈ヴィルドラム〉に降りた時、自分が不死だってことを知らなかったんだ。っていうか、気づいてなかった。だって、その時はどの魔物も紋章なんてなかったからさ。一撃で魔物を倒してたんだ。

　正直に言うと、すごく気持ちが良かった。

　魔物を倒すことじゃなくて、たくさんの人が褒ほめてくれるのが。

　異世界に来る前の俺は、落ちこぼれの中学生だったから。運動なんて全然出来なかったし、コミュ力なんて絶望的だった。学校が死ぬほど嫌いで、何となく不登校になって何となく引きこもりになってたんだ。今の俺からじゃ、想像出来ないかもしれないけど。

　だから、人気者になったみたいで浮かれてたんだ。

　まあ、義ぎ憤ふんみたいなのはあったよ。人が魔物に殺されるところも見たし、許せないって気持ちは間違いなくあった。

　でも俺は、称賛されることに酔ってたんだ。誰かの命を守る度に、俺のことを英雄だとか救世主って呼んでくれて、それが誇らしくて仕方なかった。

　ちょっとは痛い思いをすれば目も覚めたんだろうけど、あの頃の俺は無敵だったし、馬鹿だった。どんな魔物だろうと壊劫魔術デイザスター一つで解決してきたから、苦境なんてほとんどなかったんだよ。

　だから、魔王を倒すのは俺しかいない、って深刻に考えないで世界のあちこちを旅してたんだ。当時の俺は、戦うことなんて平気だった。

　初めての死を経験するまでは。




　部屋には、かちこちと鳴る壁時計の音、そして識しきの声しかなかった。

「一番最初に死んだ日のことは、よく覚えてる。俺はその時、〈ヴィルドラム〉で結構でかい都市にいて、魔物の軍勢がすぐ近くまで迫せまってたんだ。……〈ヴィルドラム〉は俺が転移したときから壊滅状態だったから、ろくに戦力なんて整ってなかった」

　フィーナは、何も言わなかった。こっちが笑ってしまうくらい真剣な表情で、識の話に耳を傾けている。

「だから、俺が志願したんだ。ここにいる人たちは必ず俺が守ってみせますってな。相手が軍勢だろうと、俺にとっては問題じゃなかった。今回だって英雄を貫いてみせる、そう考えてたんだ」

　とつとつと、過去を繫つなぎ合あわせるように、識は語る。

「でも、魔王だって馬鹿じゃない。少なからず、俺のことは脅きよう威いに思っていて……初めて、俺は紋章付きと戦闘したんだ。フィーナも知ってる、沖縄の時の魔獣だよ」

　こんなに自分の過去と向き合うなんて久しぶりなのに、意外なくらい言葉があふれてくる。きっと、フィーナがいてくれるからだろう。両手に感じる彼女のぬくもりが、不思議と心を落ち着かせてくれた。

「初めは、何が起こったか分からなかった。だって、壊劫魔術デイザスターで倒れない魔物なんて、一体もいなかったからな。だから頭が真っ白になって、でもその隙すきを魔獣は見逃さなくて……初めて、俺は死んだんだ」

　そう言って、識しきは自分の腹部に目を落とした。

「死因だってはっきり覚えてる。……あいつに、ここを嚙かみ千ち切ぎられたんだよ」




　多分、あの瞬間の俺は、人生の中でも相当カッコ悪かったと思う。

　だって、あまりに痛くて、じたばた藻も搔がきながら泣いてたんだから。

　でも、それも短い間でさ、すぐに気絶した……っていうか、死んだんだ。

　それで、すぐに目を覚まして、自分の異変に気付いたんだ。そりゃ驚くよな、さっきまで血が流れてたのに、何にもなかったように元通りになってるんだからさ。その時俺は、自分に不死の力があるって知ったんだ。

　でも、話はここで終わりじゃない。むしろ始まりだったのかもしれない。

　呆ほうけてる間に、また魔獣に殺されたんだ。こっちの方はもう死因は覚えてない。ただ、死にたいくらいの苦痛だったってことは、間違いないと思う。

　それで、また生き返るわけだけど……それが、俺にはたまらなく恐ろしかった。

　死ぬ瞬間より、蘇そ生せいする瞬間の方が俺には恐怖だったんだ。今度は何ど処こを嚙みつかれるか、あるいは引き裂かれるのか。子どもみたいに泣きじゃくりながら、それでも何とか魔獣を倒せた。

　その日から、俺は生まれて初めて、戦場にいるんだって自覚した。

　情けない話だけど、そう考えたら一気に怖くなった。死なないって言ってももちろん痛みはあって、またあんな思いをするのかって、絶望さえした。

　けど、まだあの頃は逃げようなんて考えてなかったな。

　だって、みんな泣いて喜ぶんだよ。助けてくれてありがとうって。

　ああ、この人たちを救えて良かったって、本気で思って……だから、戦わなきゃって腹を括くくったんだ。俺が逃げたら、この人たちが死んじゃうかもしれないから。そんなの、死ぬよりつらいから。

　それに、敵対した魔物全部が紋章付きってわけでもなくて、ほとんどの魔物は今まで通り倒せたんだ。けど、戦場に出る度絶対に数体は紋章付きがいて、そいつらにはいつも苦戦してた。毎回満まん身しん創そう痍いになったし、運が悪い時は死んだ。

　あと、魔物との戦争も熾し烈れつになってきてさ、それまでは一緒に戦う仲間もいたんだけど、積極的に単独で戦地に向かうようにしたんだ。俺一人で戦えば、絶対に死人は出ないからさ。そっちの方が気が楽だった。

　それくらいの時から、英雄っていう言葉の重さを理解し始めたんだ。

　可お笑かしいよな。死んでからやっと、そんなことに気づくなんて。




　もちろん、フィーナは笑わなかった。

「もしかしたら、あの頃が一番正義感に駆られてたかもな。戦場に行く前に紋章付きが少ないことを祈って、それで魔物たちと殺し合いしたらまた別の戦場に行って、それからまた魔物と殺し合いをして……そんな毎日が、ずっと続いてた」

「……やっぱり、つらかったですか？」

　労いたわるようなフィーナの声に、識しきは、

「つらくなかったって言ったら噓うそになるけど、まだ何とかなった。俺が傷ついて帰って来ても、あたたかく迎えてくれる人たちがいたから。……けど、元の世界に帰りたいとは思ってたかな」

　識は、テーブルの傍そばに置いてある学生鞄かばんに目を向け、

「引きこもりだったけど、帰ったら今度こそ学校に行こう。人並みに勉強して、人並みに不満を零こぼして、人並みに友達をつくろう。それくらいには、今の世界が恋しくなってた」

　再び、フィーナの小さな手に目を落とす。

「世界のためって理由も当然あったけど、一日でも早く殺し合いの日々から抜け出したくて、積極的に戦場を渡り歩いていたんだ。少しでも魔王に近づくために、あえて危険な戦地を選ぶこともあった」

　次第に、識の声が小さくなっていく。まるで、何かに怯おびえるように。

「けど、死ぬことはやっぱり怖かった。死ぬ寸前は悲鳴だってあげたし、戦場から離れても夢の中で思い出して跳はね起きることだってあった。それでも、早くこんな生活を終わらせるんだって、必死だった」

　でもさ、と識は言葉を継ぐ。

「あの頃はまだ、世界を救うって言葉の意味を甘く考えてたんだろうな。……あの荒野に辿たどりついて、俺はやっと、自分が背負ってるもんの重さを思い知ったんだ」

　そこから先を、識は鮮明に覚えている。

　あの、識を嘲あざ笑わらうかのような、青空。

「そこにいたのは、数百体の紋章付きと──ウロボロス、だったんだ」




　痛みってさ、慣れちゃうんだよ。肉体はちゃんと傷ついて鮮血だって流れてるのに、頭では他ひ人と事ごとのようにしか思えなくなるんだ。っていうか、何も感じなくなってるのかもな。多分、そうしないと心が壊れるんだと思う。

　あの瞬間ほど、不死の身体からだを呪ったことはなかった。

　立ち向かっていっても、地べたを転げ回っても、泣きながら許しを乞こうても、無抵抗にじっとしてても、あの悪魔は決まって同じことばかり繰り返した。

　ウロボロスの紅あかい瞳、何の感情も宿ってなかっただろ？　あいつさ、ほとんど感情がないんだよ。あるのは対象を殺すっていう飽あくなき意志だけなんだ。だから獲物を殺すのに躊躇ためらわないし、憐れん憫びんも感じないし、愉ゆ悦えつも覚えない。

　ただただ、惨殺するだけなんだ。

　だから、荒野が真っ赤になるくらいあいつにやられた。この地獄が終わるならどんな酷ひどいことでもするって、心の底から思った。

　逃げようとも思ったんだよ。そのために、ウロボロスに背中を向けて、無様に這はいずろうともした……けどさ、それだけはどうしても出来なかったんだ。

　だって、みんなが泣いて喜ぶから。

　だって、助けてくれてありがとうって言うから。

〈ヴィルドラム〉の人たちの言葉が、俺の逃げ道を塞いでた。ここで英雄を捨てたら、たくさんの人が死ぬって理解してしまってたから。逃げるなんて選択肢は、そもそも初めからなかった。

　みんなの感謝や期待の言葉が、まるで俺に死を望んでるみたいで──頭がおかしくなりそうなくらい、憎かったんだ。

　俺はさ、全然強くもないし、カッコよくもないんだ。世界を救いたいって思うと同時に、こんな残酷な宿命を背負わせる〈ヴィルドラム〉のことを心から憎悪してた。

　完全無欠のヒーローがいればよかったのにな。

　誰かの笑顔のために必死になれて、誰かを守るためなら死ぬことさえ怖くなくて、誰一人悲しませず世界を救ってしまうような、そんな英雄がいればよかった。

　けど、世界中探したってそんな奴やつはどこにもいなくて。

　だから、俺が英雄になるしかなかった。

　もう、死ぬことなんてどうでもよかった。自分の価値は世界を救うためだけにある。そう考えないと、ウロボロスに──世界に、心が殺されてしまうから。

　あの日から、俺の居場所は戦場だけになったんだ。

　それが、俺にとっての英雄だから。




「……なんで、フィーナが泣くんだよ」

　識しきの手の甲に、ぽたぽたと熱い雫しずくが落ちる。

　フィーナは、何も言わなかった。言葉が出ないかのように嗚咽おえつを零こぼし、いくつもの涙が頰を伝っていた。

「だって──だって」

　やがて、フィーナは懸命に想おもいを口にするように、

「識しきさま、苦しかったんだなって……」

　その言葉を最後に、フィーナは識の両手に額を当てるように俯うつむく。識は無言で、その光景をただ眺めていた。

　識にも、そしてフィーナにも、過去を変えることなんて出来ない。識が英雄として生きていた時間は確かに存在して、最早その過去に干渉することは誰にも出来ない。

　それでも、どうしても識は思ってしまう。

　もしあの時、フィーナのように自分を想って泣いてくれる誰かがいたら。あるいはシオンとアーシェのように、共に戦いたいと言ってくれる誰かがいたら。

　こんなに、異世界を憎むことはなかったのだろうか。

「けど……それはもう、ずっと昔の話だから」

　静かに涙を流すフィーナに、識は優しい声こわ音ねで語り掛ける。

「俺はもう、英雄じゃないからさ。あの頃みたいに命を犠ぎ牲せいにしながら世界を救うような真ま似ねはしたくなくて……それでも、フィーナに頼みたいことがあるんだ」

　それは、この騒そう々ぞうしくも特別な旅行を経て、識が出した結論だ。

　北海道でフィーナたちのへっぽこぶりに落胆し、沖縄でフィーナたちと思いっきりはしゃぎ、キャンプでフィーナたちと幸福なひと時を過ごした、その答えだ。












「俺は、英雄としてじゃなくて……織おり原はら識しきとして、フィーナたちと一緒にいたい。今までみたいな日々を、これからも過ごしていきたいんだ。だから、」

　過去は変わらない。未来は分からない。……けれど、

　フィーナと共にいる現い在まだけは、識にだって決めることが出来るはずだ。

「──俺と一緒に、生きてくれないか？」

　……長い、長い静寂の後。

　こくり、とフィーナは頷うなずいた。





　　◇






　識たちが暮らす街において、世界を救うための舞台なんて一つしかない。

　かつてエルヴィが降り立った、テーマパーク跡地。

　そういえば、俺たちの旅行もここから始まったんだっけか、と識はぼんやりと眺める。

「……しかし」

　口にして、おもむろに識は振り返る。そこにいるのは、準備運動のように軽く身体からだをほぐすシオン。そして、ナイトに跨またがり若干眠そうな顔をするアーシェ。

「俺に付き合ってくれるのは感謝してるんだが……今からウロボロスが来るっていうのに、結構リラックスしてるんだな、お前ら」

「そうでもないさ、これでも緊張はしている。何せ、あの魔物と再戦するんだ。死ぬかもしれないという覚悟くらいは持ってるよ」

　そう、凛り々りしき表情でシオンは口にして、

「だが、正直に言うと嬉うれしいんだ。……識が、私たちと戦いたいって言ってくれたからな」

「……うん、そうだね。やっと、アーシェたちのこと頼ってくれるんだもん」

　なんて言いながらも、アーシェは、ふわあ、とあくびをして、

「けど、昨日はもうちょっと早めに寝るべきだったかも……」

「そんなに遅くまで花火してたのか？」

「それもあるけど、近所の人が通報したみたいでお巡りさんから逃げ回ってた……」

「こんな大事な日に何してんだよ、お前ら……」

「けど安心して。アーシェ、がんばるから。シキと一緒に戦うなんて、初めてだもん」

「そういえば、俺たちいつも一緒にいるのに今まで共闘したことなかったな。……っていうか、誰かと一緒に戦うこと自体久しぶりだっけか。〈ヴィルドラム〉じゃ、一人で戦ってる方がずっと多かったし」

「……シキって、〈ヴィルドラム〉でも友達いなかったの？」

「そういうさりげない言葉が一番傷つくんですけど。そもそも、そうじゃなくて──」

「……心配しなくてもいいんだ、識しき」

　識の肩に、ぽん、と手を置くシオン。

　シオンは、優し気に微笑ほほえみながら、

「わたしだって初めは躊躇ためらいもしたが、勇気を出して誘えばパーティーを組んでくれる親切なプレイヤーは必ずいる。それに、ソロよりもみんなで狩った方が経験値稼ぎの効率が良いいし──」

「ネトゲの話じゃねえよっ！　察しろよ、今の話の流れをよ！」

　思いっきり識は叫び……ふと、心の中で苦笑している自分がいることに気づく。

　まあ、緊張感なんて全然ないけど……こっちの方が、俺たちらしいかもな。

「識さまっ。……〈デプリベイション〉で、空間断絶は終わりました」

　とてとてと識たちの許もとに駆け寄るのは、フィーナ。

　踏んできた場数の差なのだろう。シオンとアーシェに比べてフィーナの表情は硬く、一目で緊張していると見て取れた。

　それも当然だろう。

　ここにいるたった四人と一匹で、世界を救わなければならないのだから。

　フィーナは怯おびえたように識を見上げながら、

「あの、やっぱりわたしの代わりに、パパに手伝ってもらった方が良かったですか？　パパなら、わたしよりずっと上う手まく〈リンキング・センス〉が使えますし……」

「いや、いいよ。フィーナの親父おやじなら、今はそれどころじゃないみたいだしな」

　現在、フィーナの父親は神界にいる。何でも、エルヴィの従者だった青年は最後にこの地に魔物の大軍を転移させたようで、異世界転移の打ち消しに追われているらしい。

　だが、それでもフィーナは、

「でも、さっき識さまが話してくれた作戦って、とても危ないものなんですよね？　もし失敗したら……その、識さまたちは──」

「俺は、負ける気なんてしないけどな」

　フィーナの不安を振り払うような、はっきりとした識の言葉。

　目を丸くするフィーナに、識は、

「だって、ここにいるのは〈不穢の騎士王ホワイト・ナイト〉と謳うたわれた女騎士と、創造獣フアミリアを創り出したエルフと、〈アークトゥリー〉の末まつ裔えいの女神なんだ。俺なんかよりずっと凄すごい奴やつらが揃そろってるんだからさ。……それに」

　識の顔に、微笑みが浮かぶ。

「俺は、フィーナたちと戦いたいんだよ。……だから、自分じゃ無理かも、なんて言葉は言わないでくれ」

「……はいっ、分かりました！　精一杯頑張ります！」

　表情に決意をたたえるフィーナ。そんな彼女の傍そばで、シオンは嬉うれしそうに口元を緩ゆるめ、アーシェはピンと耳を立たせている。

　やがて、フィーナがぽつりと呟つぶやいた。

「魔力反応が近づいてます。……もうすぐ、来ます」

　にわかに、識しきたちに緊張が走った。誰もが無言で、間もなく彼かの魔物が現れるであろう虚こ空くうに目を向ける。

　ほんのわずかな、しかし永遠とも思える時間が流れて……。

　やがて、独り言のように、識が呟く。

「そういえば、俺たちの旅行ってまだ終わってないんだよな」

　一斉にフィーナたちが、きょとん、と識を見つめる。

「フィーナたちは、何ど処こか行きたい場所とかあるか？」

「えっ？　そ、そうですね……じゃあ、スイキン！　スイーツキングダムが良いいです！　あ、でもでも、ちょっと遠いところとかにも行ってみたいですし……！」

「……私は、ゲーセンとやらに興味があるな。一度、足を運んでみたかったんだ」

「えっと、アーシェは近くの公園が良いかな。あそこで暮らしてる野良猫たち元気にしてるか心配だし、シキたちにも会って欲しいの。すごく可愛かわいいんだよ？」

「……相変わらず、一個も行きたい場所が被かぶらねえなあ」

　そう口にしたとき、識の視界に時空の歪ゆがみが生まれる。ここではない遥はるか遠い何処かに繫つながる黒い穴。それは、常人であれば絶句するほど異様な光景で──。

　それでも、識は小さく笑いながら口にした。

「じゃあ……あいつを倒した後で、みんなで行くか」

　直後、大地が激しく鳴めい動どうし、この世ならざる異形が降り立つ。

　朝焼けに染まる空の下にいるのは、紅あかい瞳を持つ、龍りゆうの頭と蜘く蛛もの足を持つ巨大な魔物。

　ウロボロスが──識が今まで拒絶し続けていた過去そのものが、そこにいた。

「──────」

　ウロボロスは遠く離れた距離にて、静かにそこに佇たたずんでいる。彼の魔物は、識との再会を喜びなどしない。闘志を滾たぎらせることもなければ、戦せん慄りつすることもない。

　ただ識を、そして世界を滅ぼすための機構システムに過ぎない。

　だからこそ、こうしている間にもウロボロスは思考している。如い何かに効率よく識を殺せるか。最も効果的に致命傷を与えられる魔術はどれか。恐らくは幾いく千せん通りもの可能性を瞬時に思索している。

「フィーナ、予定通り決行は一〇秒後だ。タイミングは俺が合わせるから、フィーナは魔術を起動することだけに専念してくれ」

「……はい」

　フィーナが頷うなずくと同時に、識しきはフルスロットルの如ごとく魔力を熾おこす。

「よし……やるかっ！」

　気迫を込めて叫び──識は、たった一人で地を蹴った。

　シオンもアーシェも追従せず、フィーナは〈リンキング・センス〉すら起動しない。少女たちは、疾しつ走そうする識を見守るのみ。

　ウロボロスの紋章が仄ほのかな輝きを放はなち、虚こ空くうに浮かぶのは黄金色の魔法陣。

　そして生まれるは、一〇〇にも及ぶ雷の砲弾。

　雷鳴と共に射出される魔術を、識は躱かわすように駆け抜ける。もっとも、その中のどれ一つとして本命はない。この降り注ぐ雷の砲弾は、識を牽けん制せいするためだけのものだ。

　何な故ぜなら、ウロボロスにとって必殺の機会チヤンスは、識が攻撃をした瞬間だから。

　故ゆえに、ウロボロスは識が壊劫魔術デイザスターを使うのを誘っているのだ。

　残り、五秒──頭の中で、識は冷静にカウントダウンを始める。

　残り四秒で、一瞬で加速しウロボロスに肉にく薄はくする。

　残り三秒で、熾していた魔力を拳に込める。

　残り二秒で、巨大な胴体に狙いを定め跳ちよう躍やくし、

「──お願いします、識さまっ！」

　残り一秒で、フィーナの声が耳に響いた。

　同時に識は、かつてないほど渾こん身しんの一撃を──総魔力量のほとんどを消費した壊劫魔術を、叩たたきつけた。

　拳はウロボロスの外がい殻かくに直撃し、しかし、その時には既にウロボロスの紅あかい瞳は識を補足していた。無防備になった識の命を刈り取るが如く、地面に刻まれた魔法陣から雷が放たれようとされ。

　何が起こっているか、ウロボロスには理解出来なかったはずだ。

　まるで嘲あざ笑わらうかのように、幾いく度ども壊劫魔術を無力化してきた幾き何か学がく模様の紋章。

　その紋章が刻まれた外殻に──罅ひびが生まれていた。

　刹せつ那な、フィーナが起動した〈デプリベイション〉により、ウロボロスのみが魔力の壁に囲まれる。壊劫魔術によって生まれる轟ごう音おんも衝撃波も、そしてウロボロス自身も〈デプリベイション〉の中に消える。

　地面に着地した識が顔を上げれば、そこには荒地が広がるのみ。

　ふう、と識は息をつく──とりあえず、ここまでは順調だ。

「お疲れさま、フィーナ。何とか、あいつを〈デプリベイション〉で閉じ込めることが出来たみたいだな」

　先程の疾しつ駆くが噓うそのように、識はゆっくりとフィーナたちの許もとに戻る。

　けれど、フィーナたちは真剣な表情を崩さない……何せ、ようやく戦うための準備が整っただけなのだから。

「しかし、識しき。本当に、あの一撃はウロボロスに通用したのか？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめたシオンに、識は、

「間違いなく効果はあると思う。……断言してやることは出来ないけどな」

　そして識は、解放感さえ覚えながら口にする。

「何しろ、今まであんなに魔力を熾おこした壊劫魔術デイザスターなんて使ったことがないんだから」

　より正確に言えば、未いまだかつて、識はこれほどの壊劫魔術を使えなかった。

　理由は二つある。

　その一つは──識の膨大なる魔力の前では、世界が耐えられないからだ。

　もし識が全ての魔力を総動員させた場合、壊劫魔術の威力は今までとは桁けた違ちがいに跳はね上がる。先程アーシェが計算してくれたのだが、識が総魔力の全てを壊劫魔術に費ついやしたら、アジア大陸は消滅し、壊劫魔術の衝撃で地球の岩石は地下深くまで破壊され、マントルの破片は宇宙空間にまで飛び散り第二のジャイアント・インパクトとして新たな月が誕生するらしい。ちなみにアーシェは真顔だった。

　そこまでの想像はしていなかったものの、今までの経験から危険を感じとっていたため、識は全力を出したことがなかったのだ。

「けど、今回ばかりは加減するわけにはいかないからな。……そうでもしないと、ウロボロスには傷一つつけれないんだから」

　先の一撃を魔術で軽減するためには、それ相応の魔力が必要となる。

　だからこそ、ウロボロスの魔力を大量に消費させるために、識はけた外れの魔力を熾した壊劫魔術をウロボロスに放はなった。けれど、識の壊劫魔術では世界が壊れてしまう。そのため、フィーナが〈デプリベイション〉で壊劫魔術の衝撃をウロボロスごと隔かく離りし、この世界への被害をゼロにした。

　つまり、魔力の壁の向こうには──識たちの攻撃を耐えることが困難なほど、魔力を消費したウロボロスがいる。

「だから、俺たちの初めての共闘は、ここから始まるんだよな」

　鋭い眼まな差ざしで、識はフィーナたちに振り返る。

　きっと、識と共に戦うという言葉の意味を理解しているのだろう。フィーナも、シオンも、アーシェも、表情に真剣さが滲にじんでいる。

　識は少女たちを見つめながら、決意を口にした。

「俺はもう、不死の身体からだじゃなくなったからさ。……だから、俺の命はみんなが預かってくれ。フィーナたちの命も、俺が預かるから」

　これが、今まで識が全力で壊劫魔術を使えなかった、二つ目の理由だ。

　かつて、フィーナの父親は言った。〈ブリック・ヴィンケル〉を起動出来るのは、識しかいない……まさに然しかりだ。神しん霊れいでさえ、この魔術で不死になることは叶かなわないだろう。

　何な故ぜなら、〈ブリック・ヴィンケル〉は、神霊さえ超える識しきの総魔力量の九割を必要とするのだから。

　故ゆえに、識は英雄であるために、壊劫魔術デイザスターで魔力を浪ろう費ひさせることが出来なかった。

　……けれど、識は初めて過去を話したあの夜に、フィーナに告げたのだ。

　英雄としてではなく、織おり原はら識として生きたいと。

　識は、英雄として死を受け入れるのではなく。

　一人の少年として、生を求めたかった。

「……ほんと、昔の俺からは想像も出来ねえよ。今まで通りやれば絶対に世界を救えんのに、わざわざ危険な道を選んでるんだから。それも、フィーナたちを巻き込んで」

「……別に、いいです。わたしは、好きで識さまの傍そばにいますから」

　そう口にするフィーナの肩は、微かすかに震えていて……けれど、その瞳は、何ど処こまでも真まっ直すぐに識を見つめていた。

「識さまが嫌だって言っても、何処までもついていきますから。それが世界を救うための戦場だって、構いません。……識さまに。悲しんでもらいたくないですもん」

「……もう、識もフィーナのことは、へっぽこ女神なんて呼べないな」

　視線を移せば、そこにいるのは嬉うれしそうに微笑ほほえむシオン。そして、相も変わらない無表情のアーシェ。

「安心してくれ。これでも、私は〈シャングリム〉の危機を救ったことがあるんだ。むざむざ殺されはしないし、誰も殺させやしない。……騎士としての誇りに懸けて」

「アーシェたちは、エルヴィっていう神霊にだって勝てたんだよ？　それに、今回はシキだっているもん。絶対に、何とかなるよ」

「……ああ、そうだな」

　識は振り返り、虚こ空くうを見つめる。

　何処からか聞こえる、硝子ガラスを引ひっ搔かくような不快な音。ウロボロスが〈デプリベイション〉の術式に介入し、魔力の壁が崩れようとしている。

　その途端、識は懐なつかしさすら覚えるほど、一瞬だけ緊張に身体からだが強こわ張ばった。

　もう、死ぬことは許されない。自分の命は少なくとも人並みの価値があって、投げ捨てたら悲しんでくれる人もいる。

　だからこそ、決け着りをつけなければならない。

　フィーナたちと共に──いつか、自分の過去を笑い飛ばせる日を迎えるために。

「そろそろ、限界みたいです。……〈デプリベイション〉が、壊れますっ！」

　フィーナが叫んだ直後──蜃しん気き楼ろうのように、ウロボロスの巨きよ軀くが現れる。

　その体たい軀くには、識が刻んだ外がい殻かくの罅ひび以外に傷らしいものは見当たらない。けれど、確実に、そして膨大に魔力を消費しているのだ。

　彼方かなたにいるウロボロスは、まるで未知の脅きよう威いに警戒するように、識しきたちに対し初めて身み構がまえていたのだから。

「……行くぜ、バケモノ」

　その顔に浮かぶのは、英雄だった頃の識には在り得ない表情。

　幽ゆう鬼きの如ごとき無表情ではなく、確固たる意志が滲にじんだ不敵な笑みだ。

「今まで一人で抱えてた悪夢は、今日で終わらせる。……ここにいる、仲間たちとな」

　──その、不屈の宣言と共に。

　識が、シオンが、アーシェとフィーナを乗せたナイトが、地を駆ける。

　ウロボロスが魔法陣を展開……だが、明らかに今までとは様子が違う。

　虚こ空くうに浮かぶ魔法陣の数は──三つ！

　灼しやく熱ねつの業ごう火かが、凛りん冽れつたる氷ひよう塊かいが、鎌かま鼬いたちの如き風ふう刃じんが、識たちに飛来し……識たちは、目標を分散させるように散開する。

　ウロボロスの魔術には、先程のように牽けん制せいする意図は感じられない。明らかに接近戦を拒こばんでいる。やはり、識たちの攻撃を耐える余裕がないほど魔力を消しよう耗もうしているのだ。

　それに、恐らくウロボロスは、識に〈ブリック・ヴィンケル〉を起動させるほどの魔力が残っていないことに、気づいているのだろう。

　だからこそ、全身全霊の魔術で、識を殺あやめようとしている。

「……上等だ」

　識だって、長期戦は望んでいない。フィーナの〈リンキング・センス〉が持つのは五分だけ。その中で、刹せつ那なでもウロボロスに肉にく薄はく出来ればいい。

　一撃だ。

　識に残ったほんのわずかな魔力──その全てを、ウロボロスに叩たたき込こむ。

　だが、この豪雨のように襲い来る風刃の中、距離を詰めるなど愚行ですらない。ただの無謀だ。今でこそ識は躱かわし、あるいは壊劫魔術デイザスターで弾はじき飛とばしているが、防御を捨てた瞬間五体はバラバラになるだろう。

　今までなら、それでも良かったかもしれない。……けど、

「……出来ねえよな、そんなこと」

　暴力的な魔術の中、識はウロボロスを睨にらみながら叫ぶ。

「あいつらが──死んで欲しくねえって言ってくれたからなあっ！」

　風刃が腕を掠かすめる。傷からは真っ赤な血が流れ、痺しびれるような痛みが走る。

　それでも、識の表情には罅ひびすら入らない。

　フィーナたちだって、識と共に進もうとしているのだ。視界の隅ではシオンが業火を『純白の翼剣ローエングリン』で薙なぎ払はらい、ナイトに跨またがるアーシェはポイズンガーを召喚し氷塊を砕くだいている。フィーナたちはこの程度じゃ屈さない。ウロボロスの猛攻に耐えられることは、キャンプ場で彼女たちが証明してくれた。

　だからこそ、識しきの胸には今までにないほどの信頼感が芽生えている。

　もう識は一人ではない。世界を救うのは、識たちの中の誰かで良いい。

　難攻不落の要よう塞さいの如ごときウロボロスを見据え、識は機会を窺うかがう。ウロボロスは三つの目標を同時に相手しているのだ。必ず穴は生まれる──しかし、それは識の希望的観測に過ぎなかったのかもしれない。

　ウロボロスの魔術の乱撃は、まるで弱まらない。

　忍耐の一分が過ぎ、苦難の二分が過ぎても、識には隙すきを見つけることが出来ない。

　次第に、焦りが募つのる。切せつ迫ぱく感に身体からだが前に出ようとする。識の頰に冷たい汗が流れ、血と混ざり合いながら地面に落ち……気づく。

　シオンとアーシェが、微かすかに識に向けた瞳。

　それは、まるで何かを託たくすような眼まな差ざしだった。

　刹せつ那な、シオンとアーシェが防御を止やめ、攻めに転じる。一瞬で識の全身が粟あわ立だった。悪い予感が現実となるように、二人へのウロボロスの魔術はより熾し烈れつになる。火炎がシオンの腕に絡みつき、氷ひよう塊かいがアーシェの肌を凍いてつかせ、二人の表情は苦く悶もんにゆがみ……その瞬間、ウロボロスは識から意識を逸そらす必要があったのだろう。

　識は、確かに見た。

　荒れ狂う風ふう刃じんの中に──ほんのわずかに生まれた、突とつ破ぱ口こう。

　シオンとアーシェが身を挺ていし作り出してくれた、ウロボロスに到達するための軌跡。

　──無む茶ちやさせて、悪いな。

　頭の中に己の声が響き、全身に電流が走ると同時に疾しつ駆くする。が、ウロボロスはとっくに己の過ちに気づいていて、接近させまいと迎撃する。生物にはあるまじき反応速度──だが、識だって伊だ達てに世界を救ってきたわけじゃない。

　その時には既に、識はウロボロスに肉にく薄はくしていた。

　識はウロボロスの眼前へと跳ちよう躍やくする。識の視界いっぱいに広がる、龍りゆうの髑どく髏ろのような不気味な顔。

　拳を叩たたき込こむ場所は決めていた。

　夢の中で、そして異世界で何度も見下ろされた、紅玉ルビーに似た硬質で無機質な瞳。

　識は、最後の一撃を放はなつために拳を振りかぶり──全身に、鋭い衝撃が走った。

　識とウロボロスの間に、突如浮かんだ漆しつ黒こくの小さな魔法陣。

　そこから放たれた影の尖せん槍そうが、識の腹部に深々と突き刺さっていた。

「──────」

　意識さえ失いそうな痛みに、全身から力が抜ける。頭は動けと命令しているのに、神経が焼き切れたかのように、身体からだは反応しない。

　視界がぼやける。

　口の中に血の味が広がる。

　思考が音を立てて切り離されていくように、頭の中は霞かすんでいき──それなのに、

「──識しきさまっ！」

　そんなフィーナの声だけは、はっきりと聞こえた。

「お願いします、負けないでくださいっ！　この世界を救うために──」

　それは、英雄だった識に誰もが口にした言葉で、

「──これからも、一緒に生きていくためにっ！」

　英雄だった識に、誰も言ってくれなかった言葉だ。

　ぎり、と歯を食いしばる音が頭に響く。

　開きかかった右手を握りしめる。苦痛を激情と熱情で塗り潰す。両目を見開き、傷から流れる鮮血をそのままに、ありったけの魔力を壊劫魔術デイザスターにぶち込み、振り下ろす。

　かつて、世界を救済した識の拳が。

　ウロボロスの紅あかい瞳を──忌いまわしい過去を、打ち砕くだく！

　確かな手て応ごたえと共に、虚こ空くうに紅い瞳の破片が散る。識の拳から中心に衝撃波と轟ごう音おんが発生し、ウロボロスの巨きよ軀くがゆっくりと傾き、

「──────」

　静かな悪魔は、断末魔の悲鳴もあげなかった。

　壊劫魔術の衝撃に、ウロボロスの巨軀が崩れ落ちる。大地が激しく揺れ、ウロボロスの体たい軀くを包むように砂すな埃ぼこりが舞い上がる。

　その光景を、識は宙に浮いたまま、穏やかな心で眺めている。

　先程の猛たけっていた感情は、不思議と消えていた。胸の中にあるのは、やっと終わったのだ、という別れの感情にも似た達成感。

　やがて、ウロボロスの全身が流りゆう砂さのように光の粒となっていき──、

「これで最後だな──じゃあな」

　その決別の言葉は、果たして何に向けられたものか、識自身分からない。

　消えゆくウロボロスだったのか、〈ヴィルドラム〉の人たちだったのか、真っ赤に染まる不毛な荒野だったのか、あるいはかつて英雄であった自分自身だったのか。

　ただ、予感だけがする。

　今までとは全然違う、新しい日々が始まる。そんな予感が。

　やがて、識の身体が地面に落下していく。意識はぼんやりとして、傷はじんじんと痛む。出来れば、このまま眠ってしまいたい。

　けれど、そういうわけにもいかないのだろう。

「し、識しきさま、大丈夫ですかっ!?」

　慌てたようなフィーナの声に、識は大地を見下ろす。

　そこにいるのは、識を受け止めようと駆けつける見慣れた少女たちの姿。

　識は、フィーナたちと旅行の続きをしなければならないのだ。

　フィーナたちといれば何ど処こだって楽しいし、きっと何だって出来るのだ。こうして、識がフィーナたちと一緒に、自分の過去を切り捨てたように。

　……だからこそ。この旅行が終わる前に、識は話さなければならない。

　これから識が、どう異世界と──フィーナたちと向き合っていくのか。





　　◇






　花の四連休が終わり、一日が経たった。

　となれば当たり前のように平日は待ち構えていて、識やフィーナたちが通う荒あら垣がき高校も、何の変哲もない日常が戻っている。

　そして、その荒垣高校の職員室で、ある女性教師が困ったようにテーブルに広げた四枚の書類を眺めていた。

　名前は、高たか槻つき奈な々な。識のクラスの担任を務める、通称ナナ先生である。

「うーん……」

　ナナ先生が腕を組んだそのとき、職員室の扉が開く。

　現れたのは一人の男子生徒。オールバックの髪型に、鋭い双そう眸ぼう。

　名前は宗そう侍じ──識の、唯一と言っても過か言ごんではない男友達である。

「失礼します。ナナ先生、この前忘れてた宿題持ってきました」

　宗侍はナナ先生に宿題のプリントを渡すと、さっさと退散するように背を向け、

「ねえ、宗侍君。ちょっといいかな？　……織おり原はら君のことで、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「……識ですか？」

　ぴたり、と宗侍が足を止める。

「ほら、宗侍君なら知ってるんじゃない？　織原君の、あのこと」

「……ああ、あれですか」

　宗侍は、どこか暗い表情を浮かべると、

「ほんと、初めて聞いたときはびっくりしましたよ。……だって、いきなり休学するなんて言い出すんですから」

　宗侍が識から休学のことを聞いたのは、つい昨日。連休明けの初日のことだ。

　俺、学校休むことにしたから。ちょっと早いけど、友達でいてくれてありがとな──呆ぼう然ぜんとする宗そう侍じに、識しきは寂しげに笑いながらそう言ったのだ。

　正直、今でも宗侍には信じられない。何せ、識は常日頃から、何ど処こにでもいる学生になりたいだとか、普通の友達が欲しいだとか言ってたのである。あの青春こじらせ系男子の識が急に休学するなど、何かあったとしか思えない。

　それに、短い付き合いではあったが、識のことは嫌いではなかった。

　またいつか、必ず帰ってくるとは言っていたが……寂しさがないと言えば、噓うそになる。

「それで、識がどうかしたんですか？」

「ほら、宗侍君って織おり原はら君と仲が良いいでしょ？　だから、織原君が休学しちゃう理由とか、何か知ってるかなーって」

「……？　担任なんだから、俺よりナナ先生の方が詳しいんじゃないですか？」

「うーん、家庭の事情、とは言ってたけどねえ」

　歯切れの悪いナナ先生の言葉に、宗侍は訝いぶかし気げに目を細め、

「思い当たる節ふしって言ったら……旅行、ですかね」

「旅行？」

「あいつ、この前の連休に旅行に行ってたみたいなんですよ。で、帰ってきたらいきなり休学なんて言い出すから、もしかして何かあったのかもなって」

「……ちなみに、誰と旅行に行ったか分かる？」

　どうしてそこまで詮せん索さくするのか、宗侍は疑問に思いながらも、

「相手ですか？　えっと、フィーナと、シオンと、アーシェみたい──」

「やっぱり、フィーナさんたちが関係してるんだ!?」

「うおっ！　なんすか、いきなり!?」

　突然身を乗り出したナナ先生に、宗侍が飛びのきながら、

「あっ、ごめんごめん。何ていうか、やっと手がかりが摑つかめた、っていうかね。うん、ありがと。プリント、確かに受け取りました」

「……それだけ聞いといて、はいさよなら、はあんまりでしょ。理由くらい教えてくれてもいいじゃないですか」

「だめでーす。教師には守秘義務があるの。だから宗侍君には何も、話、せ……」

　次第に、ナナ先生の声が小さくなっていく。

　宗侍が、チンピラのような目で睨にらんでいるからである。

「……そ、そんな怖い顔しないでよお。ほんと、大したことじゃないから……」

「大したことないなら話してくださいよ」

「……宗侍君って、口堅い？」

「大丈夫です。俺こんな風ふう貌ぼうだから、友達少ないんで」

　ナナ先生は少しだけ逡しゆん巡じゆんすると、「明日にでもクラスの生徒に話すつもりだったんだけど」と口を開き、

「さっきも話題に出た、フィーナさんたちなんだけど……実はね、あの娘こたちも退学するみたいなんだ」

「……退学？」

「うん。それも、仲良く揃そろって三人一緒に」

「──はあっ!?」

　激しく狼ろう狽ばいする宗そう侍じに、ナナ先生はここぞとばかりに食いつき、

「ねっ、絶対におかしいよね!?　いきなりあの三人が退学するのも変なのに、よりによって織おり原はら君の休学とタイミングが一緒なんだよ!?　こんなの間違いなく何か裏があるでしょ！」

　やけに目をきらきらさせるナナ先生。本当は誰かに話したくて仕方なかったのだろう、きっと。

「あの、フィーナたちが……？　俺、あいつらも結構好きだったんですけどね」

　転校する前に挨拶くらいでもするか、と考えながら、

「けど、いきなりどうしてなんですか？」

「それが謎なんだよねえ。だって、みんな理由が違うんだもん。シオンさんは武む者しや修しゆ行ぎようって言ってるし、アーシェさんは生命の神秘を探るためって言ってるし。っていうか、何よこの教師を馬鹿にしたような理由……」

　この人ばんばん個人情報もらすな、と心の片隅で思いながら、宗侍は首を傾かしげる。

　やはり、原因があるとすれば……例の旅行、なのだろうか。

「それでね、極きわめつきはフィーナさんなの」

「……フィーナ、ですか？」

「そう。これ見てよ」

　ばっ、とナナ先生は一枚の書類を見せつける。

　それは、フィーナの退学届けだった。そして、ナナ先生が指をさす項目は、退学をするための理由。

　宗侍は、その理由をじっと見つめて──ナナ先生と揃って、首を傾げた。

「……ギャグ、ですかね」

「……ギャグ、だよねえ」

　そこには、こう書かれてある。

　──みんなと一緒に、世界を救う旅に出ます。





エピローグ







　無人の荒野を、少年と少女たちが行く。

　地平線さえ見える広大な大地を、識しきは悠ゆう々ゆうと歩いている。その服装は高校の夏服という、この場所では間抜けに見えるくらい普通の恰かつ好こうだ。

　……いや、一つだけ、明らかに様子が違うものがある。

　制服の袖の部分に、まるで応援団のような腕章が縫ぬい付けてあって──そこには、「〈地球〉神しん霊れい代行・織おり原はら識」と書かれてあった。

「しっかし、本当に広いな、この荒野。こんだけ歩いても目的地の影も見えねえんだから」

　そう言って、識は遠くを眺めるように手をかざす。

　神霊代行となった識の、一番初めの任務。

　それは、この異世界に潜せん伏ぷくしているという『ブラックロータス』の幹部……エルヴィの従者であった青年の身柄の確保、である。何せ、『ブラックロータス』は、いつか〈地球〉に魔物を転移させるかもしれないのだ。そのため、識はフィーナの父親に協力を仰ぎ、この異世界に転移していた。

「なあ、俺たちもうどれくらい歩いたっけ？」

　そう言って、識は隣に視線を向ける。そこにいるのは、三人の少女たちだ。

　一人目は、表情に凛り々りしさをたたえたシオン。

　二人目は、ナイトの背中に跨またがった無表情のアーシェ。

　そして三人目は……ナイトに乗せてもらいながら、アーシェの背中にばたんきゅーとばかりに顔を埋うずめるフィーナである。

　識の疑問に答えたのは、へろへろな声をあげるフィーナ。

「そうですねえ……少なくとも、わたしが倒れるくらいには、歩きましたかね……」

「まあ、フィーナの気持ちも分かるがな。この異世界は、少々気温が高すぎる」

　襟元をぱたぱたさせるシオンに、アーシェが、

「でも、アーシェはこの中で一番ちっちゃいけど、平気だよ？」

「……だって、アーシェさんはずっと、ナイトちゃんに乗せてもらってるじゃないですかあ……」

「ナイトはアーシェと一心同体だから、何の問題もない」

「そんなのへりくつです……。まあ、ナイトちゃんに乗せてもらってる、わたしが言える立場じゃないかもですけど……」

「確かに、私と識だけが歩いてるのは不公平かもしれないな。……じゃあ、私も識に運んでもらうとするか。識しき、背中を貸してくれ」

「それって俺が一番損してると思うんですけど……あっ、おい！　お前、本気で俺に乗っかるなって！　ちょ、しかも何か柔らかいの押し付けてるし……！」

「し、シオンさんっ!?　それは、不許可ですっ！」

「……納得がいかないな。どうして、フィーナがムキになるんだ？　もう識は神しん霊れい代行なんだから、識に固こ執しつする理由はないだろう」

「だ、だって、識さまはお疲れですし……じゃあ、わたしがシオンさんをおんぶします」

「いや、無理だろう。さっきまでへばってただろ、君は」

「じゃあ、アーシェがおんぶする」

「それはもっと無理だろう。っていうか、どうしてアーシェまで乱入するんだ」

「とりあえず、漫才なら俺の背中から降りてやってくれ！」

　引っぺがすように、識はシオンを降ろす。どうやらシオンは一通り満足したようで、すんなりと識の背中から離れた。なおフィーナはじとーっとこちらを見ていた。

　その中で、無表情なのは、アーシェだけだ。

「……シキ、意外と大丈夫そうだね」

「いや、大丈夫じゃねえって。かなり慌ててたろ、今の」

「そうじゃなくて……だってここ、シキが大っ嫌いだった異世界だよ？　魔物はうじゃうじゃ、異種族はわちゃわちゃの、あの異世界」

　思わず、識は目を丸くした。

　見れば、フィーナとシオンも、無言で識の言葉を待っていた。

「……思ったより、平気だな」

　識は、あっけらかんとした表情で、

「まあ、もう自分の過去なんかに負けてられねえからな。……俺は、フィーナたちと世界を救わなきゃいけないんだから」

　自分に出来る範囲で、フィーナたちの願いを叶かなえる。

　それが、識があの旅行を通して出した答えだ。

　だからこそ、識は神霊代行になることを決心したし、いつかシオンの世界に転移し魔物討とう伐ばつに協力するということも約束した。アーシェの頼みは……どうしようかなあ、と識も悩んでいる。正直に言えば、識だって人並みの恋愛がしてみたい。

　けれど、考える時間はまだあるのだろう。

　フィーナたちと生きる日々は、まだ続くのだから。

「……あの、識さま」

　ぽつりと呟つぶやいたのは、フィーナ。

　フィーナは、どこか心配そうな表情を浮かべて、

「わたしにとっては、夢みたいなんですけど……これからも一緒、なんですよね？」

「……ああ、そうだな。フィーナたちといればきっと何ど処こに行ったって楽しいし、何だって出来る気がするからな。世界を救うくらいわけねえよ──だからさ」

　識しきは小さく笑いながら、

「ついてきてくれるよな？……一緒に生きるって、約束してくれたんだから」

　フィーナがぽかんとしたのは、一瞬だった。

「──はいっ！」

　フィーナは弾はじけんばかりの笑顔になると、威い勢せいよくナイトから降りる。

　そのまま歩き出すフィーナに、シオンが、

「フィーナ、良いいのか？　また倒れたりしたら大変だぞ」

「はい、多分大丈夫です！　ちょっと休みましたし、今は皆さんと一緒に歩きたい気分ですから！」

「そうだね。またダウンしたら、ナイトに運んでもらえばいいんだもん」

　少女たちの声を聞きながら、識は口元を緩ゆるめて地平線を眺める。先は長いが、何とかなるだろう。疲れたら愚痴でも言い合えばいいし、倒れそうなら誰かに支えてもらえばいい。

　まあ、出来れば夜が来る前に着きたいけどな。

　そう考えながら、どれくらいで日が暮れそうか識は頭上を見上げ、そして──。




　青だった。

　青といえば当然色の名称で、では何が青いのかというと、空の色である。

　識の視界に広がるのは──何処までも澄み渡る、青空だった。




　識は歩みを止めて、ただ呆ぼう然ぜんとその風景を眺めている。

　雲一つなく、果てを知らないほど広がる青空。それは、いつか〈ヴィルドラム〉で見た、自分を嘲あざ笑わらっていたような空にそっくりで。

　しかし識は、その青空に心を奪われている。

　かつて記憶に深く刻まれた、忌いま々いましくさえ思った青空。今はまるで、自分たちの旅立ちを祝福しているかのようで──綺き麗れいだと、純粋に思った。

　不意に、識は背後を見る。

　そこには、識に背を向けて、一人の少年が空を仰いでいた。

　それは、かつての英雄の姿だ。死を受け入れるほど心を磨すり減らし、目に映る全てを憎むほど傷つき、一人ぼっちで空を睨にらんでいたかつての自分の姿だ。

　それは……とても、悲しい光景だった。

「識さまーっ！　なにしてるんですかーっ!?」

　少女の声に、識しきはゆっくりと振り返る。

　遠くにいるのは、見慣れた少女たちの姿。フィーナが、シオンが、アーシェが、識を待ってくれているのか立ち止まっていて。

　言葉に出来ない衝動に、識は駆け出していた。

「え、ええっ!?　し、識さまっ!?」

　フィーナの慌てた声。それでも、識は足を緩ゆるめない。目眩めまいがするほどの熱を全身に感じながら、視界に映る少女たちの許もとに駆け寄り。

　──そのまま。

　少女たちを、抱き寄せた。

「……識、さま？」

「お、おい、識？　なんだ、その……照れるぞ」

「……どうしたの、シキ？」

　耳に届くのは、少女たちの戸惑う声こわ音ね。

　識は腕の中に感じるぬくもりを心に刻みながら、そっと言葉にした。

「最高だよ、お前ら。……ありがとな」

　そして、識は少女たちから離れ歩き出す。きっと、みんなは呆あつ気けに取られているのだろう。誰にもばれないように、識は目頭に滲にじんだ雫しずくを手の甲で拭ぬぐった。












「あっ……ま、待ってください！　置いてかないでくださいよ、識しきさまっ！」

　背後から聞こえる少女たちの足音を耳に、識は胸の中で小さく笑う。

　フィーナたちのことを、置いていくわけがない。

　だって、識はもう、一人ぼっちの英雄ではないのだから。




　識たちの新たな旅は、まだ始まったばかり。





あとがき







　本シリーズを始める前から、この物語は主人公が過去を乗り越える話を書こう、と心に決めていました。

　自分は、そういう物語が好きです。眠れないくらい不安な夜を過ごした人だとか、叫びたいほどの孤独に押し潰されてる人だとか。生きてて良いことなんてあるのかなあ、なんて独り言が零こぼれちゃうくらい苦しんでる人たちが、それでも最後は笑顔で前に進む物語が大好きです。自分はそこに途方もないカタルシスを覚えますし、そんな主人公たちの姿に救われて、俺も負けてられねえって最底辺から立ち上がることが出来ました。

　けれど自分は、今までそんなコンセプトを基に小説を書いたことがありません。

　だから今回は、自分が思う最高のハッピーエンドを書きました。

　たとえ枠組みがラブコメで、周りにいるのが騒がしい女の子たちだろうと、この結末を譲りたくはありませんでした。第一巻を書く前から自分の頭の中には荒野を歩く少年少女たちがいて、この終わり方以外は絶対にありえない──そして、その願いが叶かないました。

　果たしてこの小説がどれほど読者に届いたか、作者である自分にはまだ分かりません。

　けれど、もし少しでも幸せな気持ちで本を閉じてもらえたなら。

　自分は今まで出会った全ての作品に、恩返しが出来たのだと思います。




　というわけで、『Ｑ．もしかして（略）』ここに完結でございます！　待たせてしまって本当に申し訳ない！

　いや、しかし。今作は個人的に、やけに愛着の湧わく作品になりました。

　何な故ぜって、生みの苦しみが尋常じゃなかったから。

　ぶっちゃけると、生まれて初めて「原稿をボツにする」という逆境に立たされたのです。

　初めのプロット段階（プロットって言葉の意味が分からない人は『※妹を可愛かわいがるのも大切なお仕事です。』を読むことを強く推奨します）では、識しきたちが〈ヴィルドラム〉に転移されて開き直ったようにバカンスを楽しむ、っていうお話だったのです。

　んで、自分は書き始めました。新キャラも出したし、それっぽい伏線も張りました。そして異世界に転移した識たちは、思い思いにスローライフっぽいのを楽しもうとして──そこで、手が止まりました。

　……ファンタジーの世界観の書き方が分かんねえ。

　振り返ってみれば、自分は人生で一度もファンタジーを書いたことがありません。

　それどころか、こと小説に関してはファンタジーをあまり読まないのです。その食わず嫌いたるやハリー・ポッターを読んだことがないほどで、眼鏡の魔法使いが箒ほうきに乗って球技をするらしい、程度の知識しかありません。

　そんな奴やつがファンタジーを書くなど、インベーダーゲームしか遊んだことのないお父さんにケイブ製の弾幕ゲーをやらせるようなもんです。もう無理ゲーです。

　この世界の文明はどんな感じなの？　料理とか固有名詞を作った方が良い？　風ふ呂ろとかトイレってあるの？　っていうか貨幣はどうなってんだ。それより俺は早くフィーナたちとラブコメったりバカ騒ぎしてえんだよ！

　……数日後、そこには「一からやり直させてください」と半泣きで編集者に訴える、哀れな作家の姿がありました。

　そして不死鳥の如ごとく蘇よみがえったのが、今回のロードムービー風青春旅行記なのであります。

　一度失敗しただけあって書き上げられるか不安でしたが、まあ何とかなりました。

　それもこれも、識しきやフィーナたちといったキャラクターに助けられたところがあります。

　自分の中では、主人公もヒロインたちも、みんな書き甲斐のある良い奴らばっかりでした。こいつらがいるだけで場が盛り上がるし、わいわいきゃっきゃと自分自身楽しみながら執筆することが出来ました。

　だから、まあ。

　識とフィーナとシオンとアーシェが旅立ってしまうのは、少々悲しいものがあります。

　しかし、かの三み島しま由ゆ紀き夫おは言いました。若い時代の心の伴侶として友達と書物があり、友達は絶えず変わっていくが書物は変わらずそこに在り続ける──小説はいつまでも、自分の傍そばにあります。ページを捲めくれば、そこには騒がしい青春の日々を過ごす識たちがいるのです。寂しい思いをする必要など、きっとないのでしょう。

　それに、識たちは旅路を歩んでいるのです。

　識たちが旅の途中に、いつか自分や読者の皆様の前に現れる。もしかしたら、そんな日だって来るかもしれません。




　遅くなりましたが、謝辞の方を。

　担当編集のＯ様、自分の無理を吞のんでくれてありがとうございます。フライ様、今回も鮮やかなイラストでしたフィーナたちの水着最高です。それにデザイナーや営業や校正や編集部の皆々様、本作に尽力して頂いただきき言葉もございません。

　そして、この本を手に取って頂いたあなたへ。誰よりも深い感謝を。

　では、これにて。再び会える日が来ることを、心から願っております。











弥生やよい　志し郎ろう











　著者

　弥生志郎（やよい・しろう）

　　『Ｑ．もしかして～』の二巻目でございます。

　　今回は色々拗らせた少年と色々残念な少女たちが旅に出ますが、自分もつい最近愛媛県に遊びに行きました。道後温泉良かったなあ……まあ、男二人のむさい旅だったんですけど。

　　というわけで、今回は『１／６の夢旅人』、もしくは『心の旅』をＢＧＭにお楽しみください。




　イラストレーター

　フライ（ふらい）

　　東京都在住の漫画家、イラストレーター。

　　書籍の挿絵、キャラクターデザインを中心に活動中。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／フライ

　　装丁／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）
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